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　０　ここに事実を記そう







　アイレイシア、ルーイ、リュリエ、グエイ、ミルディナ、リリ。

　私の言葉が、もうあなた方に届かないことはわかっている。それでもこうして言葉を綴つづろうとするのはまったく意味のない行為だ。

　私が海を渡ってから、あまりにも長い年月が過ぎてしまった。時間は戻らないし、今はもう私は、それを戻したいとは思わない。過去にどんな悲劇があったとしても、その後に得たものは確かにあるからだ。

　アイレイシア、君には本当にすまないと思っている。優しく気き丈じような君は、きっとどんな中ちゆう傷しようを浴あびようとも私達の可か愛わいい息むす子こと娘を護まもりぬいたのだろう。たとえ君の舐なめたその辛しん酸さんが、私と出会いさえしなければ体験するはずのないものだったとしても、私は君と出会ったことを後こう悔かいなどしないだろう。それほどに、君が私に与えてくれたものは優しくそして温かかった。

　我が美しき妻、アイレイシア。ルーイ、リュリエ。利発な息子、可愛い娘。グエイ、ミルディナ。我が敬愛する父母。リリ、アイレイシアを育はぐくんでくださった、偉い大だいな母。

　あなた方が私に向ける罵ば倒とうは、どんなものでも甘んじて受けよう。

　私はあなた方を愛していた。その愛情は、今も決して変わってはいない。それだけは、断言できる。

　愛している。

　心の底から。

　信じてはもらえないだろうか。

　これは、贖しよく罪ざいではない。

　私は私の罪つみの赦しは請こわない。それは、暴あばかれ、糾きゆう弾だんされなくてはならないからだ。けれどその責せきは、決して私の子供達が負うものではない。

　ここに事実を記そう。

　それだけが、私が私の愛したあなた方に残せる唯一の誠実だからだ。
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『驚きましたね』

　久く旺おうは言った。

　寝台で上半身のみを起こして王を迎えるだけでも不敬だというのに、彼は顔を歪ゆがめて笑ってみせた。その双そう眸ぼうは病びよう床しようにあってなお輝きを失ってはおらず、王に対する怒りも失われてはいなかった。

『何をしにいらしたんですか？』

『……』

　王は答えなかった。

『……魔術師に魔法を研究させているのは彼女の魔法を解とくためですか？』

　そう問うた時久旺は、王が記憶よりもずっと老おいていることに気付いた。頭髪は白い部分の方が多く、顔には皺しわが目立つ。若々しく威い厳げんあるこの赤の国の王は、まるで老人のように憔しよう悴すいしている。

　彼女が眠りについてから、王おう妃ひは人前に顔を出さなくなったという。まるで傷ついているのだとでも言いたげな彼らの態度が、久旺には余計腹立たしかった。

　それならなぜもっと彼女に愛情を注そそいでやらなかったのか。こうして久旺の前に姿を現すくらいなら、長い眠りにつこうとする彼女を抱きしめてやればよかったのに。

『破は魔まの一族にだって破れない魔法を、魔術師が破れるわけがありません。根本的な原理が違うのですよ、魔法と魔術は。あなたはひどく見当違いのことをしている。こうなる前に……もっと、できることがあったはずだ！』

　久旺は叫んだ。寝台から身を乗り出し、すぐ側に立っていた王の胸倉を摑つかむ。

『なぜです！　なぜもっと彼女を抱きしめてやらなかった!! 彼女は一言だって、あなた方を悪く言ったりなんてしなかった!!　ただ待っていたんだ！　あなた方が振り向くのを！　抱きしめてくれるのを!!』

　目め頭がしらが熱くなり、視界がぼやけた。口の中で血の味がする。

　魔術なんかであの高位魔女の魔法を解けるわけがない。

　二百年後に彼女は目覚める。たった一人。

　久旺は、母である蠟ろうに彼女のことを頼んでいた。二百年の眠りの中で、彼女を護るように。眠りながら老いて死ぬなどひどすぎる。蠟の魔法で彼女は生きたまま二百年後に目覚め、そしてそこで、久旺の記憶を持つ男と恋をするのだ。

　そうする以外に、彼女を確実に幸せにする方法など思いつかなかった。

　本当は嫌いやだ。

　二百年後、自分の記憶を持って彼女の前に立つ男は自分ではない。

　彼女を幸せにするのは他でもない自分でありたいのに、この身はこうもあっけなく朽くち果はてようとしている。

　久旺はこみ上げる不快感に王から手を離した。身体からだを折って咳せきをする。ひどく苦しかった。息がうまくできない。しばらくしてようやく発作が収まると、彼は悪あく態たいをついた。死が近い。それは他の誰だれよりも彼自身がよく理解していた。

『二百年後に……』

　久旺はそれがこの国の王の声なのだとすぐには気付かなかった。

『二百年後に目覚めて、あれが幸せになれるとはわしは思わぬ』

　顔を上げた時、王はすでに久旺に背を向けていた。

『今、この今こん生じようで見ねばわしは納なつ得とくできぬ。あれが屈くつ託たくなく笑う姿を……』

　それだけ言うと、王は部屋を後にした。

　それならばなぜ、と久旺は叫んだ。

　なぜ彼女が眠りに落ちるその前に愛していると言ってやらなかったのか。

　それだけでよかったのだ。彼女は。

　それだけできっと、なんの屈託もない笑顔を見せたに違いないのに。

『新しら祢ね……』

　彼はただ彼女の名を呼んだ。

　今もあの塔で眠る、恋人の名を。
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「妊にん娠しん!?」

　伊い央おは思わず叫んだ。

　目の前に立つ女性をまじまじと見る。

　秋の稲いな穂ほを思わせる豊かな金色の髪と、どこまでも広がる青空のような深い双眸。着ているのは伊央が見慣れた使用人服ではなく仕立てのいいドレスだ。腹は出ていない。

　いつだって、彼女は柔やわらかな雰ふん囲い気きを身に纏まとっている。それは木こ漏もれ日のように優しい。

　早さ苗なえは少しだけ恥はずかしそうに頰ほおを染めて、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「三み月つきですって」

　一瞬視界が暗くなり、伊央は頭を抱かかえた。

「まぁ、どうしたの？　大丈夫？」

「早苗嬢……そっとしておいてあげた方がいいと思うよ」

　同情に満ちた男の声を、伊央はうまく認識できなかった。

「伊央？」

「早苗、ほっておきなさい。男というのは年齢に関係なくこういう愚おろかな生き物なのよ。女をいつまでも自分のものだと勘かん違ちがいしているのよね」

　平常時なら聞き惚ほれてしまいそうなその女性の声も、今はただ癇かんに障さわるだけだ。

「……」

　伊央はしばらくしてからようやく顔を上げた。そうしてやっと、先ほどの声の主ぬしを思い出す。

　この町の領主。東の国の第一王子だ。そしてその少し後ろに立つのは畏い怖ふさえ抱いだいてしまうような美び貌ぼうを持った北の王女。

　少し離れたところに鮮あざやかな赤い髪を持った女性と眼め鏡がねをかけた男性がいる。どうやら女性の方が驢ロ馬バに興味を示しているらしい。おそるおそる驢馬に触れようとする彼女を、男性が穏おだやかに笑って見ている。彼は腕に何か布にくるまれたものを抱えていた。西の国の王子と、その婚約者だ。

　伊央はちょうど、近くの村や集落に薬を届けた帰りだった。

　いい加減年老いて動きの鈍にぶくなってきた驢馬に水をやり、薬の代わりにもらった金や食べ物を荷台から降ろしている時、彼の視線の先で馬車が二台停まった。それも普通の馬車ではなく、見るからに上流階級のそれとわかるようなものだ。伊央は驚いたが、そこから降りてきたのが早苗だったので、もっと驚いた。

　そういえば、早苗は王子妃様になったのだ。その結婚式にまで招かれたにもかかわらず伊央がそれを忘れそうになるのは、王子妃となった後でも彼女の生活や態度が変わることがないからだった。早苗は結婚した後だって《赤い森》の塔で王子達と暮らし、着慣れた使用人服を着て家事にいそしんでいる。

　事情があってしばらく塔を留守にするから、と彼女は二ふた月つきほど前わざわざ伊央に告げにきたが、まさか戻ってきてこんな衝しよう撃げき的てきなことを告げられるとは夢にも思っていなかった。

「父親は……あの人だよね？」

　伊央がやっと絞しぼり出した質問はそれだった。

　まぁ、と早苗が目を丸くする。後ろにいた北の王女は眉び宇うを寄せたが、この不ぶ躾しつけな質問に怒らないところが彼女なのだ。早苗は笑ってその目立たない腹に手をあてた。

「もちろんよ、伊央。広ひろ兼かね様と、私の子供だわ」

　伊央が早苗に抱いていたのは憧あこがれに近い思し慕ぼだった。彼女が結婚するとわかった時に、少年はすでにそのささやかな恋を終わらせていたはずだったが、子供ができたと言われて衝撃を受けた自分に衝撃を受けた。

　なんだか泣きたい、と少年は思ったが、大切な女性の笑顔を曇くもらせたくはなかったので質問を続ける。

「あの人は？」

　名前や敬けい称しようで呼ばないのはせめてもの抵抗だ。

「用事があって南の国に戻られているの」

　よかったと伊央は思った。早苗の隣でにやついているあの人を見たら殴なぐりたくなってしまうかもしれない。

　彼は深くため息をついて踵きびすを返した。

「母さんに診みてもらうんだろ？　今は家にいると思うよ」

「ありがとう伊央」

　その優しい声がまた胸に突き刺さる。

　せめて自分がもっと大人おとなであれば、と少年はため息をつくのだった。







　１　同じくらい幸せ







　伊い央おの家で早さ苗なえの状態と念のため鳥とり代しろの傷の状況も確認してもらい、彼らは再び馬車に乗った。これから彼らが戻る《赤い森》の塔に最も近い医者が伊央の親だ。父親が医師で、母親の方には産さん婆ばの経験があった。いざという時は一番頼りになるはずだから、事情を話しておくことは必要だったのだ。

　鳥代が北の国で大おお怪け我がを負ってから、一ひと月つき近くの時間が経たっている。

　東の王子の回復を待って北の国を発たったのが十三日前。それから身み重おもの早苗の体調も慮おもんぱかってゆっくりと移動し、彼らは今日、この木蓮トーリアの町に辿たどり着いたところだった。

　賢けん者じやの王子と魔術師は、ずいぶん前から別行動である。

「そなたの義あ姉ね達には言わなくていいのかえ？」

　馬車の中で新しら祢ねは言った。

「安定したら言うつもりよ。今はまだ、言ってもきっとお義ね姉え様達は心配してしまうだけだもの」

　早苗は微ほほ笑えんだまま答える。

「あの家から出さなくなるくらいでしょう？　今のあなたにはそれくらいの不自由さが必要なのではなくって？」

　新祢の隣に座った北の王女が、少し睨にらみつけるようにして早苗を見た。

　彼女のその視線が心配してくれているからなのだとわかっているから、早苗は笑う。

「でもお義か母あ様の鏡を探さなくてはいけないでしょう？」

　そう言って、早苗は自分の膝ひざを枕にして横たわる幼おさない魔女をそっと見た。

　灰色の双そう眸ぼうを覆おおって滑なめらかな曲線を描えがく瞼まぶたはもうずっと開かれていない。そうしているのを見ると、まるで無む垢くな幼おさな子ごのようだ。北の国の王おう妃ひにして二百年以上の長い時間を生きる《赤い森》の魔女は、その妖よう艶えんさを潜ひそめている。

　早苗の憂うれいを読み取ってか、新祢が安心させるように言った。

「言うたであろう。それは妾わらわと同じじゃ。条件さえ揃そろえば目覚める。勝手にな」

　鳥代を助けるために魔女は魔法を使い、そしてそのせいで体内に閉じ込めた魔術に襲おそわれ早苗も巻き添えになった。それが一月前だ。

　あの後早苗はすぐに目覚めたにもかかわらず、葫ゆうがおはずっと眠ったような状態のままだった。栄養の摂せつ取しゆや排はい泄せつさえ必要としないそれを、魔女の自己防衛本能による仮死状態だと判断したのは新祢だ。

　早苗も同じだったというのだがその自覚はない。

　彼女が覚えているのは暗くら闇やみの中捕まえた葫の温ぬくもりと、自分の中で息づく胎たい児じの鼓こ動どうだけだった。

「また魔法を使えばあの時のように命が危険にさらされる。こうして意識を閉ざしておくのが葫にとって一番安全なのは間違いないじゃろう。心配することなどない」

「そうね……。ごめんなさい。ありがとう。お義母様もきっと怒ってしまうわね。私に心配されるなんて屈くつ辱じよくのはずだもの」

「わかっているじゃない」

　珀はく蓮れんはふんと鼻を鳴らした。

「大体あなたのその魔女への執しゆう着ちやくは異常ではなくって？　どうしてそんな女に構かまうの？　本当の母親でもないのに」

　北の王女のその疑問に、早苗は目を丸くした。

「執着？　私がお義母様に？」

「呆あきれたわ。自覚がなかったの？」

　珀蓮が眉み間けんに皺しわを寄せる。彼女の場合、そんなわずかな表情さえも、まるで彫ちよう刻こくのように芸術品めいているから不思議だった。

「まぁ、だって、私が執着しているとしたら、私の大切な人すべてにだもの」

　早苗は少しだけ首を傾かしげて答えた。

「珀蓮。私は何一つとして失うつもりはないのよ。珀蓮も、新祢も、広ひろ兼かね様も、鳥代様も、王おう伊い様も、お義姉様達や、伊央、黄き臣おみ様、壱いち、林りん灯とう……数え上げたらきりがないわね。でもみんな、私の大切な人よ。一いつ片ぺんだって損そこないたくない。失いたくない。今は一番お義母様が心配だもの……だからそう見えるのかしら？　でももし珀蓮がお義母様のように危うい状態だったら、私は絶対にあなたを護まもるわ」

　最初は母を、次に父を失った。

　大切な人は驚くほどあっけなく、そして簡単に死んでしまうのだと気付いたのは父が死んだ時だ。

　どうしてだろう。こんなにも大切なのに。失ったら、息ができなくなってしまうほど大事なのに、どうしてこんなにもあっけなく土に埋うめられてしまうのだろうか。

　自分に何ができたのかとずっと自問していた。父は病気だった。もっと早く自分が気付くべきだった？　働いてばかりいる父をもっと休ませてやるべきだった？　国外からでも有名なお医者様を呼び寄せるべきだった？　あるいはお義母様に、魔法を使って病やまいを治して欲しいと懇こん願がんするべきだった？

　返ってくる答えなどない。すべてはもう終わってしまったのだ。

　だから早苗は常に頭を働かせるようになった。

　どうすればお義姉様達を幸せにできるだろうか。王都の屋敷を護ってくれている壱や林灯、彼らを路ろ頭とうに迷まよわせずに、会社を潰つぶさずに、この屋敷を売らずに、皆が幸福になるだろうか。

「強ごう欲よくじゃのう」

　新祢が笑った。

　そう、私は強欲だ。と早苗は自覚していた。

　何かのために何かを失うことなんて許さない。どんな時だって絶対に、大切なものすべてを得られる方法はあるはずなのだ。そのための小さな犠ぎ牲せいなら頓とん着ちやくしない。この手に抱かかえたものを失うことが一番怖い。

「それは自分勝手と言うのよ」

　珀蓮は息を吐いた。

「商人の娘だもの」

　そっと優しく腹を撫なでて、早苗は笑った。

「広兼に同情するわ」

「まぁ」

「それは妾も同感じゃのう。早苗も、広兼がそなたから離れとうないと思っていることに気付いていたじゃろうに」

「それでも広兼様が一番適てき任にんだったわ」

　珀蓮と新祢がなんのことを言っているのかはすぐにわかった。

　広兼が、ルヴァインと二人南の国へ行った件だ。彼らが北の国を発ったのは早苗達よりも十日ほど前だったので、もう一月近く、彼女は夫と離ればなれである。

　事件の後早苗が目覚めても葫はそのままだったので、広兼達は北の王に事情を話さざるをえなくなった。なぜ葫が目覚めないのか、そしてなぜ幼い子供の姿になっているのか、ということをである。

『取引材料ならいくらでもやるから国に戻ってあのいけすかない賢者の樽たる王おうから葫を蝕むしばんでいる忌いま々いましい魔術とやらの情報をむしり取ってこい』

　と事情をすべて聞いた北の国王は尊大に言った。

　二百年前、王都を森に沈めた魔術。

　それを発動させた魔術陣がないと、葫の身体からだの中の魔術の解約はできない。解約ができなければ葫は目覚めない。それが魔術師ルヴァインと二百年前の王女新祢が出した結論だった。

　だが魔術陣の在処ありかは不明だ。それがどういったものであったかという文書も残っていない。

　少なくとも、公的には。

　その一片の希望とでも呼べるのが賢者の一族だった。

　賢者の一族は傍ぼう観かん者しやだ。知識の保管庫。歴史の番人。三国の危機と有益な取引に対してだけ彼らはその情報を開示する。二百年前の事件についてなんらかの真実を知っている可能性がある父王に対して、これまで広兼が何も働きかけてこなかったのは有益な取引材料と呼べるものがなかったからだ。

　この場合、有益な取引材料とは、先方が持っていないと確信できる重要度の高い情報か、実益に直結する具体的な提案を指す。そういう意味では、賢者の王子の切り札とも言えた二百年前の王女新祢は、取引材料とはなりえなかった。

　王達は《赤い森》で眠る眠ねむり姫ひめの存在を知っていたようだし（実際珀蓮が北の王からそのことについて言及されたらしい）、彼女自身二百年前の王国が森に沈んだ経緯を知らない。

　彼女の持つ魔法に関する知識はあるいは材料となりえるかもしれないが、賢者の王がどこまでの情報を持っているかわからない以上、安あん易いに新祢を差し出すわけにはいかなかった。かつてこの土地すべてを治めていた二百年前の王族の娘の存在は、騒乱の種となりうるからだ。

　しかしここにきて、北の王が後者の――実益に直結する取引材料を提供すると申し出た。

　その結果得られる利益が価値のあるものだと判断できれば、賢者の王はその知識を提示してくれるはずである。

　ただ当然ながら、広兼は早苗から離れることに難色を示した。

　何せ妻たる女性の腹に、自分の子供がいることがわかったばかりなのだ。それもその子供も魔女だという。何が起こるかわからない。一時だって、離れたくなかったに違いない。

　早苗をその時すぐに動かすわけにはいかなかった。彼女は医師から絶対安静を言い渡され、鳥代と同様に寝台から動けなかったからだ。

　けれど早苗はどうか行って葫の魔術を解く手がかりを探してきて欲しいと広兼に頼んだ。

「……」

　揺れる馬車の中で、急に黙だまり込んだ彼女をいぶかしげに見る二人の王女の視線を避けるようにして、早苗は顔を窓に向けてから小さく笑った。

　広兼はあの時初めて、苦虫を嚙かみ潰したような顔をして早苗を見たのだ。

『あなたはたぶん聞いていなかっただろうからもう一度言うけど、俺はあなたのそういうところが嫌いだ』

　その時早苗はびっくりした。

　もう一度、ということは以前にも広兼は自分を嫌いだと言ったのだろうか？　覚えていないが、もしかして自分はいつの間にか、彼の好意を失っていたのだろうか。

『あなたがその……腹の子供の魔法の中にいる時だよ。あなたはいつも俺や自分自身以外の人間の心配をする。わかってる？　あなたは俺のことはどうでもいいかもしれないけど、俺はあなたのことが心配だし、あなたに何かあったら気が狂くるいそうになるんだ』

　吐き捨てるように彼が言うので、早苗は彼の言葉を理解するのに少し時間がかかって、理解できた時にはじっと黙り込んでしまった。

『……早苗？』

　妻の異変に気付いた広兼は、寝台に横たわったままの彼女の顔を覗のぞき込むようにした。早苗は夫をそっと睨みつけた。

『私は申し上げました。信じてくださいと』

『聞いたよ。でもあの時のあなたは明らかに無茶をしていた。俺達の子供が魔女じゃなかったらどうなってた？』

『私は魔女だと気付いていました。死ぬつもりなんかなかったわ。勝算があったのです』

『俺はそれを知らなかったし、腹に宿ったばかりの赤ん坊にどこまで実力があるかなんてわかるわけがない。あなたは無闇に自分の身を危険にさらしたんだ』

『いいえ、私はこの子ならお義母様を助けられると確信できたの。広兼様。いい子なのよ。とても。私とあなたの子供だもの』

　広兼はため息をついた。

『母親ってのはどうにも厄やつ介かいだな……』

『広兼様』

　彼はすぐに気付いて両手を上げた。

『すまない。今のは失言だった。でもどうか、次はなるべく俺に話してから行動して欲しい』

『でも……』

『葫の中の魔術を取り除くだけなら本当は簡単なんだ。魔術を身体の中に縛しばり付けているのは葫自身の魔法だろう？　それならその魔法を解けばいい。魔術は森の中に戻るけど……そうだな。森の周りに鏡でも置いておいてやれば、葫一人でも魔術は抑え込めるんじゃないか？　高位魔女なんだろ？　もちろんそうしたら元の木もく阿あ弥み。街道事業もぱぁだけどな。でもそれで、あの魔女のことであなたが無茶をしなくなるんなら価値はある』

『私が広兼様のことをどうでもいいと思っていると、本気でおっしゃったの？』

『五日間も、わけのわからない魔法の中で意識のない妻を見ていれば、誰だれだってそう思うと思うよ』

　早苗はその時やっと、彼の感情を理解することができた。はっとして目を伏せる。

『……申し訳ございません』

　もし自分が逆の立場なら、それこそ気が狂いそうになったに違いない。そして彼を詰なじっただろう。ひどい人だと。

　彼はそっと早苗の頰ほおに手をやって彼女の顔を上げさせた。

『俺の気持ちがわかった？』

『はい。でもそれとこれとは別です。広兼様。どうかお義母様から魔術を取り除く方法ではなく……魔術を解く手がかりを探していらしてください』

『早苗』

『お約束します。私はもう絶対に、広兼様に事前の相談なく危険な真ま似ねをしたりしません』

　まだ見ぬ未来を悲観して最善の道を捨てるなど愚おろかしいことだ。早苗はそう思っていたし、広兼もそうだと疑ってはいなかった。
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　彼はもう一度ため息をついた。

『……契約書にするか』

　早苗は微笑んだ。

『喜んで』

　答えるとすぐに広兼は懐ふところから一枚の紙し片へんを取り出した。もうすでに、文面はしたためられている。あとは署名をすればいいだけだった。

『まぁ』

『あなたがなんて言うかなんてわかってる』

　広兼が渋じゆう面めんで言うので、早苗はおかしくて笑った。そしてこんなに愛いとしいひとはいないと、そう思ったのだ。

「何を笑っているの？」

　珀蓮がしびれをきらして聞いた。すると早苗は悪いた戯ずらっぽく友人を見て、人差し指を唇くちびるにあてるとそっと答えた。

「秘密よ」

「あなたねぇ……」

「喧けん嘩かは後じゃ。ほれ、もう着く。我らの森じゃ」

　新祢に言われ、早苗は窓の外を見た。

　秋の森は賑にぎやかだ。緑を残している葉の間に、赤や黄色に色づいているものが見える。この時期の森の中はひっそりとしていて、まるで絵かい画がの中に入り込んだような気持ちになるのだと、早苗は知っていた。ここから馬車は入れないので、馬に乗り換えていく。きっと気持ちがいいだろう。

　北の国を出てからずっと、馬車は揺れを最小限にすることを最優先に、ゆっくりと進んできた。早苗のためだ。

　けれど見慣れた森を目に入れた時、早苗は自分がほっとしていることに気付いた。

　帰ってきたと、彼女は心からそう思って安あん堵どしたのだった。
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《赤い森》の街道事業は、現地調査の段階に入っていた。

　街道建設に対する三国間の様々な調整や交渉は賢者の第六王子の仲介もあって滞とどこおりなく進み、先頃優秀な地質学者や土木師を集めた調査団が正式に編成された。予定では、東西南の三方向から《赤い森》の調査を進め、土質調査や測量の結果からこの冬の間に建設計画を具体的に詰めて、春から本格的な建設作業が始まることになっている。

「つまり時間がないんだ」

　東の王子は真ま面じ目めな顔で言った。その視線は手元の紙片に落とされている。手紙だ。馬車はほとんど揺れていない。それくらいゆっくりと進んでいるからだ。

　もうとっくに手紙の内容には目を通していた。その几き帳ちよう面めんな筆ひつ跡せきは、南の国の王子のものだった。紙は二枚ある。

　一足先に北の国を発った賢者の王子が折り返し北の国に送ってきたもので、一枚目にはくれぐれも早さ苗なえを頼む、という脅おどしめいた文句と共に、魔女の鏡を探すようにと指令が書いてあった。

『魔女の鏡を探してくれ。葫ゆうがおが、《赤い森》の魔術を取り込む時に使った鏡だ。魔術を解く前にその魔法を解く。保険はかけたから安心してくれ』

　本来なら彼らは北の国を出た後は鳥とり代しろの領主の屋敷へ戻る予定だった。《赤い森》の塔に戻ればまた早苗が家事をしなくてはならない。身重の彼女にはそれが負ふ担たんだろうし、《赤い森》の調査まで日がなかったからだ。

　けれどその手紙がきたことで、彼らは帰還先を《赤い森》の塔に変更した。

「調査が遅れれば建設作業自体が遅れる。とにかく調査は冬までに終わらせなきゃならないからな。調査団が来るのは四日後。これは変えられない」

「調査団が来れば《赤い森》の塔は東の調査団の中継所として使われるんでしょ？　そうなったら面倒だね。それで、どこをどう探せって？　小さな首飾りなんてそんな簡単に見つかるの？」

　王おう伊いは脚を組んで窓の外を見ながら面倒くさそうに言った。

　この男が面倒くさそうじゃないのは戦闘か新しら祢ねが絡からんだ時だけだ。

「俺が聞きたいよ……」

　鳥代は息を吐いた。

　それが首飾りだと言ったのは珀はく蓮れんだ。葫が常に持っていたのは、首飾りの形をした鏡だと。

　銀でできていて、赤い宝石がはめ込まれていた。早苗が赤ん坊となった葫を拾った時には、魔女はすでにそれを身につけていなかったという。

　森の魔法を解く時に使った鏡がそれかどうか確証はなかったが、常に身につけていたものならそれを使用した可能性が高いと新祢が答えた。

『媒ばい介かいは、慣れているものとそうでないものとで魔法の使いやすさが違うのじゃ。妾も、朱あけ王おうという品種の薔ば薇らの種が一番扱いやすい。森を覆う魔法を解いて魔術を自分の中に導き入れるなどという大仕事、使い慣れない道具でするわけがないからのう』

　魔女たる二百年前の王女の口から聞くと、それは説得力があった。しかし探すものがわかったところで、探すべき場所がわかるわけではない。

「可能性としては塔か森の中というのが一番高い。それは確実だろう」

「あの女が意図的に隠したなら塔の中、赤ん坊になった時になくしたのなら森の中……」

　だからこそ、こうして《赤い森》の塔へ向かっているのだ。賢者の王子の命令通り、魔女の鏡を探すためだった。

　彼らは早苗に領主の屋敷に留とどまるか義あ姉ね達のいる家へ戻るよう言ってみたが、一番鏡の見つかる可能性が高いと思われる、赤ん坊だった葫を拾った場所を知っているのはこの中では早苗だけだったので説得はしきれなかった。

　その代わり鳥代は素早く使用人の手配をした。

　臨時なので、領主の屋敷から二人ほど人を割さいている。木蓮トーリアの町へ戻る前に屋敷に寄って、たまっていた仕事を持って帰るついでにその使用人達に関する書類も確認ずみだ。昔から領主の屋敷に勤めている信用できる人物だった。

　通いになるので、木蓮に下宿を用意させていて、今日はそこへの引っ越しを終えてから夕食の準備だけをするために塔にやってくる予定である。もともと領主の屋敷は使用人が多いわけではない。無理を通した暫ざん定てい的てきな配置だった。

「ところでこの保険って何？」

「わからん」

「広ひろ兼かねが戻ってくる前に鏡を見つけておかなかったら無能呼ばわりされそうだね」

「着いて少し休んだら森と塔の中を探そう」

「あの女を起こすのが一番早いんじゃない？」

　王伊は銀ぎん縁ぶち眼め鏡がねの向こうの双眸を鳥代に投げかけた。あの女とは、魔女のことだ。

「そう簡単には起きないだろう。あれが新祢姫の言う通り、自分の身を護るための状態ならな」

「他に生命の脅きよう威いがあればがばっと起きるかも」

「……」

　鳥代が睨むと、王伊は肩をすくめた。困ったように笑う。

「冗じよう談だんだよ」

「驚いたな」

「何が？」

「それが冗談だってことがだ。本気じゃないのか？」

　王伊は今度こそ声を上げて笑った。

「はは。そうだね……もう少し前の僕なら本気だったと思うよ。実際、その方が面倒は少ない。早苗さんだってそのことには気付いてるだろう。でもそうしようと言わないのは、魔女がやっと僕達に向け始めた信頼を壊したくないからだ。脅しとはいえ、刃やいばを向けることによってね」

　魔女の変化は、彼ら全員が理解していることだった。

　かつてその双眸に孤独という名の深しん淵えんを宿していた魔女は、自らの魔力を一度は王伊に委ゆだね、そして自分の身を顧かえりみず鳥代を救うため魔法を使った。

　驚くべき変化だと言っていい。

　前者は自分も脱出するため、後者は死を嫌う魔女の性質のためだと言えばそれまでだ。けれどそれらを加味しても、自分達という存在が魔女の中で小さくないものになっているのだと、彼らは自覚せざるをえなかった。

　あの時の背中の傷はもうほとんど塞ふさがっていて、時々ひきつるような痛みが走る程度だ。

「そうか……鳥代は、聞いていないんだっけ？　あの女は、珀はく御ご前ぜんの叔お母ば上うえを糾きゆう弾だんしたんだよ。王を諌いさめないのは、本当の忠誠ではないと言ってね。あれは驚いたな……。そうだね、正直、見直した」

　王伊はまた窓の外に目をやった。

「……久く旺おうは」

　珀蓮達が乗った馬車は前を走っている。王伊が窓の外を見ながらずっとその前の馬車に注意を払っていることには気付いていた。あそこには大切なものがすべてある。

「彼は、新祢に、父母である王や王妃にもっと感情をぶつけるべきだと諭さとすこともできたのに、そうしなかった。それは彼女の世界に住むのが自分だけであるという状況が好ましかったからだし、新祢がそうして拒絶され傷つくことを恐れていたからだ。けれど本当に彼女のことを考えるならそうすべきだった。……今となっては遅いけどね」

　二百年前に新祢の恋人であった男と王伊がまったくの赤の他人だったのだと聞かされた時、鳥代はひどく驚き同時に新祢が王伊との婚約を破は棄きしたのではと危き惧ぐしたが、彼らは北の国でも仲なか睦むつまじい様子を見せてくれた。

　新祢には感謝してもし足りない。彼女は、王伊自身を愛しているのだと言って泣いたらしい。王伊はそれで救われただろう。

　記憶の魔術にかかってすべてを思い出したあの時から、王伊は苦悩していたに違いないのだ。新祢を失う恐怖に。

　その、自分の記憶の中の久旺という名の男に嫉しつ妬とさえしていただろう。

「新祢姫が生きているのは今だ。今お前が彼女にそうしてやればいい」

　鳥代が言うと、王伊は喉のどを鳴らして笑いながら前まえ屈かがみになって組んだ脚に肘ひじをついた。

「ところが残念ながら、今の僕も彼女を傷つける道をわざわざ選ぶ気はないんだ。それくらいなら、目と耳を塞ふさいでどこかに閉じ込めた方がいいと思ってる。……本当はね」

「そんなこと、少なくとも珀蓮と早苗嬢じようが許さないだろうな」

　王伊は背筋を戻して、小さく両手を上げた。わざとらしくため息をつく。

「そうなんだ。それが厄介。二百年前、彼女には久旺しかいなかったからね。簡単だったけど……今はもう新祢は一人じゃない。だから閉じ込めておくことなんて絶望的だ。僕は、そういう意味では久旺がとても羨うらやましい。僕だって、少しくらい新祢を独ひとり占じめしておきたかったよ」

「けれど少なくとも、二百年前よりは今の方が、彼女は幸せなはずだ」

「そう願うばかりだ」

「聞いてみろ。そうだと彼女は言うさ」

「言わないよ。賭かけてもいい。二百年前も今も、同じくらい幸せだとあの人なら言うね。……俺の中の久旺のために」

　鳥代は少し驚いた。

　王伊はずっと窓の外に視線をやって、新祢が乗っているはずの馬車を見ている。

「……思ってたより複雑なんだな。お前の中は」

「そうだよ。複雑なんだ。まったく、魔術ってやつは厄介だな」

「だがそのおかげでお前は新祢姫に出会った」

　からかうように鳥代が笑うと、「わかってないな鳥代」と言ってから西の王子は向かいに座る友人に目を転じた。少し怒っているようだ。

「あんな記憶がなくっても、僕は彼女に出会った瞬間に恋に落ちてた。広兼みたいに、電撃的にね」

「むきになるなよ」

「なってない」

「本当に、お前の中は複雑だな」

　王伊は肩を落とした。

「恋敵ライバルが自分の中にいるんだ。この気持ち、君には一生わからないと思うよ」

「わかりたくもないね」

　と鳥代は答えた。

「珀御前は」

　王伊が突然真面目な顔になったので、鳥代は眉まゆを上げた。西の王子は一いつ拍ぱく間を置いてから続けた。

「珀御前は、子供が欲しいと思っているかな？」

　鳥代は一瞬、友人の質問の意味を計はかりかねた。子供を？

「さぁ……。でもまぁ子供はあまり好きじゃないみたいだから、そんなに欲しくないんじゃないか？」

　もちろん東の国の世継ぎの王子としてはそれでは困る。あれで王族としての自覚はある女だから、欲しくはなくても産んではくれるだろうが子育ては放棄しそうだ。代わりに自分が目一杯愛情をかけて育てなくてはならないだろう。

「ふうん……」

　王伊はそうとだけ答えると、また窓の外に目をやる。

「なんだよ」

「別に」

「あのなぁ」

「いいんだ。本当に。気にしないで」

　こうなるとこの西の国の王子は決して何も話そうとはしない。それを知っていたので、鳥代は友人を睨みつけてからすぐに諦あきらめた。

「……なんかあるんだったら言えよ」

　軽く息を吐いてから言うと、王伊は目を丸くして振り向く。彼はまじまじと鳥代を見返して、少し困ったように笑った。

「うん。ありがとう」

「……」

　夢で見る赤い姫君以外の対象物には淡たん白ぱくすぎるほどだった西の王子が素直になったものだと、鳥代は新祢に感謝した。

　それは間違いなく、あの優しい眠ねむり姫ひめの影響だと思ったからだ。
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　母達は口を揃えて言う。

『陛へい下かはお優しくて精せい悍かんで頭がよくて魅力的で、世界一の男性でございますわ』

　広ひろ兼かねは、常々それがおかしいと思っていた。

　賢者の王は樽のように太っているし、血の繋つながった息むす子こに対してさえ何かして欲しいのなら見返りと寄よ越こせという吝け嗇ち……厳しさだ。頭がいいのはわかるにしても、あの腹黒さが魅力に転じるのはどう考えても愛のなせるわざとしか思えないが、そもそもどうしてこの父王にそこまでの愛情を感じるのかが理解できない。その不可解さが、広兼が女性を苦手とする一因である。

「輸入品の奨しよう励れいと手数料負担？　はっ（嘲ちよう笑しよう）。それよりお前、北の王宮の部屋一つたった一月貸し切るのに向こう一年間の乾物類の関税緩かん和わと毛皮の輸出拡大を了りよう承しようしたそうじゃねぇか。馬ば鹿かか。阿あ呆ほうか。その脳みそはからっぽか？　ったく、せっかく俺の息子として賢かしこくなるよう種付けしてやったはずなのに、どうしてそれを使いきれねぇかなぁ。三国出て修業でもしてくるか？」

「国外での修業は是ぜ非ひさせていただきたいですがそれはそれとして最後まで黙って俺の話を聞いていただけませんかクソ陛下」

「はっはっは。お前は本当に兄弟の中でも一番俺に似て口が悪いよなぁ。残念ながらもてるところまでは似なかったみたいだけどな」

「……」

　広兼は冷静であろうと努めていた。

　ここで怒れば父王の思うつぼだ。これまでの経験でそれはわかりきっている。こうやって、相手を挑発して取引を自分の優位に運ぶのがこの賢者の王の手口の一つなのだ。

　隣で広兼と同じように跪ひざまずいているルヴァインは、顔を上げるのを許されてからずっとぽかんと口を開けている。素直な性格がありありとわかってしまう表情だ。広兼は舌打ちをしそうになる。最初からこの魔術師を連れて王の前に出たのは不利だったかもしれない。

　何せ開口一番が「おお久しぶりだな○○息子」などという王族にはあるまじき下品な単語であったので、魔術師は度ど肝ぎもを抜かれてしまったようだった。

　南の国に着いて四日目にして、彼らはやっと賢者の王と会うことができた。忙しいのも噓うそではないだろうが、こうして相手の苛いら立だちを誘うのも交渉を有利に進めるためだ。

　四日でも早い方だった。おそらく母達の誰かが口添えをしてくれたのだろう。広兼はかなり苛立っていたからだ。

　早さ苗なえが懐かい妊にんしていることは誰にも話していない。ルヴァインにも、強く口止めしていた。

　彼の妻が宿しているのは魔女だ。場合によっては、誰にもわからないところでひっそりと産み育てる必要があると広兼は考えていた。

　彼は妻も子供も、何かの道具にするのはまっぴらだった。それはおそらく、彼が賢者としての資質に欠けているからだろう。父王ほどの冷れい酷こくさは自分にはないと、広兼はわかっていた。

「沿岸の線コートはもう古い。陛下もそれはわかっておいででしょう」

　広兼は言った。交渉には、声質も大切だ。朗ろう々ろうと、歌うようでなくてはいけない。その方が相手の興味を引きつける。

「魔術を使った生活の利便化、電気の発明、火気類に関しては、もうずいぶん前から東は西に後れを取っている。帝国の人間達が海を越えてこの大陸に攻め込んでくれば、勝算は絶望的だ。幸運にもまだ海運に関してはこちらの方が優すぐれているし、帝国にとってもこの大陸を領地に加える利点が少ないために、それは現実に起こっていませんがね。西化政策の縮小が間違っていたとは言いません。あれは必要なことだった。この大陸は、あまりに急激に西の文化を受け入れてしまった。衣食住が変化し、地方は取り残された。あのままでは、戦争になっていたでしょう。けれど停滞の時間が長すぎた。その間に沿岸の線コートの頭は固かたくなりすぎて、異物を受け入れづらくなった。このままでは近く、この大陸は時代に取り残される。西大陸からは未開の地と蔑さげすまれ、奴ど隷れいのように扱われる」

「極論だな」

　王は鼻で笑った。

「最悪の可能性です。それは常に考えられねばならない。ご存知ですか？　魔術を使えば大陸間の物資のやり取りは非常に簡単になる。大陸間は船で一月。それも運航に適した季節ならばの話です。行って戻ってきて二ふた月つき。実際には荷物の積み降ろしの期間なども考えて三み月つきはかかるでしょうね。けれど双方に魔術陣があれば、一瞬で物資のやり取りは可能だ。架か空くうの話ではありません。実際に、西大陸ではそういった物資のやり取りがなされている――」

「協会の中では至いたって普通の方法です」

　ルヴァインが口を開いた。

　打ち合わせ通りだ。

「私達は互いの情報をやり取りする時、鳥や人馬の他に、魔術陣も使います。緊急の時はこれが一番早いですから。人も移動できます。実際、私達は魔術陣を使って警備の厳重だった北の国の王宮に侵入しました」

「あれは不思議な体験でした」

　広兼はにっこりと笑った。

　王が少し目を丸くする。早苗を真似てみたのだ。彼女の笑顔には、交渉事の上では破壊力がある。おそらく自分が真似れば、別の意味で破壊力があるだろう。

　広兼は続けた。

「この魔術陣を使えば流通は変わる――ただし、今すぐこの方法を取ることはできない。課題が一つあるからです」

「人材の不足」

　王がつまらなそうに言った。

「大陸間の距離を一瞬で？　そんなことができる魔術師は限られるはずだ。西大陸には、それが可能な魔術師は何人いる？　一人か二人だろう」

　王の鋭するどい双眸が投げかけられる。ルヴァインは、自分が返答を求められているのだと気付いて慌てて答えた。

「二人です」

「そうです。現状では先ほど俺が言ったようなことは夢物語だ。だが西大陸において、魔術師は非常に閉鎖的な環境に置かれています。そもそも魔術師の絶対数が少ないのです。もっと門もん戸こを広げれば魔術師は増え、その中に有能な魔術師が生まれる確率も高まる」

　魔術師の権けん威いが地に落ちたのは、二百年前の事件のせいだという。この大陸に招しよう致ちされてきた魔術師の失敗のせいで、東大陸は門戸を固く閉ざし、大陸間の交流はぐんと減ってしまった。当時の魔術師達はその責を問われ糾弾された。

　だからこそ、ルヴァインは自らの祖そであるはずのリアディウム＝イアスを嫌っている。

　魔術師の名に泥どろを塗った張本人だからだ。

　賢者の王子は一度目を伏せ、もったいぶるようにしてから、もう一度顔を上げて王を見た。

「私が先ほど申し上げた輸入品とは――魔術師達のことです」

　空気がぴんと張りつめる。

　これが、広兼の持っていた切り札だった。

　表にする機会をずっとうかがっていた札だ。魔術を、魔術師をこの大陸に広める。そしてこの三国こそが、その窓口となるのだ。

　魔術師達は独立した協会を組織しているにもかかわらず、大陸の国々からは帝国に属していると目もくされている。実際協会を組織した当時の女帝シンシアナと結んだ契約は、その時こそ魔術師達を護るものであったが、今となっては彼らを縛る機能しか残っていなかった。

　魔術師は帝国に飼かい殺しにされている。その考え方が一部の魔術師達に根付き、危険で急進的な集団が作られている。一代で大きく国土を拡大させた剛ごう帝ていザカリアは老おいていて、跡継ぎであるサイアス＝リア＝ジーティスはまだ幼い。

　帝国は今揺れているのだ。これが好機だと見ていい。

「魔術師達との仲介はこのルヴァイン＝イアスが。そして帝国の商人とこちらの商会連盟との繋がりを利用して、帝国に働きかけます。あちらの動向はこれからもっと探さぐる必要がありますが、帝位が動くであろうこの時期を逃のがすべきではない。資金は北の国が大部分を負担します。あの王は強したたかだ。資金繰りにはさほど苦労しないでしょう」

　ルヴァインと出会ってから広兼が考えていたこの事業の、一番の壁が金だった。

　この三国は閉鎖的だ。国単位での外との交流は希き薄はくで、資金をかき集めるにしても道がないのだ。

　だが北の国は三国には属さない。

　北の王は外交上手だった。三国がその閉鎖的な国風にもかかわらず外部から切り離されていないのは北の国の存在に依よるところが大きい。三国からは軍力と賢者の知恵と情報を、北の国からは外界からの流通を、それぞれ補い合ってこれまでずっとうまくやってきたのだ。

　王はひたと広兼を見み据すえていた。

　こういう時、賢者の王のその双眸は氷よりも冷たくなる。どこまでも客観的に、目の前にあるものを見定めようとしているのだ。そこに肉親の情など介入する余よ地ちはない。

「問題点は？」

　王は短く問う。

「この大陸での魔術師に対する認知度の低さです」

　広兼はすぐに答えた。

「魔術と魔術師、それはこの東大陸では未知の存在です。そもそも彼らの言う『精せい霊れい』という概がい念ねんが私達には理解しにくい。一般の人間が彼らを簡単に受け入れることができるかといえば、難しいでしょう」

　これまでルヴァインと話していて、西大陸の『精霊』と東大陸の『妖よう精せい』はまったく別のものだと広兼は結論付けていた。

　つまり『精霊』という存在自体が、この大陸では正しく認識されづらいのだと言える。そんな中で魔術と魔術師の普ふ及きゆうは決して容よう易いではないだろう。

「けれど沿岸の線コートには、西大陸からの移住者を住まわせる集落があります。そこで魔術師は決して異端ではない……。ここに糸口があると私は考えます。この大陸には、その集落出身の人間が散らばっているでしょう。彼らの力を借りられれば魔術師の受け入れも不可能ではありません」

　これは早苗から聞いた話だった。西大陸の血を引く早苗の母が生まれた二の国の集落では、子供に聞かせる物語の中に魔術師が登場するらしい。

　もしこれが実現すれば、移民の集落の存在は大きな意味を持つだろう。これまで厄介者に近い扱いを受けていたその集落の人間達が重要な役割を与えられることになる。立場が変わる。集落にとっても、決して悪いことではないはずだった。

　早苗のことを考えた。

　彼女は、喜ぶだろうか。彼女の両親は、両大陸間の溝みぞが少しでも埋まるようにと努力していた。妻のために考えたことではないにしても、彼女が喜ぶというのであれば、そのことの価値は広兼にとって多少なりとも上がるのだ。

「失敗した時の損失は計り知れないな」

　王はその天鵞絨ビロード張りの椅い子すに頰ほお杖づえをつき、どこかつまらなそうに言った。

「損失を恐れるのなら、目と耳を塞ぎ寝台に潜もぐり込むべきです」

　もちろん損失を最小限に抑えるために、最大限の努力はすべきだ。取り返せない損失というものは確かにあるし、得られるものと成功する可能性と被こうむりうる損失、この三者の天てん秤びんを疎おろそかにしてはいけない。

　けれど、確実に得られるものの価値など知れている。

　時代の起点になるならば火の中に手を伸ばすことも時には必要なのだ。いつまでも傍観者でいるだけならば、存在する意味はない。それは賢者ではなく隠いん者じやだ。

　王は、笑った。

「六十点だ」

　そしてその鈍どん重じゆうそうな身体からは意外なほど、すっと音もなく立ち上がる。

「時間切れだ。会見は終わり。お前の提案は穴だらけだ。もっと細かく詰めて書類にして提出しろ。相当する情報はやろう。有効に使えよ。ああ――そうだ」

　踵きびすを返して部屋を後にしようとしていた賢者の王は、思い出したように足を止めると息子と西大陸の魔術師を振り向いた。そして今度は、まるで別人のように明るく相そう好ごうを崩す。

「孫の顔は早く見せに来いよ。母親達が待ってるからな」

「……」

　この時広兼は、思わず盛せい大だいに顔をしかめていた。

　ずっと部屋の隅に控えていた王の側近が、広兼に近づき持っていた書類を手渡す。王の言う『相当する情報』だろう。

　広兼が何を求めているかなど、賢者の国の王にとっては、聞くまでもないことなのだ。

　すべてを見透かされている――。

　いや、違う。

　やはり賢者の王はすべてを知っているのだ。

　二百年前に起きたことをすべて。そしてそれでもずっと沈黙を守っている。

　知識の番人として。

「……なんだか、なんというか……とても魅力的な方ですね」

　王の側近も去ってから、ルヴァインがぽつりと言った。

　これ以上父王の信者が増えるのは嫌いやだったので、広兼は聞こえなかったふりをして謁えつ見けん室を出たのだった。
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　一人の人間の人生を追体験するということは、その人間として生きたこととどう違うのだろう。

　自分の持つ二百年前の記憶が自みずからのものではないとわかった時から王おう伊いは苦悩していた。

　久く旺おうに微笑みかける彼女の笑顔を思い出すたびに胸は嫉妬と歓かん喜きで焼けるようになり、そっと王伊の手を取る彼女の温もりを感じるたびに四し肢しのすべてが欲望と怒りで暴れだしそうになった。

　王伊は新しら祢ねの中で久旺がまだ生きていると彼女を責めたが、本当にあの男が生きているのは自分の中だと彼は思い至っていた。

　自分の中には二人の男がいる。

　厄介なのは二人とも子供のように独占欲が強く、誰よりも彼女一人だけを求めている点だった。

　そして世界中の何よりも、彼女の幸福だけを願っている。

　二百年前、新祢が一度も久旺に子供の話をしなかった理由を彼は理解していた。

　子供が嫌いだったわけではない。それどころか両親との交流が薄かった彼女はきっと、人一倍家族というものに憧あこがれを抱いだいていただろう。

　夫と子と、ただ穏おだやかな時を過ごすということが、彼女にとってどんなに幸福で、手の届かない夢であったか。

　新祢は、いずれ眠りにつく母を持つ子供の不幸と、子供と共に残される夫の不幸を思ってそれを願わなかっただけなのだ。

　――久旺はそれを知っていた。

「もうすぐだと思いますよ」

「早さ苗なえさん大丈夫？　休もうか？」

　王伊が言うと、早苗は笑った。

「ありがとうございます。でも大丈夫ですよ。王伊様は、広ひろ兼かね様よりも心配性でいらっしゃるわ」

　自分が過か剰じように早苗のことを気にかけていることは自覚していたので、王伊は肩をすくめた。

「あなたに何かあったら、広兼に殺されるわ新祢に嫌われるわでいいことはなさそうだからね」

　彼らは森の中を歩いていた。

　塔に戻り、新祢の淹いれた茶で一息入れた五人は、二ふた手てに分かれて魔女の鏡を探すことにした。早苗と王伊が森の中を、珀はく蓮れんと鳥とり代しろが塔の中である。新祢は葫ゆうがおの側についていた。

　秋の森は春とは違うざわめきの中にある。それは静かで、土の下の囁ささやき声のようなものだ。服を着替えた早苗は森の中を歩くのに慣れていて、道に迷う様子もなかった。新祢ならきっと何度も転びそうになるだろうし、簡単に迷子になってしまうだろう。

「あ、王伊様。見てください。この木の実は食べられるんですよ。煎いって皮を剝むくと黄色の実が出てくるんです。少し甘味があって、下のお義ね姉え様が大好きなの」

　早苗はまるで、その腹に子供を宿しているようには見えなかった。そうである前から彼女は一般的な母親の理想像を具現化したように甘くて柔やわらかで優しかったし、今はもう具合が悪そうな様子もない。

　一時期崩していた体調も、北の国でゆっくり休んで以降戻っているようだ。少し痩やせたことを心配した広兼に、これから子供の分も食べるからどんどん太っていくんですよ、と彼女は笑った。

「へぇ。じゃあいくつか拾って帰ろうか？」

「そうですね。手のひらに乗るくらいあればいいので、見つけたら拾っていただけますか？」

「うん。そういうの、今度新祢にも教えてあげてくれる？　きっと喜ぶから」

「ええ、もちろん。さっき新祢が淹れたお茶も美お味いしかったわ」

「練習したんだよ。早苗さんに子供ができたことがわかったからね」

　これまで早苗が家事のすべてを担になっていることを気にしていた新祢は、彼女の懐妊をきっかけに本格的に料理を始めようと思ったらしかった。北の国では女官に茶の淹れ方を教わっていて、最初はそのぎこちなさに王伊ははらはらした。

　今日も早苗がそうする時よりもずっと時間はかかっていたが、新祢は自ら進んで四人に茶を振る舞ったのだ。王伊はそんな彼女が愛いとしくて仕方がなかった。

「新祢は優しいわ」

「うん」

　王伊は幾いくばくかの苦い思いと共に頷うなずいた。その優しさは弱さでもある。

「……お腹なかに子供がいるのってどんな感じ？」

　王伊は聞いた。

「転んでも絶対お腹だけは護らなくちゃって感じですよ」

「嬉しい？」

「はい」

　彼女のその返答に、西の王子は早苗からは見えないように顔を歪ゆがめた。

　あれはいつ頃だったか。

　ずっと前だ。二人でいる時に、新祢が告白をした。

『妾に子供はできないかもしれぬ』

　魔法をかけられ、二百年間仮死状態にあった身体が受ける影響は不明だ。なにせ前例がない。目には見えないところに支障が――たとえば生せい殖しよく機能に問題が起きていてもわからないのだ。

　もちろん王伊にとってそんなことは彼女の側にいることの障害にはならなかったし、気にすることはないと彼は彼女に言った。

　けれど彼女は。

　きっと子供が欲しいと願っているだろう。

　二百年前は願うことすら自じ戒かいしていた。

　今はもう彼女はどこにも閉じ込められてなどいないし、魔法になどかけられていない。幸福な未来を手に入れることができる。そのはずだ。

　新祢が、腹に子供を宿した早苗をああも心配するのを見ていて、王伊はなんとも言えない気持ちになった。

　彼女が喜ぶ顔を見るためなら、なんだってする。

　世界中の湖を調べることはもちろん、彼女が望むなら、どこかから子供を攫さらってきてもいい。

　けれどあの人は、決してそれを望んだりはしないのだ。

　手に入らないものを欲しがったりはしない。

　微笑んで、今で満足しようとする。

　それは見ていてもどかしかった。

　珀蓮を見習えばいい。あの傲ごう慢まんさや貪どん欲よくさを、少しくらい見習ったっていいはずだった。

「私は男の子だと思うんですよ」

　早苗が言った。

　王伊は顔を上げる。空と同じ色の双眸と目が合った。あの広兼の心を射止めた、奇き跡せきの女性だ。

「きっと広兼様に似た男の子です」

「ああ……そういえば、魔女って、男女関係ないんだよね」

「そうみたいですね」

　その時王伊は、どうして自分がその言葉を口にしたのかわからなかった。

「久旺は昔、魔女になりたかったんだ」

　二百年前の男の記憶。それは確かに王伊の中に根付いている。

　苛立たしいのは、その時の男の感情まで手に取るようにわかることだった。赤セイ穏オンの村むら長おさとは違う。王伊は、二百年前の男が感じたことを正確に理解することができた。

　同じ女性を愛しているからだ。

「新祢を助けるためですね」

「そうだ」

　葫を超える魔女でさえあれば、魔法を解くことはできるかもしれなかった。けれど魔法が解けてしまえば新祢はどこかの国の王子と結婚してしまうかもしれない。

　どうあっても自分達に幸福な未来はないのだと、久旺は落ち込みさえした。

「王伊様も魔女になりたいですか？」

「いや……」

　魔女になっても、魔法で彼女に子供を授けることはできない。これはそんな簡単な問題ではないのだ。人の手ではどうしようもないことだ。

　そのまま王伊が黙り込んでしまうと、早苗はそれ以上何も言わなかった。しばらく無言で木々の間を歩く。

　新袮を悲しみの中に置いておくことだけはできない。それはわかりきっていたことだった。ただ綺き麗れいなものだけを見せて、彼女が幸福に微笑んでいてくれる世界を作るためならこの命を捧ささげても構かまわないのに。

　これでは二百年前と何も変わらないではないか。

　彼女の本当の幸福を得るための力が自分にはないのだ。

　王伊の中の二人の男が気が狂ったように叫んでいる。

　やがて、「ああ、あれですよ」と言って早苗が足を止めた。

　それは本来ある道からは外れた場所で、早苗が指し示した樹の根元には小さな窪くぼみがあった。今は枯かれ葉はがたまっていて、森の小動物の寝床のようにも見える。

「よく覚えていたね」

　王伊はその樹に歩み寄りながら、感心して言った。そこには根元の窪み以外、特徴があるようには見えなかったからだ。早苗は微笑む。

「赤ん坊をあそこに置いていった人が戻ってくるかもしれなかったから、あの後もう一度手紙を置きに来たんです。赤ちゃんは無事ですよって」

　王伊がしゃがんで枯葉を探ると、なるほど折りたたまれた紙片が現れた。雨に何度か降られたのだろう、紙はぱりぱりに固まっていて土に汚れていた。

「あの子がお義母様だなんて思わなかったから」

「誰も思わないよ。こんなところに落ちてた赤ん坊、よく拾ったね。早苗さん」

「あの時は妖精かと思ったわ」

「とんだ勘かん違ちがいだ」

「幸運でしたね」

　王伊は苦笑した。

「幸運を引き寄せているのは、きっとあなた自身だと思うよ」

　言ってから、今の言い方は少し嫌いや味みだったかもしれないと思って王伊は口を歪めた。自分という男の狭きよう量りようさが嫌になる。

　けれど早苗は腕まくりをしながら答えた。

「ここでお義母様の鏡を見つけられたなら、そう言ってもいいかしら？　頑張ります。絶対見つけますよ。珀蓮や鳥代様に負けてはいられないわ」

　王伊は目を丸くして彼女を見上げた。

　早苗は少し背伸びをして樹のうろを覗き込んでいたが、しゃがんだまま自分を見上げてくる西の王子に気付いて悪戯っぽく笑った。まるで栗リ鼠スのように軽やかだ。

「王伊様、名前をつけていただけますか？」

「え？」

　王伊は早苗の言葉の意味を計りかねて聞き返した。

　足元で枯葉がかさりと音をたてる。

「子供の名前です。お嫌でなければ、王伊様と新祢につけていただきたいわ」

「……たぶん広兼が何通りも考えてると思うよ」

「広兼様はきっと、女の子の名前を考えていらっしゃるわ」

　なるほどその通りかもしれないと思って王伊は首を傾げた。

「僕達が男の子の名前を考えるの？」

「王伊様。この子は魔女です」

　早苗は王伊に向き直ると、そっとまだ目立たない腹を撫でた。

　それはもう間違いがないことだった。破は魔まの王子である鳥代がそう認め、魔術師ルヴァインが断言した。その小さな魔女の魔法のおかげで、葫も助かったのだ。

「それも上位の……。この子はきっと、何百年も生きるわ」

　魔力が強ければ強いほど、魔女は長い時を生きる。《赤い森》の魔女のように。

　おそらく全員が気付いていたことだった。けれど誰も口にはしなかった。魔女の孤独を知っているからだ。

　早苗は微笑んだ。

「新祢のように、強い子に育って欲しいんです」

　暖かな木こ漏もれ日が頰に触れて揺れた。

　ああ。

　と王伊は思った。

　そうだ。

　どうして、忘れていたのか。

『妾がそなたに求める真実は一つしかない』

　あの強きよう靭じんさ。

『妾はあの女に感謝さえしておるよ。あれがいなければ、妾はそなたにも、今この場にいる誰にも会えなかった』

　彼女はいつだって、ずっと前を見据えていた。

　強く。

　導かれていたのはいつも彼らの方だったのだ。

　新祢は本当に、偽いつわりなく微笑んでくれる。

　――幸せだと。

　弱くなどない。その強さはすべて、彼女の優しさに起き因いんしている。

　王伊は顔を歪めて笑った。

「……そうだね」

　早苗はすっと樹の上を指差した。

「ところで王伊様、あれ、届きますか？」

　王伊は彼女の指先を追って目を細めた。何かが光を反射して一瞬視界を焼く。

「驚いた」

　彼は心からそう言った。

「お義母様の黒くろ猫ねこが隠したんでしょうか。下りる時、怖かったんじゃないかしら？」

　まだかろうじてくすんだ緑色の葉が残っているその樹の枝に、銀色の首飾りがぶら下がっていた。もっと葉が生おい茂しげっている季節には隠れていて気付かなかったのだろう。光を反射しているのは小さな鏡だ。

　魔女の首飾り。

　こんなにもあっさりと見つかるとは。王伊は思わず笑った。

「うん……。でもこれで証明されたね。幸運を引き寄せているのは間違いなく早苗さんだ」

　今度は心から、彼は言った。すると、

「王伊様かもしれないわ」

　と彼女は微笑んだ。
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「臭くさいわ」

　珀はく蓮れんは不ふ機き嫌げんさを隠そうともしなかった。

「地下なんだから仕方がないだろ」

　前を行く鳥とり代しろは手に持った松たい明まつで壁の灯とう火か器きに火を灯ともしながら答えた。

　油は、すべて新しいものになっている。以前王おう伊いがすべて取り替えたらしい。こうして火を灯していくと、地下は大分その様子を変えた。

　塔の中を探たん索さくすることになって、地下からと言いだしたのは鳥代だった。失うせもの探しは端からと相場が決まっている。珀蓮は嫌そうな様子を隠そうともしなかった。

「ああ、まったく。あの女を起こせば話は早いのではなくって？　あの状態が自己防衛だというのなら、死にそうな目に遭あわせてやればいいのよ。そうしたら驚いて目を覚ますでしょう？」

　この北の王女は、こと魔女に関しては西の王子と思考回路が似通っていた。

「あんた、それ本気か？」

「本気よ」

　鳥代は肩を落とした。

「あの王伊でさえ気遣えたことがどうしてあんたにはできないんだろうな」

「気遣う？　どうしてわたくしがあの女を気遣わなくてはいけないの？」

「大人おとなだからだ」

「どうやらわたくしとあなたでは大人の定義が違うようね。残念だわ」

　残念なのは俺だ、と鳥代は思った。

　先ほどから珀蓮は文句を連発している。足が疲れただのどうしてこんなことをしなくてはいけないだの、物語に出てくる傲慢な王女様そのものである。

　だが最近、東の王子は新たな発見をしていた。

　この傲ごう岸がん不ふ遜そんな北の王女は、鳥代と一緒にいる時だけ盛大に文句を垂たれるのだ。

　少なくとも、早さ苗なえの前では魔女を起こせとは一言も言わなかった。鳥代に対してだけ遠えん慮りよがない……と言えば聞こえは悪いかもしれないが、それだけ心を許されているのだと思えば悪い気分はしない。

　少し幸福を感じる水準が一般より低いが、この北の王女を相手にした場合あまり多くを望んではいけないことはずいぶん前にわかっている。

　最近ようやく、彼は自分が珀蓮に愛されているのだと実感できるようになっていた。これは画かつ期き的てき進歩だと言っていい。

　これまで変態だの馬鹿だの心ない罵ば倒とうに本当にこの女は自分のことを好きなのだろうかと疑問に思うこともしばしばだったが、最近はそんな罵倒さえ笑顔で受け止められる自分がいる。慣れというのは恐ろしいものだ。

　そのうち殴なぐられても笑顔を保たもてるかもしれない。

「……」

　そうならないように祈るしかない、と鳥代は思った。

　やがて分ぶん岐き点てんにさしかかったところで珀蓮はようやく足を止めて鳥代を振り向いた。

「ここは？」

「左はあんたも前に行ったから……右に行ってみるか」

　そう答えると、珀蓮は軽く眉間に皺を寄せた。

　以前、珀蓮はこの塔の地下に葫ゆうがおと公きみ亥い子し爵しやくと共に閉じ込められたことがある。それを思い出したのかもしれない。鳥代にとっても、それはいい思い出ではなかった。

　かつかつと石いし畳だたみに足音が響く。そこまで息苦しくないのは、空気がきちんと通っているからだ。天てん井じよう、壁、床ゆかまですべてが石でできていて、天井には何やら模も様ようが描かれている。

　以前広ひろ兼かねとも話したが、この塔はほとんど年月による劣れつ化かというものが感じられなかった。二百年という時間が経っているはずなのに、まるでここだけ取り残されているようにも見える。ずっと魔女が使っていたからだろうか。

　そういえば、『赤セイ穏オン史し』にもそういう記述があったと広兼が言っていた気がする。この塔だけが、時間を狂わせる魔術の影響を受けていなかった……。

　そこまで考えながらも、鳥代は少し前を歩く珀蓮の横顔をずっと見ていた。

　彼女は下を見ながら歩いている。

　自分達が失せもの探しをしているのだということを、鳥代は忘れそうになった。彼女の美しさは、きっとどれほどの時間が経っても見慣れるということはないのだろう。

　特に、こういった薄暗い空間ではその清せい廉れんな雰ふん囲い気きが際きわ立だつようだった。

　人ではないように見えるほどの美貌。だからこそ彼女は自分を畏い怖ふし崇すう拝はいする他人を嫌った。

「そういえば、あんたはいつから俺のことが好きだったの？」

　鳥代は思いついて聞いた。

「は？」

　珀蓮が思い切り怪け訝げんそうな顔で恋人を振り返る。

　何を馬鹿なことを言っているの？　とでも言いたそうな顔である。

「何を馬鹿なことを言っているの？」

「実際に言うなよ……」

「馬鹿？」

「馬鹿じゃない。いつから？」

　気になってはいたのだ。

　一度聞いてみたかった。

　彼が珀蓮に好きだと告白した時、彼女は『馬鹿じゃないの』と言って笑った。あれより以前から、珀蓮は自分にそういう感情を抱いてくれていたらしく、鳥代はひどく驚いたものだ。

　けれどいったいいつからなのか、見当もつかない。鳥代が覚えている限り、珀蓮の態度が変わったと感じたことなど一度もなかったのだ。

「……あなた、最初に卵を口にしたのは何歳の時か覚えていて？」

　珀蓮はじろりと鳥代をひと睨みしてから、また床に視線を戻して答えた。

「それってつまり、思い出せないくらい昔からってこと？　もしかして会った時からとか？」

「あの時はあなた達を下げ劣れつで品性の劣おとった馬鹿だと心の底から思っていたわ」

「うん。そうだよな。今ちょっと傷ついたけど、まぁよしとしよう。それでじゃあいつからだ？」

　鳥代はめげずに聞いた。すると珀蓮が息を吐く。

「覚えていないわ」

　そう言ってから、その双眸だけを鳥代に投げかける。暗いところでは闇色に落ちる美しい瞳は、炎ほのおを映して赤く揺れる。それがひどく扇せん情じよう的てきで、鳥代は自分の頭の中に浮かんだ邪よこしまな想像を慌あわてて打ち消さなくてはいけなかった。

「いつの間にか、あなたはわたくしの中にいたのだもの。どうしてあなたが国に帰ってしまうことが寂しいのか考えたら、わたくしがあなたを好きなのだという理由以外には思いつかなかったのよ」

　鳥代は驚いた。

「俺が国に帰るのが寂しかった？」

　珀蓮は眉間に皺を寄せる。

「わたくしがあなたを好きなら、当然の感情でしょう？」

「言えばよかったのに」

　もしあの頃珀蓮自身の口からそんなことを聞かされていれば、自制がきいた自信はないが。

「聞かれなかったわ」

　そう答えると、珀蓮はまたふいと向こうを向いてしまった。鳥代は低く唸うなる。

「聞かれなくても、言えばいいだろう。どうしてあんたはそうなんだ」

　責めるような口く調ちようになっていることは自覚していた。絶対に他人に手を伸ばして何かを求めたりしない彼女の矜きよう持じは厄介すぎる。

「寂しいと寄り添う女が欲しいのなら残念ね」

「そうは言ってない」

「どうして欲しいの？」

　どうして欲しい？

　そんなの決まっている。

　手に入れたいのは彼女の魂たましいの気け高だかさと美しさだ。失いたくないのは、宝石にも勝まさるその輝き。

　鳥代はため息をついた。

「……俺は昔から俺が好きだと甘えてくる女性が好きだった」

　珀蓮は笑った。

「馬鹿な男」

「まったくだ。俺はきっとこれから一生この矛む盾じゆんに頭を抱えて生きていくことになるんだろうな。俺が好きなのは綿わた菓が子しのように甘くてふわふわしていて可か愛わいらしい女性のはずなのに、手に入れたいのは最上級の宝石よりも傲慢で堅くて手の中に入りきらない女なんだ」

　いったい、いつから道を踏み外してしまったのだろう。

　そう自問せずにはおれなかった。

　彼が陥おちいった穴はそのどうしようもなく甘かん美びな輝きでもって彼を縛りつけている。そこから抜け出すことなど不可能に違いない。

　突然珀蓮がぴたり、と立ち止まった。

　一瞬殴られるのかと思って鳥代は警けい戒かいしたが、そうではない様子なので彼は恋人に聞いた。

「どうした？」

「……今、人の声がしなかった？」

　彼女はその秀しゆう麗れいな眉を険けわしくさせて耳を澄ませている。

「人の声？」

　鳥代は声をひそめた。

　口を噤つぐみ、珀蓮に倣ならって耳を澄ませる。

「……」

　彼は眉間の皺を深くした。

　松明を珀蓮の方へやる。

「持ってろ」

「嫌よ」

　彼女は嫌そうな顔をした。

「熱いわ」

「あんたね……」

　珀蓮は息を吐いた。

「わかったわ」

　注意深く火を珀蓮に渡してから、鳥代はまた耳を澄ませて微かすかな声のようなものが聞こえる方へ歩いた。左手の壁である。彼は壁に耳をつけた。

「……」

「何？」

「声がする」

「なんて？」

「うーん。なんかぶつぶつ言っ……！」

　どがん！

　直後響き渡った轟ごう音おんに、鳥代は飛び上がった。

「……なっ！」

　次に目を開けた時にはもう辺りは暗くなっていた。珀蓮の持っていた松明と一番近くの灯火器の火が爆風で消えたのだ。少し遠くの灯火器の灯りでかろうじて視界は確保されていたが、彼の聴ちよう覚かくはほとんど使い物にならなかった。わんわんと頭の中で鐘かねが鳴っているようだ。

　鳥代は混乱する頭で耳を押さえた。

　何が起きた？

　薄暗い視界の向こうで、目の前の壁がなくなっているのがわかった。大きな穴が開いている。床に散乱しているのは瓦が礫れきで、埃ほこりか土つち煙けむりのようなものが周囲に舞っていた。

　耳を当てた場所がもう少しずれていたら、あの瓦礫のようになっていたのは自分だっただろう。この間怪我をしたばかりなのに、また寝台送りだ。いや、寝台ならまだましだろう。下へ手たすれば棺かん桶おけに直行だったに違いない。

　珀蓮が何か言ったようだが耳鳴りがしていて聞こえない。けれど彼は素早く動いて、恋人をその背に隠した。

　穴の開いた壁の向こうから何者かが現れようとしていることに気付いたからだ。

　東の王子は息を呑のんだ。

　薄暗い中に、黒い塊かたまりがゆらりと現れる。最近、自分ばかりがこんな目に遭っている気がする。おかしいだろう。以前も主張したと思うが、こういうのは王伊向きなのだ。

「誰だ！」

　鳥代は誰すい何かした。

　その黒い塊は、きょとんとした顔で足を止めた。男だ。

　鳥代はあんぐりと口を開けた。

　見覚えのある顔だったからだ。そしてこの場にいるはずのない顔だった。

「……おやおや！　これはこれは鳥代殿でん下かではないですか！　ではもしやそこの美人は北の王女殿下ですかな？　これはこれは噂うわさ以上にお美しい。いやいやお会いできて光栄です。ここはひとつ是非記念に握あく手しゆを！」

　彼はにこにこと笑いながらつかつかと二人に歩み寄ると、拒否する間も与えずにさっと珀蓮の手を取った。そして素早く白い手の甲こうに口付けをする。

　鳥代が止める間もなかった。

　少しずつ戻ってきていた彼の聴覚に、ぱあん！　という小気味よい音が響く。

　突然現れ自分の手の甲に口付けをしてきた無礼者を前にして、北の王女が黙っているわけがなかったのだ。彼女は無礼者の頰を容よう赦しやなく叩たたき、そして顎あごを上げて男を睥へい睨げいした。

「無礼者！」

　虫を見るような絶対零れい度どの視線である。

　鳥代は頭を抱えたくなった。

「平へ祈き男だん爵しやく!?」
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　その名を呼ぶと、男爵は頰を殴られた上に虫けらを見るように見下ろされたにもかかわらず、にこにこと笑顔を崩さないまま鳥代を振り向いた。

「いやいや、噂通りの方ですね。美しいだけではなく誇ほこり高いとは。ところで殿下、私はここ三日何も食べていないのです。何か食事を分けていただけると大変ありがたいのですが……」

「おわっ！」

　鳥代は驚いて飛び退のいた。

　男爵が、まるで糸が切れた人形のように突然こちらに倒れ込んできたからだ。支える余裕はなかった。

　ごん。

　男爵は鈍にぶい音をさせて石畳の床に昏こん倒とうした。

「……三日？」

　鳥代は呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「ちょっと、どういうこと？　この男、ルヴァインではないの？」

　珀蓮は左手を手拭ハンカチで拭ふいている。

「……ルヴァイン……じゃないだろ」

　空腹で昏倒した初老の紳士を前にして、東の王子にはそう答えることしかできなかったのだった。







　２　涙に沈んだ王国







　その名前に対してほとんど無意識に警けい戒かい心しんが頭をもたげてしまうのはルヴァイン＝イアスのせいに他ならなかっただろう。

「平へ祈き男だん爵しやく？」

　新しら祢ねは声を上げた。

　葫ゆうがおの部屋で魔女の側に残っていた新祢は、意外と早く戻ってきた鳥とり代しろと珀はく蓮れんに、地下で人を拾ったと言われて驚いた。それも拾った相手が、南の国の灯とう謡よう平原に居きよを構かまえる平祈男爵だというではないか。

「本人かえ？」

「ルヴァインが変装する意味もないし……本人だろうね」

　鳥代は小さく息を吐いた。

　新祢は平祈男爵に会ったことはなかったが、その顔は知っていた。少し前に、魔術師ルヴァインが平祈男爵に変装し、早さ苗なえを攫さらうという事件があったからだ。

　ルヴァインと男爵は手紙で交流を持っていた。その事件の時男爵本人は旅行中で、ルヴァインの凶きよう行こうは魔術師の独断だということだった。

「それでその平祈男爵は……？」

　新祢は視界の端で葫を確認しながら言った。

　こんなふうに枕元で話していても、魔女は寝台に横たわったまま目覚めない。

「上の空あいてる部屋に寝かせてきた。空腹だっていうから、早苗嬢じようにまずはスープか何か作ってもらわなくてはいけないな」

「空腹？」

「どうやら三日間、地下に閉じ込められていたみたいなんだよ」

「……」

　かつて自分が造らせた落とし穴に落ちたのだ、と新袮はすぐに思った。

　新祢は珀蓮をちらりと見た。その視線に気付いた北の王女は不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめる。

　珀蓮には、地下に閉じ込められた経験も空腹で倒れた経験もあるはずだった。

「この際この塔に仕掛けられている落とし穴をすべて塞ふさいでしまった方がよいのではなくて？」

「しかし妾わらわもどこに仕掛けを造ったか覚えておらぬでのう……」

　新祢が苦笑して言うと、珀蓮はふんと鼻を鳴らした。

「そもそもなぜ平祈男爵がこの塔におるのじゃ」

　赤い髪の眠ねむり姫ひめは、当然の疑問を口にした。

　平祈男爵は南の国の人間のはずだし、この塔は《赤い森》の東の国寄りにある。ルヴァインを訪ねてきたとしても、魔術師がここに来たことを知っていたというのだろうか。

「そこは聞いていないからなんとも言えないな……。それか南の王の遣いか……。でも広ひろ兼かねはここにはいないんだ。賢けん者じやの王陛へい下かがそれを知らないはずはない」

　そもそも広兼は、その賢者の王に会いに南の国へ行っているはずなのだ。

「ルヴァインは男爵に何か話しておったのじゃろうか」

「俺達と行動するようになってからは、男爵に連絡を取るようなことはできなかったと思うけどね。不審な行動は広兼が許さないだろう」

「男爵は歴史学者でしょう？　《赤い森》に入れるようになったとあって、塔を調査しにきたのではなくって？」

　珀蓮が言うと、鳥代が少し目を丸くして恋人を見た。

「あんたにしては鋭するどいね」

「樫かしの椅い子すを投げつけるわよ変態王子」

　破は魔まの王子はすぐに両手を上げて戦意がないことを示した。新祢は首を傾かしげる。

「ふむ、なるほど……そうかもしれぬのう。公おおやけには、妾達もここに住んでおらぬことになっておるのじゃろう？」

　結婚前の異国の王子王女同士が一つのところに住んでいるなどと、外がい聞ぶんが悪いからだ。

「一応ね。知っている人は知っているはずだけど、旅行に出ていた平祈男爵が一部の噂うわさだけを聞いて、歴史学者として《赤い森》の塔を見にきたって言うのなら、まぁ、不自然ではないかもしれないね」

　この《赤い森》は、かつてこの辺りの土地を統すべていた王国の都みやこだった。新祢はその国の王女であり、この塔は彼女のために造られた塔だったのだ。

　二百年前なんらかの理由で発動した魔術によって、王都は森の中に沈み魔女の魔法に覆おおわれてこの森は不ふ可か侵しんの森となった。

　それを先頃、《赤い森》の魔女葫が自らの身体からだの中に魔術をまるごと取り込み、《赤い森》の魔法を解といた。そのおかげでこうして彼らは、《赤い森》の塔で過ごせているのだ。

「ともかく、目が覚めるまではそっとしておこう。ああ、広兼には連絡した方がいいかな……」

「広兼はいつ戻ってくるの？」

「予定では明日の二つ鐘かねが鳴った時だ」

「何をそんなに時間をかけているのかしら……。北から南まで馬を乗り継げば十日かからないはずでしょう？」

　新祢達は馬車でゆったりとした行程を行ったので時間がかかったのだが、広兼とルヴァインは馬で北を出発していた。賢者の王子としても、早く用事をすませて妻のもとへ戻りたかったのだろう。

「さぁ……。賢者の王陛下にお会いするのに時間がかかったんじゃないか？」

「自分の父親に会うのに？」

「あそこは特殊なんだよ。南の王陛下はお忙しい」

　新袮は南の国の国王には一度だけ会ったことがあった。早苗と広兼の結婚式の時だ。軽く挨あい拶さつをしただけだが、鷹おう揚ような人格だという印象を持っただけだった。実際は違うのかもしれない。

　彼女は二百年前にも賢者の一族の者と会話を交かわす機会が何度かあったが、外見的性格こそ違えど、全員が例外なく鋭えい敏びんで冷れい徹てつな思考力と判断力を有していた。

　新袮は視線をまた魔女に転じた。

　寝台に横たわった魔女は、ただ穏おだやかに眠っているように見える。

　二百年以上の時を生きている魔女。新袮にとっては、あの頃の王国を知っている唯一の同志だとも言える。王おう伊いはその記憶を持っているが、久く旺おう本人ではない。

　新袮が葫に持っているのは、言葉にしがたい感情だった。

　憎ぞう悪おに類たぐいするものは欠片かけらもない。憐れん憫びんでも親愛でもないそれは、なんと表現するべきなのだろう。ただまるで母親の腹の中にいた時から知っていたかのような近しさを感じている。同じ空気を共有しているような、不思議な繋つながりがある。

　同じ魔女だからだろうか。生まれてすぐに葫の魔法をかけられたからか、それとも二百年間、彼女の魔法の中で眠っていたからなのか。

　新袮にはどうしても、王伊や珀蓮のように葫を憎むことはできなかったのだ。

「しかし、平祈男爵はどうやって地下のあの壁を壊したんだろう……」

　鳥代が独ひとり言ごとのように言った。

「壊した？」

　何やら不ふ穏おんな表現を聞いて新袮は聞き返した。

「そういえば地下にあんなふうに穴が開いて、大丈夫なの？　崩れたりしないかしら？」

「待て、穴じゃと？　どういうことじゃ」

　可か愛わいらしく首を傾げた北の王女に、新袮は声を上げた。

　すると珀蓮は、その彫ちよう刻こくのように完かん璧ぺきな双そう眸ぼうを新袮に向けて答える。

「地下に閉じ込められていたと言ったでしょう？　男爵は、壁を壊して出てきたのよ。おかげで少し埃ほこりを被ったわ。そう……それに、断りもなくわたくしの手の甲こうに口付けをしたのよ」

　整った眉まゆが不快気に寄せられる。珀蓮は左手を拭ぬぐうようにした。

　地下の壁はすべて石でできている。魔法でもなければ破壊することができるとは思えなかった。

「男爵は大きな槌つちでも持っておったのかえ？」

「いや、手ぶらだった。だから不思議なんだ。どうやってあの壁を壊したんだろう。前は……葫殿が魔法を使ったんだったかな？」

「男爵は上の階と言ったか？　……しかし、壁を壊せるほどの魔力は感じられぬ」

　新祢は魔力を探さぐって言った。もし平祈男爵に、壁を壊せるほど強力な魔力があるのなら、これくらいの距離など問題にならずに感じ取れるはずだった。

　魔力を有さず魔法を使えるわけがない。けれど魔法もなく、手ぶらで石壁を壊せるわけもないのだ。

　そこまで考えて、新祢ははっとした。その時同時に、鳥代もそのことに思い至いたったようだった。顔を上げて少し目を見開いている。

「まさか」

「魔術……？」

　二人は呆ぼう然ぜんとして言った。

「魔術ですって？」

　珀蓮が声を上げる。

「平祈男爵が、魔術を使えるというの？」

　鳥代は低く唸うなって顔を伏せた。

「まさか、だ。都合がよすぎるだろう。それは」

「魔女が二人おる。魔術師がもう一人おってもおかしくはないのではないかえ？」

「たとえそうだとして、誰だれにその魔術とやらを教わったというの？」

「……平祈男爵は、ルヴァインと手紙のやり取りをしていたと言っていたな」

　北の王女が、ありえない、とでも言いたげに首を振る。

「ルヴァインが教えたの？　手紙で？」

「それか、平祈男爵自身が西に行ったのかもしれない。いや……わからないな。こんなところで憶おく測そくしていても意味はない。本人に直接聞こう。空腹で昏こん倒とうしたのならすぐ目覚めるだろうから……」

「まぁ。誰が空腹で倒れたんですか？」

　その時投げかけられた声に新祢はあっ、と顔を上げた。

「早苗」

　開いたままだった向こうの部屋へ続く戸口に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの灰かぶりシンデレラが立っている。王伊も一緒だ。彼は新祢と目が合うと微ほほ笑えんだ。

　二人は森に首飾りを探しに行ったはずだった。早苗は前掛けこそしていないが、いつもの動きやすい服に着替えている。

　彼女は室内に入ると、そこにいた面々を見渡してから首を傾げた。

「誰が倒れたんです？」

　どうやら途中から会話を聞いていたらしい。

「平祈男爵だ」

　鳥代が答えた。

「平祈男爵？」

　早苗はきょとんとして繰り返した。

「それって……あの、平祈男爵様ですか？」

「そうだよ。あの平祈男爵だ。実は俺と珀蓮が地下で拾ったんだ。どうもどこかの落とし穴にはまって地下に閉じ込められていたらしい」

「まぁ……」

　早苗は右手を口に当てた。空色の双眸が丸くなる。

「ご旅行からは戻ってらしたのね」

「男爵は歴史学者だから、たぶんこの塔の歴史的価値に惹ひかれて来たんだと思うんだが……」

「いえ、違うと思いますよ」

　早苗があまりにきっぱりと否定したので、新祢達は驚いた。珀蓮が聞く。

「どうして違うということがわかるの？」

「広兼様に会いにいらしたんだと思うわ。ああ、でも少し早くいらっしゃったのはもしかしたら、歴史学者としての好奇心からかもしれないわね」

「どういうことじゃ」

　まるで早苗は、平祈男爵が現れることを予想していたかのようだ。

　早苗は微笑んだ。

「広兼様が平祈様を探していらっしゃったからよ。平祈様はご家族でご旅行に行かれていたし、連絡を取るにはもう少し時間がかかると思っていたのだけど……意外と早かったのね」

「広兼が平祈男爵を？　なんで？」

　鳥代が顔を少し険けわしくして問う。

　南の国の第六王子が、一介の歴史学者を探す理由など思い当たらない。

「……」

　その時自分の肩に触れた温ぬくもりで初めて、新袮は隣に王伊が来ていたことに気付いた。彼女は王伊を見上げる。微かすかに外の香りがした。

　彼は新祢にそっと四つ折りにした布を差し出した。

「お土産みやげだよ」

　耳元で囁ささやくように言われてそれを開くと、見事に黄色く色づいた葉が一枚はさまっていた。王伊はまるで新祢を安心させるように微笑んでいる。

「ありがとう」

　と新祢は答えた。

　あの屋敷で暮らしていた時、新祢は外の樹々の色の移り変わりを見ているのが好きだった。瑞みず々みずしい緑から、鮮あざやかな赤や黄色、そして静かな茶色にそれらが変わった後、また緑が芽吹く。

　あの箱庭は、新祢だけのために造られたものだった。

『綺き麗れいな庭ですね』

　誰かがそう言った。

　新祢は嬉うれしかった。彼女自身を褒ほめられたようで。あの場所は、彼女の世界そのものだったから。

　……あれは、誰だったのか。彼の髪は、秋に染まった葉っぱのように鮮やかだった。

「平祈様が、リアディウム＝イアスと面識があった可能性があるからです」

　早苗のその答えに、新袮は一瞬震ふるえた。

　けれど王伊が側にいてくれたので、彼女は目を瞑つぶらずにすんだ。

　珀蓮は眉み間けんの皺しわを深くしている。鳥代も顔を険しくして早苗を見ていた。二百年前の人間と、今この時代を生きている平祈男爵に面識があるわけがない。

「どういう意味？」

　珀蓮が聞くと、早苗は小さく首を傾げた。

「リアディウムはこの大陸に子供を残しているの」

「子供を？　つまり……赤の国の誰かと結婚していたのか？」

「いいえ……実はある女性が、自分は孫だと名乗ってリアディウムの手紙を西大陸に送っているのです」

「手紙を？」

　早苗は少し困ったように笑った。

「広兼様は……事実をすべて確認してから鳥代様達にお話しするつもりだとおっしゃっていました。けれど平祈男爵がすでにこちらにおいでなら、先に話しておくべきだと思うので、お話しします。手紙がイアス家に着いたのは三十年前だそうです。当然普通に考えたらリアディウムも、当時彼が赤の国で子供を作っていたとして孫にあたるはずの人物も、死んでいるでしょう。イアス家では手紙が届く途中で事故があったか、出しそびれていた手紙を縁者が見つけて出した、というふうに考えているようですが、他にも可能性はあります。……私達はそれを知っているわ」

「……まさか」

　鳥代は声を上げた。

　新祢もすぐに気付いた。

　時間の狂くるった《赤い森》。

　そこで生きていて二百年という時間を越えたのは新袮だけではない。赤セイ穏オンの村むら長おさもそうだった。森の中では数日でも、外の世界では何十年も経たっていた……。

「リアディウムが《赤い森》で生きていて、外で百年以上の時間が経った後に森を出た。そう考えるのが一番つじつまが合うんです。そしておそらく、彼はそのあと二の国に流れ着いて家族を得た」

「二の国？　どうしてまた……」

「手紙を出した女性の名前は理り衣い。私の母の名です」

「偶然よ」

　馬鹿馬鹿しい、とでも言いたげに珀蓮は吐き捨てた。

「理衣なんて、珍めずらしい名前じゃないわ」

　早苗は微笑む。

「私があなたを森で拾ったのも偶然よ、珀蓮。それでは反証にならないわ。それに、母は祖そ父ふから、魔術陣をおまじないとして教わっているのよ」

「どうしてそれでリアディウムと平祈男爵が知人だという話になるんだ」

　鳥代が右手で頭を押さえた。

　リアディウムが生きていた？

《赤い森》の中で……。

　早苗は湖水を湛たたえたような澄んだ双眸で東の王子を見返した。彼女はまるで、彼らのあらゆる疑問の答えをあらかじめ用意していたかのように淀よどみなく答えを口にする。

　早苗は頭がいい。どんな事態にもすぐ頭を切り替えることができるのが彼女の天才なのだ。

「私の母を父に紹介したのは平祈男爵です。彼は昔から母を知っていた。それにもしそうであれば平祈様とルヴァインが手紙をやり取りをしていたことも説明がつきます。彼にはもともとイアス家と繋がりがあったのです。祖父が書いた手紙を出す時、小さな集落の娘でしかなかった母は、どうすればいいかわからなかったはずです。その時平祈様が手助けをしてくださったのであれば、手紙は正しく海を越えてイアス家に届けられたでしょう」

　新袮はとうとう両目を瞑った。

　二百年前に起きた事件の真相はわかっていない。

　その朧おぼろげな理由は見えていてもだ。真実を知る者は今はもういないはずだった。

　なぜ魔術は使われたのか。

　なぜその魔術によって王都は森に落ちねばならなかったのか。

　なぜ二百年前の王は魔術の発動前に都に住んでいた人々を外に避ひ難なんさせたのか。

　なぜ？

　新祢はずっと、その答えを知ることが恐ろしかった。

　自分のためだと……自分のせいだとしか思えないからだ。

　生まれてすぐに魔法をかけられて二百年の眠りに落ちた王女。

　彼女を目覚めさせるために、そのためだけに、王は異大陸から魔術師達を呼び寄せて時間の魔術を研究させたのではないのか。時間の魔術はいまだ達成されぬ困難な術であるにもかかわらず、王は娘のためにそれを発動させ、本来護まもるべき国と民を失ったのだ。

『暁あかつきの姫ひめ』という物語と同じ。

　あれは、娘のために王国を犠ぎ牲せいにした父王を揶や揄ゆして作られた物語ではないのか。三日後に死ぬ王女のために国の時間を止めた王。その王女の涙に沈んだ王国。新祢は『暁の姫君』と呼ばれていた。この符ふ合ごうは、無視できるものではない。

　たとえ王伊が違うと否定しても、そのあまりに高い可能性を頭から完全に拭いさることなど、できるものではなかったのだ。

「新祢」

　早苗の声が呼んだ。

　王伊は肩を支えてくれている。手には柔やわらかい布の感触があって、その中にあるのは鮮やかな黄色。太陽の色だ。その下の一いつ対ついの空の色。早苗と同じ。

　新祢は混乱した。

　絵の具が混ざり合うように、頭の中の記憶が境を失っている。

「君のせいじゃない」

　王伊が囁く。

　噓うそだ。と新祢は思った。

「平祈様が本当にリアディウムと面識があったとしても彼が真実を聞いているかどうかはわからないわ」

「……その手紙は」

　新祢は呟つぶやいた。顔を上げる。

「その手紙は、手に入らぬのか？」

「広兼様がルヴァインに手紙を書かせて、先方からそれを送ってもらえないか頼んだとおっしゃっていたの。ただ船だし……どんなに早くても実物を見られるのは数月後になると思うわ」

「そうか」

　新祢は目を伏せた。

　リアディウム＝イアス。

　西大陸の魔術師。

『初めまして』

　蘇よみがえった声は、柔らかかった。低い、歌うような声だ。

『お会いできて光栄です。暁の姫君』

　そう言って、彼はたぶん跪ひざまずいた。手の甲に口付けをされたのだ。新祢はひどく驚いた。西大陸の礼だと言って彼は笑った。かの大陸では、恋人に対して以外でも、親愛を示すために口付けをするのだと。

「実物を見る必要はありませんよ」

　記憶から飛び出して来たかのようなその低い声に、新祢は驚いて顔を上げた。

「平祈様……」

　と早苗が呟く。

　初老の紳士が、すっと背筋を伸ばして戸口に立っていた。髪は少し乱れていたし服も上着がなかったが、不思議とだらしなくはない。

　新祢はそれが誰だかわからなかった。姿が他の男のそれと重なる。

　彼は、金色の髪と青い双眸を持っていた。異国の色だ。それを初めて見た時、新祢はあの届かない場所の色だと思った。太陽と空の色。

　ここではないどこか。

　広がる世界。

　彼女の箱庭の外に。

『綺麗な庭ですね』

　彼は言った。ひどく優しい声で。

「リアがあなたに伝えたかったことは、私が知っています。彼は、ずっとあなたが目覚めるのを待っていた……。『暁の姫君』」

　その一瞬、過去の記憶が映像となって新祢の脳のう裏りにひらめいた。

　そう。

　リアディウム＝イアスは言ったのだ。

『私達はあなたを助けるために海を越えてやってきたのです』

　ああ。

　あれはそういう意味だった。

　彼女は自分の浅ましさに吐き気がした。

　知っていたのだ。

　自分はずっと。

　それなのに――。

　新祢は両手で顔を覆った。
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　アイレイシア、ルーイ、リュリエ、グエイ、ミルディナ、リリ。

　私の言葉が、もうあなた方に届かないことはわかっている。それでもこうして言葉を綴つづろうとするのはまったく意味のない行為だ。

　私が海を渡ってから、あまりにも長い年月が過ぎてしまった。時間は戻らないし、今はもう私は、それを戻したいとは思わない。過去にどんな悲劇があったとしても、その後に得たものは確かにあるからだ。

　アイレイシア、君には本当にすまないと思っている。優しく気き丈じような君は、きっとどんな中ちゆう傷しようを浴あびようとも私達の可愛い息むす子こと娘を護りぬいたのだろう。たとえ君の舐なめたその辛しん酸さんが、私と出会いさえしなければ体験するはずのないものだったとしても、私は君と出会ったことを後こう悔かいなどしないだろう。それほどに、君が私に与えてくれたものは優しくそして温かかった。

　我が美しき妻、アイレイシア。ルーイ、リュリエ。利発な息子、可愛い娘。グエイ、ミルディナ。我が敬愛する父母。リリ、アイレイシアを育はぐくんでくださった、偉い大だいな母。

　あなた方が私に向ける罵ば倒とうは、どんなものでも甘んじて受けよう。

　私はあなた方を愛していた。その愛情は、今も決して変わってはいない。それだけは、断言できる。

　愛している。

　心の底から。

　信じてはもらえないだろうか。

　これは、贖しよく罪ざいではない。

　私は私の罪つみの赦ゆるしは請こわない。それは、暴あばかれ、糾きゆう弾だんされなくてはならないからだ。けれどその責せきは、決して私の子供達が負うものではない。

　ここに事実を記そう。

　それだけが、私が私の愛したあなた方に残せる唯一の誠実だからだ。

　赤の国に来てからの日々は充実していたと言っていい。

　この国には魔女がいた。

　そう、私達魔術師がそこにこそ答えがあるのではと求めてきた魔女だ。

　彼らは魔術陣を用もちいず万物を操り、そして考えられないような長い生を生きていた。

　我々の悲願とも言える時間に関する魔術の研究がここにきて驚くべき速さで進んだのは、この魔女の協力があったからだ。特に力を貸してくれたのが、蠟ろうという名の水の魔女だ。彼女はリュリエと同じくらいの少女の姿をしていたが、すでに何百年という時を生きているということだった。

　魔術陣は、ほとんど完成していた。

　私と共にこの国へ派は遣けんされてきた魔術師、イアデア、ジヴィアル、ルイス、タング、ヴァリアラ、誰一人として、国に残してきた家族に恥はじるような働きはしなかった。もちろん、我々に同行したイリエ、ライの二人もだ。

　けれどそれは失敗し、多くの命と一つの国が犠牲となった。

　それはすべて私の犯おかした罪だ。

　失われたのは、命や国だけではない。

『暁の姫君』を――暁に染まった髪と眼めを持つ娘を救おうとした賢明なる赤の国の国王。その崇すう高こうな意志。そして魔女達。多くの知識や知恵、その力。

　あれは、絶望だった。

　すべてが朽くちていた。

　王の宮が。

　都が。

　人が。

　まるで何百年もの時が経ったかのように、朽ち果はてていた。

　私は――逃げ出したのだ。

　自分の愚おろかな惑まどいで失われたものの大きさに押し潰されそうだった。

　そう、私は魔術を完成させたくなどなかったのだ。

　ずっと彼女の側にいたかった。

　あの赤い双眸を自分だけのものにしたかった。

　アイレイシア。

　どうか罵ののしって欲しい。

　君を愛している。

　これは本当だ。

　だが君の優しい微笑みの他に、私を惹きつけるものに出会ってしまった。

　犬と蔑さげすまれるべきは私なのだ。

　私には何も願うことはできない。

　祈る資格などない。

　けれどどうか。

　私の愛する君と、家族が、私が罪を犯した後でも、少しでも幸福な時を過ごせたならと思う。

　愛している。

　ただ、とても遅くなったことを詫わびたい。たとえあなた方にはもう聞こえなくても。







　３　願いが魔法となる







　彼は遠えん慮りよがちに部屋の扉とびらを叩たたいた。

「殿でん下か、起きていらっしゃいますか？　ルヴァインです」

　間もなく返事が返ってきて、魔術師は南の国の王子の部屋の扉を開けた。

　その部屋の中央の卓たくには書類が散乱していて何枚かは床ゆかに落ちていた。本来卓の周りを囲っていただろう椅い子すは壁まど際ぎわに寄せられていて、広ひろ兼かねが座る長椅子一いつ脚きやくだけが中央にある。彼は書類を一枚だけ手に取って、椅子の上で胡座あぐらを掻かいていた。服は着替えもせず上着を脱いだだけで、下着の釦ボタンは半分ほど外してしまっている。

「何かわかりましたか？」

　この部屋は客間だ。ルヴァインの部屋も近くに用意されていた。扉の位置などから、自分が使わせてもらっている部屋と大体同じ間取りなのだろうことがわかる。

　広兼の話では、王子達が客間で寝起きすることはよくあるらしい。こちらの方が彼らの執しつ務む室に近いからだ。王宮の奥にある宮にいちいち戻るよりは効率的である。

「座れよ」

　視線さえ上げないままそう促うながされ、ルヴァインは引きずらないように注意して椅子を中央に移動させてそこに座った。

　卓の上に散乱している書類は、今日賢けん者じやの王より渡された『情報』である。

　それは二百年前、王宮の門番が管理していた台帳の写しだった。そうだと知った時、ルヴァインは驚いた。ほとんど情報の残っていないとされる赤の国の管理書類だ。やはり賢者の一族は、それを持ち出していたのだ。そしてただ黙もくして保管していた。

「食事はされましたか？」

「いや。お前は？」

「いただきました。大丈夫ですか？　きちんと食べられた方が……」

「一食や二食抜いたって死にゃしねぇよ。それよりこれを見ろ」

　広兼は卓の上に散乱していた書類から素早く一枚を抜き出してルヴァインに差し出した。どうやら王宮の人の出入りを管理していた書類のようだ。

　ルヴァインは受け取ったそれに目を走らせた。記述項目は大おお雑ざつ把ぱで、日付、人数、目的、証明書類の有う無むなどが簡単に記されているだけだった。

「上から十八段目」

　言われた箇か所しよを見る。

「……ああ」

　ルヴァインはため息をついた。

　人数は八人とある。

　ルヴァインが認識している人数と一致した。その内六人が魔術師で、二人は彼らの従者だった。統とう暦れき一七四三年。目的欄らんは空欄だ。備考にはただ『西』とだけ書いてある。

「これでしょうね」

　ルヴァインは目を瞑つぶった。その名前は容易たやすく引き出すことができる。

「リアディウム＝イアス、イアデア＝ギリエル、アルイス＝ヴィラ、ジヴィアル＝ハーウィング、ヴァイリアラ＝イージス、ルルリラ＝タング。そして従者として同行したのがイリエ＝イージスとライルス＝シュバフ……」

　目を開けると、広兼が怪け訝げんそうにこちらを見ていたのでルヴァインは困ったように笑った。

「この六人の魔術師を輩はい出しゆつした家系の内かろうじて地位を保たもっているのはヴィラ家くらいです。イージス家は今はもうありません。ヴァイリアラとイリエは夫婦だった」

「魔術師はその名前を歴史の授業で習ったりするのか？」

「いえ、まさか。二百年前のあの事件は、魔術師の間では禁きん忌きですよ。『赤の沈ちん黙もく』と呼ばれているくらいです。これは僕の趣味というか……記憶力はいいんですよ」

　当時東大陸に渡った八人。その家系のその後をルヴァインはすべて調べていた。

　ギリエル家はまだ存続しているが、ほとんど力はない。タング家はもともと魔術師の中でも異質な家系だったためあまり二百年前の影響を受けてはいないが、ハーウィング家は協会を脱けた。今も管理部の末席に籍せきを置いているシュバフ家は、ライルスが魔術師として渡と航こうしたわけではなかったことが幸いしたと言えるだろう。

　リアディウムは当時もっとも期待されていた魔術師だったし、七人を率いる立場だった。だからこそあの事件がイアス家に与えた傷はもっとも深く、影響も大きかった。

「記録は一七五一年で途と絶だえている。これは王おう伊いが持っている九く蠟ろうの……赤セイ穏オンの村むら長おさの記憶と合致する。この年に赤の国は滅ほろびたんだ」

　一つの魔術が一国を滅ぼした。

　けれどそれだけで、魔術を悪と呼ぶことは浅はかだ。力というものは、使う者の影響を強く受ける。それは権力と同じだろう。

「結局……僕達が持ってきた条件は王陛へい下かにはあまり認められなかったということでしょうか」

　賢者の王が渡してくれた情報は彼らが今知っている情報を裏付けるものにしかならない。価値がないとは言わないが、求めていたものではないのだ。

「どうだろうな」

　答えながらも、広兼は書類から目を離しはしなかった。まるで砂漠の中から一粒の砂金を探し出そうとしているかのようだ。それでも諦あきらめようとしないのは、賢者の王子としての性質なのだろうか。

「……殿下は、いつからあの構想をお持ちだったのですか？」

　ルヴァインは聞いた。

　魔術師の輸入。この東大陸で、魔術というものを普ふ及きゆうさせるのだと彼は言った。

　この国に来る馬車の中でその話を聞いた時、ルヴァインは不可能だ、とすぐに思った。

　こうして、この大陸を歩いていてそれはよくわかる。違うのだ。世界に対する概がい念ねんが。妖よう精せいと精せい霊れいの違いなど些さ細さいなこと。西と東では、信じる神も前ぜん提ていとしている理論も違う。

　それを知らないはずがないのに、彼は『できる』と断言した。

「さぁ……お前に最初に会った時かな」

　眩まぶしすぎる。

　ルヴァインは小さく息を吐いた。

　西大陸で、自分はいつの間にかくすんでいたのだろうか。家を再興するという大きな望みを抱いだいて海を渡ったはずだった。それさえも、できるかどうか彼には不安だったのだ。

　それなのに、目の前の男はこうも容易たやすく、そして強く『できる』と言う。

　王族だからではないだろう。

　ただ強いのだ。その魂たましいが。

　ルヴァインは決めた。

「殿下、実は話していないことがあります」

　ルヴァインが言うと、彼はちらりと顔を上げた。その双そう眸ぼうは、決して光を失わない。

　妻の生死がわからなかった時でさえ、彼は一瞬たりともその光を失いはしなかった。

「なんだ」

　その声に責める響きはない。

　ルヴァインは笑った。彼は誠実な人間だ。ある意味では自分を信用してくれている。それが不思議と、ルヴァインは嬉うれしかった。

「リアディウムの手紙です。僕は、その内容を一いち言ごん一句覚えています。だから取り寄せる必要はないんですよ」

　広兼は一度大きく瞬まばたきをしてから盛せい大だいに顔をしかめた。

「それで？　それは今ここでその手紙の内容を暗あん誦しようする気になったってことか？」

「そうですね。殿下がお望みなら」

　ルヴァインが答えると、広兼はようやく手に持っていた書類を卓の上に手放して魔術師に向き直った。背もたれに体重を預け、尊大に腕を組む。そして右目と左目の大きさを器用に変えた。

「取引か？」

「まさか」

　ルヴァインは肩をすくめた。

「差し上げますよ」

「気持ち悪わりぃな。なんだよ。早さ苗なえならやらねぇぞ」

　今度こそ魔術師は声を上げて笑った。

「残念だな……。殿下の細さい君くんはとても魅力的だ」

「殺すぞ」

「冗じよう談だんですよ。何もいりません。僕はあなた方に賭かけることに決めたんです」

　広兼はなおも疑わしげにルヴァインを睨にらみつけている。

　魔術師は苦笑した。

　暗示に抗あらがった早苗の意志。燃えるような北の王女の怒り。そして優しく柔じゆう軟なんな二百年前の王女。

　この大陸の人間の強さに、何度目を奪われただろう。

「正直に言うと全面降伏なんですよ。あなた方は規格外に過ぎる。二百年前の王女を目覚めさせ、魔女を孕はらむなんて……」

　北の国で、ルヴァインは気付いたのだ。

　早苗の中の小さな魔女が作ったあの魔力の坩る堝つぼに触れた時に。

　魔法は魔術と決定的に違う。

　そこにあるのは契約ではなく人の意志だ。

　たとえば愛する人と共にいたいという祈り。誰だれかを護まもりたいという願い。強くなりたいという叫び。それらが具現化して魔法となる。

　思うことこそが力なのだと、それは証明している。

　西の人間が聞けば一いつ笑しように伏すだろう。魔女が人から外れた異能だと信じている。だからこその魔法だと。

　けれど違う。

「僕を使ってください、広兼様。僕があなた方から得られるものは多くある。だからこそ僕はあなた方のために、身を粉こにして働きましょう。きっと役に立ちますよ」

　魔女といえど、人なのだ。

　葫ゆうがおの双眸の奥に見た孤独。人だからこそ、他者を欲し、望み、願い、怒る。そうではないか。

　そしてその、人の願いが魔法となる。

　王伊が新しら祢ねを見つけたように。鳥とり代しろが珀はく蓮れんを護ったように。広兼が早苗を目覚めさせたように。

　魔術師が時間の魔術の向こうに求めてきたものがそこにこそあるのではないだろうか。

　そもそも最初の魔術師は死にゆく妻を救おうとした学者だった。彼が魔術を得たことこそが魔法だったのだ。たとえ妻の死に間に合わなかったとしても……。

「取引じゃないと？」

「そうです」

「信じがたい」

「早苗の言葉を借りれば、約束です」

　早苗を呼び捨てれば、広兼が不ふ愉ゆ快かいになることはわかっていた。冷れい徹てつな賢者の顔と嫉しつ妬と深い夫の顔のその落差が、この南の国の王子の魅力なのだろう。

　案あんの定じよう彼は舌打ちをした。

「暗誦しろ」

　それが受じゆ諾だくの返事であることはルヴァインにはすぐにわかった。

　魔術師は目を瞑った。

　記憶を引き出す時彼は、細長く暗い穴の中を行くような感覚に陥おちいる。穴を進むほど過去に遡さかのぼり、壁に触れればその時の記憶が蘇よみがえるのだ。

「それはこう始まります。『アイレイシア、ルーイ、リュリエ、グエイ、ミルディナ、リリ。私の言葉が、もうあなた方に届かないことはわかっている』……」

　二百年前の魔術師の言葉を紡つむぎながら、ルヴァインは確信していた。

　これからあらゆるものが変わるだろう。

　協会、帝国、魔術師、そして大陸そのものを巻き込んで、世界は変わる。大きく。

　――変わるのだ。
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「先にお食事にしませんか？」

　と早さ苗なえはすばやく言った。

「平へ祈き様もお腹が空すいておいででしょう？　先にお食事にしましょう。もうすぐお手伝いの方達がいらっしゃるわ。平祈様。どうここちらへ。スープをお作りいたしますから」

　彼女の意図は明らかだった。

　リアディウムを前にした新しら袮ねがひどく青ざめて両手で顔を覆おおったからだ。王おう伊いはすぐ新袮を隠すように彼女の前に立って、早苗は平祈男だん爵しやくの注意を引きつけるように彼の前に歩いていって微ほほ笑えんだ。

　平祈男爵は、新袮を護るようにして動いた彼らに少し驚いたようだった。目を丸くして目の前にいる早苗を見てから、何かを切り替えるように表情を変えた。首を傾かしげて、悲しそうに肩を落として腹を押さえる。

「そうしてもらえるとありがたいな。実は空腹で眩暈めまいがするんだ」

「こちらへどうぞ」

　早苗は微笑んだまま平祈男爵を促した。

　男爵はちらりと部屋の中央にある寝台、そしてその横にいる西の国の王子とその婚約者を見た。珀はく蓮れんはずっと、油断なく男爵を睨みつけている。

　リア、とこの男は言った。

　それはリアディウム＝イアスのことだろうか。では早苗の推測は当たっていたのか。それは偶然とは呼びがたい途と方ほうもない話のようなのに。

　リアディウムがあの事件のずっと後も生きていて、この大陸に子供を遺したなどと。そして早苗がその血を継いでいる。

　するとふと男爵と目が合ってどきりとした。

　男爵はまるで幼おさない子供のように無む邪じや気きな様子で相そう好ごうを崩してから器用に片方の目を瞑ってみせた。先ほどから、この紳士はひどく軽薄だ。珀蓮は呆あきれた。これではルヴァイン＝イアスが扮ふんしていた時の方が幾いく分ぶんそれらしかっただろう。

　早苗と男爵が部屋を出て行ってから、珀蓮は友人を振り向いた。

「新袮」

　王伊はすでにその両腕に恋人を抱き上げていた。

　新袮は彼に縋すがりつくようにしていて、今まで見たことのない彼女のその様子に珀蓮は不安になった。

「どうしたの？」

「うん。ちょっと休ませてくる」

「待ちなさい。あの男に何かされたの？」

「珀蓮」

　鳥とり代しろが止めるようにして珀蓮の腕を摑つかんだ。珀蓮は苛いら立だちとともに東の王子を振り向いて睨みつける。

「なに？」

「王伊に任せた方がいい」

　彼女がそれに反論する前に、王伊がす、と彼女の横を通り過ぎた。

「王伊！」

　珀蓮は呼び止めたが、西の王子はそれを無視して新祢を腕に抱かかえたまま部屋を出て行った。パタン、という扉を閉める音だけが静かに響く。

「なんだというの!?」

　北の国の王女はとうとう叫んだ。鳥代はとうに彼女から手を離している。

「新袮姫は怖いんだろうな」

　東の王子は答えた。

「何が怖いというの？」

　まるで自分の方が新袮を理解しているとでも言いたげなその口く調ちように珀蓮は苛立ちを増した。彼女には、どうして新祢があんなふうに動揺しているのかわからなかったのだ。

「二百年前の真実を知ることがだ。広ひろ兼かねが言うように……、二百年前の魔術の失敗は、当時の王が二百年眠る魔法にかかった娘のために引き起こしたことである可能性が一番高い。というか広兼はもうほとんどそうだと確信してるみたいだけど。新袮姫にとっては辛い事実だろうな。自分のために父親が国を犠ぎ牲せいにしたとなれば……。お前にならわかるだろう？」

「わたくしならそうなる前にお父様を王座から引きずり下ろすわ」

「新袮姫はもう眠りに落ちていた」

「そうよ。だからそんなの、あの子のせいじゃない」

「わかってるよ。皆それはわかってる。きっと、新袮姫だってわかってはいるだろう。けれどそういうことじゃないんだ。そういう問題じゃないんだよ」

　珀蓮は唇くちびるを嚙かんだ。

　寝台に眠る魔女を見る。

　平祈男爵は、この魔女の存在には気付かなかったのだろうか。幼い少女の姿をした魔女は、目覚める様子がない。

　この女が、すべての元げん凶きようだ。

　この魔女が新袮にくだらない魔法をかけさえしなければ、新袮はそんなことに苛さいなまれずにすんだのだ。

　それなのに。

「少し前のわたくしなら、あんな女窓から放り投げているわ」

　珀蓮の視線を追って、鳥代は笑った。

「俺は葫ゆうがお殿には頭が上がらないよ。あの時葫殿の魔法がなければ、俺はとどめを刺されていたかもしれなかった」

　そうなっていたら自分はどうしただろう。珀蓮は思った。

　狂くるっただろうか。珀蓮はまだ一度も、大切なものを失ったことがない。幼い頃に死んだ母は、記憶さえ曖あい昧まいだ。

　それなのに新袮はすべてを失ったのだ。

　目覚めたらすべてが森の中に沈んでいた。家族も。国も。愛したひとさえ。

　それでも壊れずに前を見ている。誰かを許し、慈いつくしめるそれは驚くべき強きよう靭じんさなのだ。

「わたくしは……悔くやしいわ」

　そう呻うめくように言う。言葉は、口から溢あふれたとたんに意味がないものに成り果はてる。

　目め頭がしらが熱くなった。でも泣きたくはない。

　あの子のせいじゃない。

　その台詞せりふの陳ちん腐ぷさに吐き気がする。なぜ自分はこんなにも無力なのかと、暴れだしたくなる。百の言葉を重ねればそれが届くというのなら、自分はそうするだろう。けれどそうではないのだ。

「そうだな」

　鳥代はそっと珀蓮を抱きしめた。

「新祢姫は、あんたがそう思ってくれることが嬉しいと思うよ」

　どうしてだろう。

　彼の言葉には力がある。

　一生愛していると言われた時も、もっと願えと叱しつ咤たされた時も、その言葉は容易たやすく珀蓮に届いたのだ。

「……言われるまでもないわ」

　珀蓮がそう答えると、鳥代は肩をゆらして笑った。少し身体からだを離して、彼女の顔を覗のぞき込む。破は魔まの王子の証あかしである深しん淵えんの双眸が悪戯いたずらっぽく輝いている。

「あんたって、どうしてそうなの？」

　いつもうんざりとした様子で言うその台詞を、彼は少し困ったように笑いながら言った。そしてそのまま啄ついばむように唇に触れる。

　珀蓮は怒らなかった。

　最近、少し甘いかもしれないと彼女は思った。次からはもう少し気を引き締めた方がいいだろう。正式に結婚する前に襲おそわれるなんてまっぴらだからだ。

　鳥代はもう一度珀蓮を抱きしめた。そして彼女が考えていることを読み取ったのか、頭上で何やら物もの憂うげなため息をつくので珀蓮は笑った。

　新祢にも、これと同じ温ぬくもりを与えてくれる腕がある。

　そのことを珀蓮は心からよかったと思った。
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「ああ、生き返る！」

　平へ祈き男爵がここでいいと言うので、早さ苗なえは調理場で男爵にスープを振る舞っていた。使用人が食事を取るための木でできた卓と椅子が隅にあるのだ。

　しばらく留守にしていたが、保存のきく食材が残してあったので、彼女はそれで手早く根こん菜さいと薫くん製せい肉にくのスープを作った。今日の夕食のための材料は、これから来る使用人達が買ってきてくれるはずである。

「あまりきちんとしたものをご用意できなくて申し訳ございません」

「いやいや！　十分だ。とても美お味いしいよ。感激だ」

　平祈男爵は最初の皿をあっという間に空からにしたが、早苗が同じスープをもう一皿注そそいでやると、今度はゆっくりと味わうようにして食べた。彼女は自分と男爵に茶を淹いれてから、男爵の了解を得てその正面に座る。

　彼は上品に匙さじを動かして二杯目も空にした。

「本当に助かったよ。ありがとう」

「そう言っていただけると嬉しいです」

　早苗は少し首を傾げて微笑んだ。すると平祈男爵は目を細める。

「ああ、やはり君は、理り衣いに似ているね」

　早苗はどきりとした。

　こんなふうに懐なつかしく母の名を聞くことは、ひどく久しぶりだったからだ。

「私を覚えていらっしゃったんですね」

　男爵はにこ、と微笑んだ。

「もちろん。あの広ひろ兼かね殿下の結婚相手が君だと聞いた時は驚いたけどね。よく射止めたものだ！あの方は女性が嫌いなのだと思っていたよ」

「どうしてですか？」

「社交場であの方が女性と話す時に使う単語は数えられるくらいしかないと聞いていたからね。『はい』『いいえ』『そうなんですか』『素敵ですね』」

「まぁ」

　早苗は笑った。

「ひどいわ」

「鵜う円えんにもそういう部分はあっただろう？」

「お父様がですか？」

「鵜円は処しよ世せい術じゆつに長たけていた。商売の才能があったんだ」

「あの……、私のどういうところが、母に似ていますか？」

　容よう貌ぼうで言えば、早苗はよく父に似ていると言われた。母はこの大陸の人間にしては目が大きく顔立ちがはっきりとしていたのだ。

「理衣もそうやって、幼い頃はよく首を傾げて私にものを聞いたものだ。『おじさま、どうして空は青いの？』『どうして人は眠るの？』『どうして夜になるの？』。おかげで私は歴史学者なのにもかかわらず……様々な分野の本を読まなくてはいけなかった」

　男爵は懐かしげに微笑んだ。早苗は胸の内が熱くなるのを感じた。

　父や黄き臣おみ伯はく爵しやくから母の話を聞くことはよくあった。けれど母の幼い頃を知っている人は、早苗の周りにはいなかったのだ。

　男爵は早苗に頭を下げた。

「鵜円の葬そう式しきには行けずに申し訳なかった」

　早苗は慌あわてた。

「とんでもございません。こちらこそずっとご挨あい拶さつにも行かずに……。申し訳ございませんでした」

「君が頑張っているという話は聞いていた。義あ姉ねが二人いたね。うまくやっているのかい？」

「はい。上の義姉は、もうすぐ結婚する予定です」

　相手は木蓮トーリアの野菜売りの男だという。

　早苗はずっと知らなかった。下の義姉が教えてくれたのだ。商会の運営をすべて下に任せられるようにしたから、義姉達は商会を継いでくれる金持ちの男を見つける必要がなくなった。下の義姉もきっと、すぐにいい人を見つけてくるだろう。二人とも素敵な女性だからだ。早苗の自慢の義姉達なのだ。

「ああ、結婚か。君の花嫁姿は見ておきたかった。理衣の時は私が二人の仲介をやったんだ。号ごう泣きゆうだったよ。鵜円を紹介したのは私だが……あの時は鵜円が憎にくくて仕方がなかったな。まったく、今から娘の結婚式を思うと本当に嫌いやになるよ。佳か莉りは年を取ってからできた子供だからね。できることなら手元から離したくはないんだが」

「あの、平祈様」

　言ってから、早苗は躊ちゆう躇ちよした。

　なんと言うべきだろう。

　早苗は以前、自分を佳莉だと思い込まされて男爵の屋敷でしばらく寝起きをした。偽いつわりのあの生活は、主人のいない家でままごとをしたようなものだ。謝しや罪ざいをするべきだった。

　けれど男爵はどこまで知っているのだろう。ルヴァインのいない場所で、この話は出すべきではないのかもしれない、と早苗は思った。

　平祈男爵は笑った。早苗が思っていた以上に、彼は頭の回転が速かった。

「ルヴァインが無茶をやったそうだね。別に謝る必要はない。君は何も悪くないんだ。むしろ迷惑をかけて申し訳なかった。彼のこの大陸での後見人は私だからね。代わって謝罪しよう」

「いえ。ルヴァインはもう謝罪をしてくれました」

　早苗は驚いて言った。

「ルヴァインは、平祈様にすべて話していたのですね？」

「というより、屋敷に謝罪文が置いてあったんだ。広兼殿下が私を探していると知ってね、何事かと思って旅行を中止して急いで屋敷に戻った。妻と娘の機き嫌げんを取るのが大変だったよ」

　平祈男爵は、早苗が淹れた茶に口をつけた。その仕草はひどく上品で、早苗は彼の人格を計はかりかねた。

　子供のように無邪気かと思えば、年齢相応の品も備えている。あの時ルヴァインが装っていたのは、後者の男爵だったのだろう。

「ルヴァインは、リアディウムによく似ている」

　早苗ははっとした。

「平祈様」

　彼は微笑んでいる。

「リアを拾った時、私は七つだった」
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　王おう伊いは新しら祢ねをそっと寝台に下ろそうとした。

　彼女は羽根のように軽く、このまま抱いていても彼にはさして苦ではなかったが、ずっとこの状態でも彼女が疲れるだろうと思ったのだ。けれど新祢は縋りつくように握にぎり締めた王伊の服を離そうとはしなかったので、彼は苦笑して彼女を抱いたまま寝台の上に座った。

　そして子供をあやすようにその小さな背中を撫なでる。

　彼女が落ち着くまで、一晩中でもそうしているつもりではあったのだが、新祢は思いのほか早く冷静さを取り戻した。

「……すまなかった」

　彼女は小さな声で言うと、そっと王伊から顔を離した。彼の服は濡ぬれていなかった。王伊は微笑む。

「泣いてよかったのに」

　顔色はまだ悪かったが、先ほどのようではない。王伊は新祢の頰ほおを撫でた。

「僕は君の前ではもう何回も泣いてる」

「そなたは涙もろすぎる」

「そうかもね。そして君は優しすぎる」

「なんじゃ、突然」

　新祢は言った。彼女の表面を覆う理性は先ほど慌てて作られたものでまだひどく脆もろい。王伊は蝶ちようのさなぎを暴あばく時のような慎重さでそれに触れた。

「君はいつも前を見ている。立ち止まったりはしない。その強さがどこからくるものか僕は知ってるよ」

「……」

「君のそれは周囲の誰かのためだ。かつては久く旺おうを、今は珀はく蓮れん達や僕を、悲しい気持ちにさせないよう、心配させないように前を見ている。痛むその足を前に踏み出し、血を流しているのに見ないふりをする」

「妾は……」

「ごめんね。僕達は……きっと君に甘えていたんだ。君の強さが眩まぶしくて、君の後ろを歩くのが心ここ地ちよかった」

　王伊は彼女の額ひたいに口付けをした。

「泣いていいんだ」

　彼がもう一度言うと、新祢は途方に暮れた顔をした。

「話して？」

　懇こん願がんするように耳元で囁ささやく。

　王伊は指先で触れるだけだった手のひらで、新祢の頰を包み込むようにした。その方が、彼女に温もりを伝えられると思ったからだ。

「妾は……二百年前のことを、すべては覚えておらぬ」

「普通じゃない？　僕だって、小さい頃のことなんて全部覚えてないよ」

「父上様は、妾のために魔術師を国に呼び寄せたのじゃ……」

　言ってから新祢は顔を伏せようとしたが、王伊はそれを許さなかった。あてた頰から手を離さない。そうしないと、彼女がまた黙だまって耐えるであろうことがわかっていたからだ。その悲しみを。

「王伊……」

　みるみるうちに、彼女の赤い双眸に涙がたまった。

「リアディウムはそう言った……妾のためにこの国へ来たのだと……。妾にはその意味がわからなんだ……。リアディウムが妾を訪れたのは結局その時の一度だけじゃ。妾は……」

　やがてそれは溢れ出て、この上なく綺麗な透明の雫しずくが頰を伝って王伊の指に触れた。彼女は小さく震ふるえている。

「妾はあの時その言葉の意味を追究するべきだったのじゃ……。意味を問うべきだった。そうすれば、父上様の愚おろかな行いを止めることができた。国と娘を天てん秤びんにかけるなど、やってはならぬことじゃ」

「新祢」

「王都から民を皆逃がしてまで……父上様が魔術を行おうとした理由が妾にはわからぬ……。国を失うということがどんなことか、民がどうなるか、考えなかったというのだろうか。そんなにも愚かな方であったのか。妾さえおらねば……父上様は……」

「新祢」

　王伊は少し強く彼女の名前を呼んだ。

　涙が次から次へと溢れてくる。彼は少し不安になった。まるで新祢が壊れてしまいそうだったからだ。こんな彼女を、彼は初めて見た。

「二百年前、君の父君は……国王は病びよう床しようの久旺を一度だけ見舞った」

　彼のその言葉に、新祢は息を止めた。

「久旺はずっと王にも王おう妃ひにも会っていなかった。彼らを嫌っていたからね。会って怒りを我慢できるとは思わなかった。新祢はずっと彼らの愛情を求めていたから」

　彼女の双眸に見慣れた悲しみが宿るのを王伊は叫びだしたいような気持ちで見ていた。

　珀蓮とは違う。新祢は、もう親の愛情を確かめられない。それが確かにあったのだとどんなに説明しても、本人がいないのでは証明もできないのだ。

　だから王伊は、この久旺の記憶をずっと新祢には話さなかった。広ひろ兼かね達にもだ。できることなら彼女には、二百年前のことなどすべて忘れて欲しかった。

「だからその日、部屋に現れたその国の王に久旺はひどく驚いた」

　また一つ、新祢の双眸から溢れた涙が王伊の指先を濡らした。その熱さが、王伊の心臓を焼く。

「王はただ、君の笑顔が見たかった」

　王伊は言った。

『今、この今こん生じようで見ねばわしは納なつ得とくできぬ。あれが屈くつ託たくなく笑う姿を……』

　あの王の背中を見た久旺の記憶を、あの時の狂おしい感情を、王伊はまざまざと蘇らせることができた。なぜ、と。

　新祢が求めているのはあなただったのに。

　彼女の屈託を取り払うことができたのはあなた達だけだったのに。

「君の言う通りだ。王は愚かだった。ひどい運命を背負って悲しんでいる君を見ることが我慢ならなかったんだ。自分達が愛してやるだけで君が本当に微笑むだなんて考えもしなかった。魔法を解くしか、その道はないと思ってた」

　新祢の涙は止まらなかった。

　これではまるであの物語そのものだ。王伊は新祢の頭を抱え込んで、強く抱きしめた。すると新祢は声を上げた。悲痛なその声に王伊の中の久旺が暴れだす。頭が締め上げられるように苦しかった。けれど王伊は我慢した。

　王伊は彼女が泣き疲れて眠るまで、ずっとその小さな身体を抱きしめていた。
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「父の仕事について沿岸の線コートへ行く途中だった」

　平へ祈き男爵は茶をまた一口飲むと、話し始めた。

「私は景色を見ているのが楽しくてずっと外を見ていた。今もまざまざと思い出せる……。私が国を出たのはそれが初めてだった。街道沿いに生はえている樹は濃い緑の葉を茂しげらせて、まるで歌う村娘のように揺れていた。そして東の国の領土に入った時に、私はその樹の根元に倒れている男を見つけた。驚いたよ。その男は髪の色が抜け落ちて目は宝石のようだった。後でそれが西大陸の人間の特徴なのだと知った。色素が薄いんだね。父は彼を沿岸の線コートの二の国へ連れて行くことにした。その方が、彼のためだと思ったからだ。当時リアディウムは、ほとんど言葉を口にしなかった」

「この大陸の言葉がわからなかったという意味ですか？」

　早さ苗なえは首を傾げた。

　そんなはずはないと思ったからだ。仮にも文化顧こ問もんとして海を渡った男が、渡航先の言葉をまったく話せないはずはないだろう。

「いや、こちらの言葉を理解はしているようだったが……。まるで、心が抜けてしまったようだった。生きようとさえしていなかっただろう」

　その時早苗が思い出したのは『赤セイ穏オン史し』だ。九く蠟ろうが書いた手記。彼もまた絶望の中森を彷徨さまよっていた。

「沿岸の線コートまでの旅は長かった。その間に彼、リアは、私とは二、三言くらいの言葉なら交かわすようになっていた。あれはたぶん……故郷に同じくらいの子供がいたんじゃないかな。彼はそう言わなかったけどね。彼は自分の話をしなかった。家族のこともだ。どうしてあそこに倒れていたのかも。私達はあえてそれを問おうとはしなかった。そして私と父は、彼を二の国の移民の集落に預けてすぐにそこから離れた。仕事があったからだ。私は彼とそれきりになるのが嫌だったから……ずいぶん懐なついていたんだね。リアは子供の扱いがうまかった。半年後に父の仕事が終わると、父に頼んで二の国に寄ってもらった」

　平祈男爵は早苗の反応を窺うように彼女を見て笑った。

「するとリアは見違えるように立ち直っていて、腕に子供を抱いていた。彼女は五つだった」

「五つ？」

　早苗は驚いた。

「え？　誰の……？」

「リアの子だ。彼自身がそう言った。私は信じた。彼女はリアによく似ていた……。目元が特に。早苗」

　平祈男爵は、優しく微笑んでいる。

「君の祖そ母ぼだ」

　時間がおかしいと早苗は思った。男爵がリアディウムと離れていたのは半年なのに五つの子供だなんて……。それではその子は男爵が彼に会う前に生まれていなくてはならない。

　でもいつ？

　早苗はそれを問いたかったが、男爵の笑顔を見て口をつぐんだ。

「君のお祖母様のことは理衣から何か聞いている？」

「少しだけ……」

　早苗は祖母を知らない。彼女が生まれた時にはもう亡なくなっていたからだ。祖そ父ふも同じ。二の国で死んだ彼らは、生しよう涯がいその移民の集落を出ることはなかったのだ。母はそれを憐あわれんでいた。

「彼女の母親は私も知らない。彼女をリアに渡して姿を消したそうだ。リアがそれ以上話さなかったから、私も聞かなかった」

　言ってから、男爵は目を伏せた。手に持ったカップを揺らす。その双眸は、遠く過去を見ていた。

　不思議な人だ、と早苗は思った。

　ひどく透明な雰ふん囲い気きを持っている。何者でも受け入れるし、何者にも侵食されない。

　彼が前にいれば、人はきっと容易く心を許すだろう。希け有うな才能だと言えた。

　彼は続けた。

「リアは一人で彼女を育てた……。それは愛情深くね。私は彼と彼の娘が気になって、何度かあの集落を訪れた。そして何度目かの時。私が、十四になった時だ。リアは私に告白をした。自分が何者なのか、あの森で、かつて何が起きたのか」

「平祈様」

　早苗は慌てて言った。

「私は、今それを聞くわけにはいきません」

　平祈男爵は目を丸くした。

「どうして？」

「新しら祢ねの話だわ」

「君はリアのひ孫だ。曾そう祖そ父ふの過去を聞く権利はある」

「いいえ……平祈様。あの、もし差し支つかえなければ……母の話をしていただけませんか？　私、実は母のことをあまり覚えていないのです」

　早苗は俯うつむいた。

　父や黄き臣おみ伯爵の語る母は、優しく頑がん固こで愛情深い人だった。彼女は知っていたのだろうか。

　自分の祖父が何者なのか。何を見たのか。あのおまじないを魔術陣だと知っていた？

　ふいに頭を優しく撫でられて早苗は驚いた。顔を上げると、男爵が小さな子供をあやすようにして笑っていた。

「理り衣いは」

　彼は言った。

「理衣はリアが故郷への手紙を書いていたことを知って、それを故郷へ届けようとした。それで私に連絡をしてきたんだ……。集落の誰も、リアの娘である理衣の母でさえ、彼がいったいどこから来たのか知らなかったからね。私はそれを預かって、イアス家に届くよう手配した。ありがとうと彼女は言ったよ。理衣は優しい子だった」

「父と母を会わせたのも平祈男爵だと聞きました」

「そうだ」

　彼は相好を崩した。

「でもあれは私にも予定外だったんだよ。私はただ鵜う円えんに言付けを頼んだだけだったのに……ふたを開けてみれば二人は結婚すると言いだす始末だ。理衣は鵜円のような男は嫌いだったはずなんだけどね」

「そうなのですか？」

「理衣は正義感の強い娘だった。それに引き換え鵜円は根っからの商人で、悪い言い方をするなら小こ賢ざかしかった。絶対に合わないと思ったよ。結婚してもすぐに別れると言いだすだろう、とね。でも彼らは驚くほど仲なか睦むつまじくて、君という素敵な宝さえこの世界に生み出した」

　彼女の頭を撫でていた手で、男爵はその頰の雫をそっと拭った。

　早苗は涙を止めようとはしなかった。

「母は幸せだったんだわ」

「それは間違いないことだ」

　脳裏に、微笑む母の顔が蘇った。

　彼女の注いでくれた愛情は、早苗の中に今もずっと満ちている。早苗はそれをこの腹の子に伝えたいと思った。

　愛情は受け継がれていくものだ。

　だからこそ今も、世界はこんなにも愛に満ちている。

「……ありがとうございます」

　早苗は言って笑った。

　広ひろ兼かねに、そして腹の子に、早く会ってこの気持ちを伝えたいと彼女は思った。
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「つまり、リアディウムは新しら祢ね姫に横よこ恋れん慕ぼをしていて、彼女を独ひとり占じめしたかったからわざと魔術を失敗させた、と？」

　広ひろ兼かねは渋じゆう面めんでルヴァインの話を繰り返した。

「そうとしか解釈できません。赤い双眸は新祢殿のことで間違いがないでしょう。リアディウムは彼女を目覚めさせたくなどなかったんですよ。彼女には恋人がいたのでしょう？　目覚めたら彼女は人のものだ。それが我慢ならなかった。愚かしいの一言につきますね。ほとんど完成していた魔術を……よりにもよってそんな邪よこしまな理由で放ほう棄きするなんて、考えられません。馬鹿ですよ馬鹿」

　リアディウムの手紙を暗誦し、その内容に言及し始めたルヴァインは話しながら頭に血が上っていったのか顔を赤くして怒っている。

　広兼は大きく息を吐いて髪の毛を乱暴に掻かいた。

「だがそんなに好きだった女を、どうして置いて森を出た？」

「良心の呵か責しやくでしょうね。滅んだ国を見て自分のしでかしたことが恐ろしくなったのでしょう。イアス家の恥はじです。どうしてこんな男が、有望な魔術師だと言われていたのか……」

　どうにもルヴァインは自分の家のことが絡からむと客観性に欠けると広兼は思った。協力的になったのはいいが、このことに関しては自分一人でゆっくりと考えた方がいいだろう。

　そう考えた賢者の王子は、ルヴァインに持っていた書類の裏に手紙の文章を書かせ手を振った。

「もう寝ていいぞ」

「あれ？　でも魔術陣がいったいどこにあるのか考えなくてもいいんですか？」

「大丈夫だからお前はもう休め」

　重ねて言うと、魔術師は大人おとなしく部屋を出て行った。

　室内に一人になった広兼は、ルヴァインの字が綴つづられた紙を手に持って背もたれに体重を預けた。流れるようなその文字は、西大陸のものである。先ほどの暗誦も西大陸の言葉のままだった。おそらくそこまで教養のない官が聞いたところで意味はわからなかっただろう。

「『あの赤い双眸を自分だけのものにしたかった』、ね……」

　広兼はひっかかりを感じていた。

　違和感があるのだ。それを捕まえられれば、話は早いはずだった。

　赤の国の管理書類。その中には人だけではなく、王宮内に仕入れられた物資も記録されていた。王から渡されたその書類は、八年分あった。つまり、西大陸からの客人を迎えた年から始まっている。

　ルヴァインの言うように、これが今の彼らにとって意味のない書類だとは広兼にはどうしても思えなかった。賢者の王が、そんな無意味なことをするとは思えない。答えがあるはずだ。

　何か。どこかに。

「……ああ」

　彼は嘆たん息そくした。

「早さ苗なえに会いてぇ」

　限界だ。

　持っていた紙を放り投げ、天井を仰あおいで両手で顔を覆う。

　妻と離れてもう一ひと月つきが経つ。彼女に宿った新しい命のことを思うと、彼はもう止められなかった。

「早苗に似た娘だったらどうしよう……。いつか嫁よめにやんのか？　ありえねぇ。絶ぜつ対てぇやだ。断固阻そ止しする。あーもー間違いなく可愛いし。誘ゆう拐かいとかすげぇ気をつけねぇと。王族ってだけでもあれなのに……。まぁ魔女だから自分の身くらい自分で護れるか？　それだったらまぁ少し安心だけど。媒ばい介かいなんにするかよく考えて……手ぇ出してくる男を燃やし尽くせるような魔法使えるようにしねぇとなぁ」

　もしここに珀はく蓮れんがいたら微笑んで「馬鹿？」と罵ののしっていたところだろう。だが賢者の王子は本気だった。

「今なら北の馬鹿王の気持ちも少しわかるな。閉じ込めたくなるよそりゃ。変な貴族に手ぇ出されそうになったらその貴族ぶっ殺して誰にも見えないところに隠すよ。当然の措そ置ちだな。うん。ああ、そうだな。いっそのことどっか田舎いなかに離宮建ててそこに家族三人で暮らすってのも……」

　そこまで彼が妄もう想そうを膨ふくらませた時だった。

「……」

　賢者の王子は黙り込んだ。

　今、何かを摑んだ気がする。糸口だ。思考の。答えに繋つながる道の入り口。

　彼はがばりと身体を起こした。卓の上と床に散乱している書類の中から、目当てのものを探さぐり当てる。そこに羅ら列れつされている数字や文字を目を動かす速さで頭の中に打ち込んでいく。

　頭の中に俯ふ瞰かん図ずを展開した。

「……そうか！」

　彼は言った。そして先ほど寝ろと言って下がらせたばかりの魔術師を呼ばせるために、部屋から顔を出して人を呼んだ。







　４　魔術の解約







　結局昨日の晩ばん餐さんの席には早さ苗なえと珀はく蓮れん、鳥とり代しろの三人しかいなかった。

　王おう伊いと新しら祢ねは部屋から出てこなかったし、平へ祈き男だん爵しやくはやはり体調が戻っておらず、早苗と話した後は部屋に戻って休んでしまったからだ。

　領主の屋敷からやってきた使用人は優秀で、昨晩の食事は文句なく美お味いしかったし、今け朝さも早くからこの森の塔にやってきて朝食の準備をした。けれど今度も平祈男爵の分が増えただけで、王伊と新祢はまだ部屋で休んでいるようだった。

　珀蓮は昨晩からずっと機き嫌げんが悪い。

　理由はわかっていた。新祢達が心配なのだ。こういう時、早苗のように素直に心配を口にせず、ただ不ふ愉ゆ快かいそうに黙だまり時に珍ちん客ちやくである平祈男爵を睨にらみつけるだけの彼女を、可か愛わいらしいと思ってしまう自分は本当におかしいかもしれない、と鳥代は思った。

　食事中は当たり障さわりのない世間話に終始した。

　広ひろ兼かねがいればそんな日常会話の中でも何かしらのさぐりを入れたかもしれないが、鳥代はそんな高等な交渉術は持ち合わせてはいなかった。

　だが食事が終わった後に、出てきた茶を一口飲んでから、平祈男爵は唐とう突とつに言った。

「正直に申し上げましょう。私は賢けん者じやの王陛へい下かの命めいでここに来たのです」

「……」

　鳥代は呆然とした。

　突然いったい何を言いだすのだ。彼は持っていたカップを置いて、注意深く男爵を見た。

「……賢者の王の？」

「そうです。きっと、私の力が必要になるだろうからと」

「あなたの力？　なんのことです」

　鳥代は男爵の意図を計りかねた。

「私がどうやって地下の壁を壊したか……おわかりではないですか？」

　彼は息を呑んだ。

「……」

　魔術。

　昨日の晩餐の際に、鳥代は早苗から平祈男爵とした会話のことを聞いていた。やはり平祈男爵はリアディウムと面識があったのだ。それどころか友人だったと言ってもいいかもしれない。

　となれば平祈男爵には魔術を学ぶ機会があったのだ。それも魔術師から直接に。

「……あなたは、魔術を使えるのか」

　鳥代が注意深く問うと、平祈男爵は微笑んだ。

「早苗からお聞きになったでしょう？　鳥代殿下。リアディウムはよく、周囲の子供をあやすために魔術を使っていた。私はそれを少し教わっただけです。その後は独学ですが……王陛下は、私が自分の魔術を向上するための資金は惜しまないとおっしゃってくださった」

『平祈男爵の部屋に赤穏織の本があったわ』

　と昨日、珀蓮は思い出したように言った。赤穏織の図柄はすべて魔術陣に繋がっている。

　鳥代は首を振った。

「……あなたが魔術を使えることはわかった。だがどうして賢者の王はあなたをこちらに？」

「『暁の姫君』がいらっしゃった部屋……あそこに少女が寝ていましたね」

　鳥代は慄然とした。

「彼女は魔女だ。そしてそしてその身体を魔術に蝕まれている。違いますか？」

　がたりと立ち上がったのは珀蓮だった。彼女は目を吊り上げている。

「お前にあの魔術が解けるの？」

「待て。陛下は彼女が誰なのか……ご存知なのか？」

　鳥代は手を伸ばして珀蓮を制した。そして問う。

「北の王陛下はさぞかし心を痛めておいででしょう」

　それが答えだ。鳥代は天井を仰いだ。

　そしてあらためて賢者の王を恐ろしく思った。

　すべて筒抜けではないか。広兼が話したとは思いがたかった。情報をひけらかすようでは賢者は務まらない。

　この三国の内で起きたことで、かの王が知らないでいることなどないのではないだろうか。

　まるでその手のひらの上で踊らされているかのような脱力感が、一瞬鳥代を襲って彼はため息をついた。

「我が王は……もう何十年も前になりますが、私にこの森にかかった魔術の研究を命じられました。長い時間をかけて調べて、私が出した結論は一つです。魔術を解くためには少なくとも三人の魔術師が必要になる」

「……賢者の王は、あの森の魔術を解こうとされていたのか」

　鳥代が言うと、平祈男爵は困ったように笑って首を傾げた。

「憶測から理論を立ち上げることはできても、実際それに触れられないのでは意味がない。森に踏み入れられないのでは、私達にはどうしようもなかった。……すると突然、《赤い森》の魔女殿が森の魔法を解くことになった」

　今年の春迎祭イビターの後だ。魔女に拉致され殺されかけたことを不問にする代わりにと、鳥代がその条件を出したのだった。

「私と王は慌てましたよ。《赤い森》の魔法は魔術から森の外を護るためのものだった。それを解いては時間の魔術が溢れだして、二百年前の悪夢が蘇ってしまう……。そう思いました。けれど実際にはそうならなかった。《赤い森》の魔女殿がその慈悲深さでもって、魔術そのものを自分の中に取り込んだからです。そしてその後だ。まるで運命に導かれるよにして、ルヴァイン＝イアスが広兼殿下の前に姿を現した。我が王はその時、あの森のことは広兼殿下に解決させるのだと決められたのです。……珀蓮様、どうぞお座りください」

　平祈男爵に促うながされ、珀蓮は一瞬男爵を睨みつけてからしぶしぶと椅子に座った。

　男爵は続けた。

「北の国で起きたことから、我が王は魔女殿が限界に近いこと、それに王伊殿下が魔術を使えることを知った。つまり魔術師が、私を含め三人揃ったのです。だから私に戻ってくるよう命じられた。……実は私が家族と旅行に出ていたのも王陛下に命じられたからなのですよ。私はこの件に関して、いわば鍵となる人間だった。王陛下はその鍵を隠されたのです」

「どうして……」

「陛下はすべて計算して動かれています。私ごときにその頭の中は窺うかがい知れませんが……、おそらく広兼殿下の成長を思われてのことではないでしょうか？　陛下は、殿下方が考えられているよりもずっとご自分のご子息を愛しておいでですから」

「広兼が聞いたら卒そつ倒とうしそうだ」

「そう言えば殿下方がひどく嫌いやな顔をするのはご存知ですから、取っていらっしゃるのですよ。老後の楽しみに」

　鳥代は今度こそ思い切り顔をしかめた。

　その屈くつ折せつ具合が女性を引きつけるのだろうか。

「変態ね」

　珀蓮が隣に座る自分にだけ聞こえるくらいの声でぼそりと言った。

「リアディウムのことも陛下はご存知なのですね」

「もちろん」

「男爵は葫ゆうがお殿の身体の中にある魔術陣がどこにあるかをご存知ですか？」

　問いを口にしながらも、鳥代はその答えをわかっていた。男爵が賢者の王の命令でここへ来たというのなら、それは解答を持ってきたわけではない。解答へと導くためのための手がかりかあるいは、すべて自分の手の内なのだということを知らしめるための牽けん制せいにすぎない。

　平祈男爵は少し申し訳なさそうに微笑んだ。

「知っています。けれど私はそれを口にするわけにはいかない。待ちましょう。広兼殿下が答えを持って帰っていらっしゃるはずです」

　破は魔まの王子はうんざりとした。

　こんな試されるような真ま似ねばかりされて育つから、賢者の王子は皆どこか歪ゆがんで育ってしまうのだ、と彼は思った。
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　北の国を出てから広ひろ兼かねが鳥とり代しろ宛に出した封書には、紙を二枚入れていた。

　一枚は葫ゆうがおの鏡を探せという指令書だが、もう一枚は魔術陣だった。ルヴァインが嵐らん座ざ公爵の屋敷で使った転移の魔術陣の簡易版だ。

　それが発動する条件には三つあって、双方にその魔術陣があること、双方に魔術師がいること、そして魔術師の能力に応じた距離内であること、がそれである。

　最初の二点については問題ない。向こうには王おう伊いがいるし、魔術陣を発動させる時間、つまり彼らが戻る時間はあらかじめ手紙に書いていた。

　今日の二の鐘かねが鳴る時間だ。

　賢者の王子と魔術師は馬を疾しつ駆くさせていた。

「くそ！」

　彼は悪あく態たいをついた。

「あのクソ親父おやじ！」

　彼らが辿たどり着かなくてはいけない村まではまだ距離があった。予定の時間に間に合わせるためには、一時も休むわけにはいかなかった。

　予定が狂くるったのは今朝だ。

　答えを見つけ、早めに王宮を発たとうとした広兼を国王が呼びつけた。そして昨日彼が提示した事業の提案書を提出しろと言ったのだ。

『は？　もちろん出すよ。でも今は時間が……』

　もはやこの国に用はない今、広兼は一刻も早くあの塔に、もとい早さ苗なえのもとに戻りたかったのだ。

『馬鹿かお前は。対等の取引だと言うのなら正式な提案書を作ってから国を出ろ。俺の手元に何も残さずに行くつもりならそれは詐さ欺ぎだ。捕ほ縛ばくするぞ』

　言うことはもっともだった。広兼は怒りで沸ふつ騰とうしそうな頭をなんとか押さえつけて、大急ぎで提案書の作成にかかったのだ。

　あの国王を納得させるためには、きちんとした文ぶん献けんや数値を引いてこなければいけない。彼は蔵書管理の文官を容よう赦しやなくこき使って、予定よりも大幅に遅れた時間に南の国を出発した。

　かなりの急ごしらえの提案書なので、おそらく後から殺意を覚えるほどに難なん癖くせをつけられるだろう。それでも広兼は妻の笑顔を思い浮かべて馬を走らせていた。

　この魔術陣を使わなければ塔には地道に街道を行って戻らなければいけない。どんなに急いでも四日はかかるだろう。広兼の記憶が確かなら、街道事業のための調査団がやってくるのは三日後だ。間に合わない。

「てめぇ、ルヴァイン！　どうにかならねぇのかっ！」

　広兼は馬を走らせながら怒ど鳴なった。

「無理、です、よっ！　最初に、言った、距離、だって、僕の、限界、なん、ですっ！」

　魔術師は舌を嚙かまないように注意しながら答えた。ルヴァインはほとんど馬にしがみついている。あまり乗り慣れていないのだ。

　広兼は盛大に舌打ちをした。

　今はただこの道を急ぐしかない。

　汗の浮かんだ額ひたいを、ひんやりとした風が撫なでた。
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　目が覚めると隣に王おう伊いがいて、彼はじっとこちらを見ていた。

「……なんじゃ」

　新しら祢ねは声を出して驚く。ひどい声だ。嗄かれている。彼は微笑んだ。

「君が可愛いなと思って」

　新祢は顔を赤くした。

「阿あ呆ほうが……」

　周囲は薄暗い。

　新祢はなぜ自分の声が嗄れているのか、目が腫はれぼったいのかはすぐに思い出した。するとひんやりとした手が瞼まぶたの上に置かれる。塞ふさがれた視界の中、柔らかな感触が額に落ちた。

「おはよう」

　彼の声はどこまでも優しい。

「ああ……。早く、起きねばな。朝食の時間であろう？」

「大丈夫。ゆっくりしていいんだよ。朝食の時間はとっくに終わってる。さっき一の鐘が鳴ったとこだ」

「なんじゃと！」

　新祢はがばりと起き上がった。寝台に横になったまま驚いたように目を丸くする夫に、新祢は怒鳴った。

「昼ではないか！　なぜもっと早く言わぬ！」

「え？　別にいいじゃない。何か用事があるわけでもないし……」

「鏡を見つけねばならぬじゃろうが！　それに広兼が戻るのは二の鐘ではなかったのかえ？」

　王伊は笑った。

「ああ、鏡なら、大丈夫。早さ苗なえさんが見つけてくれたよ。それに二の鐘まではまだ時間がある。もっとゆっくりしても大丈夫だ。それともお腹なかがすいた？」

　新祢は拍ひよう子し抜けした。

「鏡が見つかった？」

「うん。やっぱり、魔女が落ちてたところにあったよ。今は早苗さんが持ってる」

「なんじゃ……」

　そうか、と言ってから新祢は「男爵は？」と彼に聞いた。

「さぁ」

「……そなた、いつから起きておった」

　新祢は目を細めて王伊を見た。彼は寝台の上で頰ほお杖づえをつく。そしてくるくると表情の変わる妻を、愛いとしげに見つめた。

「鳥とり代しろのところの使用人が朝食に呼びに来たんだけど、その時にはもう起きてたかな」

「そなたは朝食を食べておらぬのか？」

「君を一人にするはずがないでしょう？」

　ということはずっと寝顔を見られていたということか。新祢はどこかに隠れたくなった。

「そうか……では昼食を食べようか」

　新祢は寝台から下りようとした。

「新祢」

　しかしぐいと腕を引かれて再び敷しき布ふの上に倒れ込む。

「王伊！」

　彼女は抗議の声を上げた。

　気がつくと、彼の顔は驚くほど近くにあった。目が覚めた時よりももっと近い。息がかかる。

「気分はどう？」

　彼は聞いた。

　間近で見て、その双そう眸ぼうが揺れていることに新祢は気付いた。昨晩の醜しゆう態たいが脳のう裏りに蘇よみがえる。あんなふうに声を上げて泣いたことなど、二百年以上生きてきて、一度もなかったのだ。

　新祢は微笑んだ。

「もう大丈夫じゃ」

　言ってから、彼女は昨日彼が言っていたことを思い出した。

「別に、そなたを気遣って言っておるわけではないぞ。本当に、もうそなたが心配することはない。憑つき物ものが落ちたようじゃ。……リアディウムが妾わらわに伝えたかったことというのも、冷静に聞けるじゃろう」

「そんな話、聞かなくてもいいと僕は思うよ。リアディウムは過去の男だ。君が生きているのは今なのに」

　新祢は少し怒ったような彼の声に、その頰ほおをそっと撫でた。

「じゃが過去がなくては今の妾もおらぬ。知らなくてはならぬだろう。王伊……妾は王の娘なのじゃ」

　王伊が目を瞠みはる。

　その表情が子供のように見えて、新祢は笑った。

「愚おろかで、不器用であった父上様の残した結果を、妾は知らねばならぬ。それから逃げては、妾は一生の笑い者ぞ」

　囁ささやくようにそう言うと、彼は泣きそうに顔を歪めた。

「君にはずっと僕がいる。忘れないで……。愛してる」

　新祢は息を吐いた。

　目め頭がしらが熱くなる。あんなにも泣いたのに、涙はまだ溢あふれてこようとしている。

　けれど今胸を満たすのは叫びだしたくなるような幸福感だ。

　彼女は涙を我が慢まんして彼の頰に口付けた。

「妾もそなたを愛している。ありがとう王伊。そなたがおらねば、妾はとっくに壊れておった」

　西の王子は優しく笑った。すると新祢の腹がきゅう、と可愛らしく鳴いたので、彼女は顔を赤くした。
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「……まずは昼食じゃ」

「うん。お腹がすいた」

「ああ……しまった。服が」

　新祢は自分が昨日の部屋着のままだったことに気付いてがっかりした。王伊がくすくすと笑う。

「ごめんね。脱がしてもよかったんだけど君を起こしたくなかったから、釦ボタンだけ外して下着の紐ひもは緩ゆるめたんだけど、寝苦しかった？」

　彼女の顔がさらに赤くなる。まったく情なさけない。まるで子供のようではないか。

「隠れたい……」

　新祢は自分が耳まで真っ赤になっていることを自覚したので両手で顔を覆おおった。王伊の温かな手がそっと耳を撫でる。

「いいよ。じゃあ僕は湯の準備をしてくるから君は好きなだけ隠れておいで、僕の眠り姫」

「ええい、黙れ！」

　新祢は叫んだ。

　恥はずかしすぎて泣きそうだ、と彼女は思った。
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『知っています。けれど私はそれを口にするわけにはいかない。待ちましょう。広ひろ兼かね殿下が答えを持って帰っていらっしゃるはずです』

　平へ祈き男爵がそう言った時、珀はく蓮れんはもう少しで『つべこべ言わずに言いなさい！』と怒鳴りつけるところだった。

　けれど前日鳥とり代しろに頼むから大人しくしていてくれと頼み込まれたことを思い出してぐっと我慢した。魔女のせいで北の国を強制的に出しゆつ奔ぽんさせられてからいろいろなことがあった。自分のこの気の短い性格がたとえば交渉などの場において不利になる場合があることはもう理解していた。

　朝食の後、鳥代は仕事をすると言って執しつ務む室代わりに使っている部屋に戻り、早さ苗なえは葫ゆうがおのもとへ行った。平祈男爵は塔の中を探たん索さくする許可を鳥代にもらっていたので、またその辺りの罠わなにひっかかっているのかもしれない。歴史学者としては、やはり二百年前に建てられたこの塔は興味の対象になるのだろう。

　当面の課題だった魔女の鏡は早苗と王おう伊いが見つけたという。

　することがなくなった珀蓮は、中庭に出た。

　太陽は中天に昇り、けれど季節柄決して暑くは感じない。心ここ地ちよい陽気だ。

　珀蓮は少し躊躇ためらってから、思い切って草の上に横になった。ちくちくとくすぐったい感触に身を捩よじったが、目を瞑つぶると視覚以外の五感が鋭えい敏びんになる。森の音。陽光の温ぬくもり。瑞みず々みずしいこの香りは草木の香りだろうか。

　森は秋の気配に満ちている。

　あの宮の外で、こうして季節の移り変わりを見ることができるなんて、思いもしなかったことだ。

　北の国での出来事から、珀蓮は何度か母について考えた。

　連れん理り。狂くるっていたとばかり思っていた母。

　そうではないと鳥代が言った。

　狂ってなどいなかった。

　母が美しい娘を生むために呼んでいたのだと思っていた占い師は、母の昔の恋人だった。母は彼と別れて、父の妻になったのだ。

『あれは私の孤独に気付いていた』

　事件が一段落した後、珀蓮は王に呼び出された。何用かと警けい戒かいした彼女は、王がかつての妻の話を始めたので驚いた。

『お父様……』

『お前はあれによく似ている。強く美しく誇ほこり高い。連理が生きていたなら、お前を自慢に思ったことだろう』

『……お父様は、お母様を愛していらしたのですね？』

　珀蓮は聞いた。すると彼は、顔を歪めて笑った。

『残ざん酷こくなことを聞く。愛していても、あれは戻ってはこないのだ』

　初めて見た父の、ひどく傷ついたような顔を珀蓮は忘れられなかった。

　父はまだ連理を愛しているのだ。珀蓮はそう思った。そして葫を求めているのも本当だろう。北の国の王は、まるで子供のように自分を抱きしめてくれる腕を探している。

　きっと誰もがそうなのだ。

　生まれ落ちたその瞬間から、他者の庇ひ護ごを必要としている。

　一人で生きていくことなどできない。たとえ異能を持つ魔女だとしても……。

「珀はく御ご前ぜん？」

　珀蓮は目を開けた。

　視界には誰もいない。彼女はゆっくりと身体を起こして振り向いた。

「王伊」

　西の国の王子は、調理場へと続く勝手口の前に立っていた。服は昨日着ていたものの上着を脱いだだけで、少し長めの髪は無造作に後ろで結ばれていた。彼は珀蓮が起き上がったのを見てこちらに歩み寄ってくる。

「一人で日につ光こう浴よく？　鳥代達は？」

「新しら祢ねは？」

　珀蓮は彼の質問を無視して聞いた。

「どうしているの？」

　あと数歩の距離で王伊は立ち止まった。新祢に対しては必要以上に触れたがるこの男は、けれどそれ以外の人間に対しては節度ある距離を保たもっている。

　王伊は笑った。

「起きてるよ。もう大丈夫だ」

　珀蓮はほっとした。王伊がそう言うなら噓うそではないだろう。

「そう……」

「珀御前が誰かの心配をするなんてね」

「安心なさい。あなたが泣こうが喚わめこうがわたくしは一向に構かまわなくってよ」

　言いながら、珀蓮は立ち上がった。服についた草をはたく。全身が、まだ心地よい温もりに包まれている。

「ありがとう」

　王伊は言った。

　珀蓮は怪け訝げんそうに眉を上げた。

「なんだかぞっとするわね。あなたに礼を言われると」

「素直に受け取って欲しいな。本当に感謝してるんだ。あなたと早苗さんには」

「新祢のために？」

「もちろん」

　王伊は肩をすくめた。

「彼女の幸せが僕の幸せだ」

　珀蓮はため息をついた。

「悪いけど、あなたのその夢見がちな台詞せりふが私は好きではないのよ」

「奇き遇ぐうだね。僕もあなたのその傲ごう慢まんさはどうしても好きになれない」

「まぁ。気が合うようで嬉うれしいわ」

　彼女がにっこりと笑うと、王伊は両手を上げた。

「実は喧けん嘩かを売りにきたんじゃないんだ」

「……新祢が起きているのなら食事をさせてあげてちょうだい。転移の魔術陣を使うのは……二の鐘よね？」

　広兼は転移の魔術陣を使ってこの塔に戻ってくるらしい。原理はよくわからないが、王伊はこちら側で広兼達を牽けん引いんするような役目をしなくてはいけないようだ。

「うん。食事はもう頼んできた。今は湯を用意してもらってるんだ」

　それで調理場から現れたのだ。調理場には使用人がいるはずだった。

「珀御前は一人で日光浴してたの？」

「ずいぶんと他人に興味を持つようになったのね」

　珀蓮は少し嫌いや味みっぽく言った

　初めて会った時、王伊は珀蓮に対して欠片かけらも興味を示さなかった。だから実は、こんなふうに二人で話すのも初めてかもしれなかった。

「あなたは僕の妻の友人だし、僕の友人の恋人だからね」

「とても失礼な理由だわ」

「あなた本人にも興味はあるよ」

「へえ？」

　珀蓮は笑ってみせた。やはりどうにも、この男とは仲よくなれそうにない。基本的に珀蓮は、自分と似た考え方をする人間が好きではないのだ。

　王伊は言った。

「新祢のために怒ってくれてありがとう」

　珀蓮は驚いた。

「なんですって？」

「結構前だから、あなたは覚えていないかもね。でも僕は、新祢のためにあなたがあの魔女に怒ってくれたことが嬉しかった」

　魔女に怒った？　いったいいつの話だろう。珀蓮は覚えていなかった。つい最近、新祢を侮ぶ辱じよくされて父に怒ったことはあった。王は驚いていた。それはそうだろう。自分に友人ができるなんて、一年前の彼女自身だって信じなかったに違いない。

　王伊はふと笑うと、「じゃあ、邪魔してごめんね」と言って踵きびすを返した。

「王伊！」

　珀蓮は声を上げた。彼は立ち止まり、不思議そうな顔で振り向く。まさか呼び止められるとは思っていなかったのだろう。

「鳥代を助けてくれてありがとう」

　珀蓮は言った。

　そういえば、礼を言っていなかったのだ。彼女の恋人は彼の魔術で救われた。

　すると、軍人の王子は今まで珀蓮が見たことのないような柔らかな笑顔を見せた。

「どういたしまして、珀蓮」

　珀蓮は少し呆ぼう然ぜんとした。あんな無防備な笑顔を向けられるとは思っていなかったのだ。王伊は変わった、と昨夜寝る前に鳥代が言っていたが、こういうことなのだろうか。

　彼が調理場の勝手口に消えてから、北の王女は息を吐いた。調子が狂うわ……、と彼女は空を見上げる。

　抜けるような青空が広がっている。早苗の色だ。

「え……？」

　その時珀蓮は自分の目を疑った。

　目を覆うような青い空が、ぐにゃりと歪んだ。

「王伊！」

　彼女は叫んだ。
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　早さ苗なえは視界の端で寝台の上の少女が身じろぎをした気がしたので編み物から顔を上げた。

　幼おさない姿をした魔女は無防備に眠っている。早苗はそっと手を伸ばして、魔女の頰に触れた。そのひんやりとした感触が最初は不安だった。けれど確かめれば息をしている。

　彼女が今編んでいるのは産うぶ着ぎだ。彼女は子供が生まれるのが楽しみだった。

　男の子だろう、という密ひそやかな予感がしている。

　葫ゆうがおを助けるために魔法を使ったこの子は、とても力強かったからだ。

　魔女であるこの子の運命は決して平へい坦たんなものではないだろうが、その分たっぷりと愛してやればいいのだと早苗は思っていた。

　葫を見ていればわかる。

　魔女は異能だが、その性しよう根ねまで、人と違うわけではないのだ。

　魔女といえど愛情は必要で、心の奥底ではそれを求めている。ただ生きる時間が違いすぎるから、人のそれではなかなか満たされないだけなのだろう。

　葫が夜よる花はなと呼ばれた時のように、ただ一度でも、なんの屈くつ託たくもなく愛情に満たされた経験があればそれは変わる。早苗はそう確信していた。

「いい子ね……」

　早苗はまだ大きくなる様子を見せない腹を撫でた。その時自分の胸元に見覚えのある銀の鎖くさりを見つけて、彼女は「そうだわ」と思い出した。

　魔女の鏡だ。

　森で見つけたそれを、彼女はなくさないように自分の首に下げていた。編み物を一度近くの水差しが置いてある卓たくの上に置いて、首の後ろに手を回して留め金を外す。

　しゃら、と音がして服の下に隠していた鏡の部分が現れた。

「お義か母あ様、お返しするわ」

　早苗はにっこりと微笑んで、その首飾りを眠る魔女の首につけた。葫の首には、すでに華きや奢しやな鎖がぶら下がっている。その先についているのはかつて広ひろ兼かねが買ってあげたという手鏡だ。

　彼女はその二つの鏡を、そっと魔女の小さな胸の上に並べた。

「早く起きて、お義母様……。皆心配しているわ」

　早苗がそう言った時だった。

　かしゃん！　と何かが割れた。
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　新しら祢ねは部屋から飛び出した。

　廊ろう下かを走り階段を駆かけ下りて、中庭に飛び出す。

「何事じゃ！」

　中庭の、少し奥の方に珀はく蓮れんと王おう伊いがいた。彼らは二人とも険けわしい顔で空を見上げている。新祢もちらりと上を見た。

　歪んでいる。空が。

　部屋から窓の外を見ていた彼女は、この異変に気付いて飛び出したのだ。

　新祢が近くに来ると、王伊は素早く言った。

「新祢、使用人達に塔から出ないように言うんだ。珀蓮は鳥とり代しろを呼んできて。これは……たぶん、おかしいのは外だ」

　二人は頷うなずくと、素早く塔の中に戻った。新祢は調理場に飛び込んで、その場に使用人が二人ともいたことに安あん堵どした。

「あ、新祢様。どうかされたんですか？　今、王伊様が珀蓮様に呼ばれてまた外へ……」

「そなた達二人は妾がよいと言うまでここから動くな！　決して外へ出るではないぞ!!」

　そう言いつけてから、調理場を後にして走った。目当ては葫ゆうがおの部屋だ。

　早さ苗なえがいるはずだ。彼女は嫌な予感がした。

　部屋の扉とびらは開いていた。そこに飛び込む前に、すぐ横の穴に目をやって新祢は息を呑のんだ。それはかつて、葫が開けた穴だ。冬になる前に塞ふさがなくてはと言いながらも、夏場は涼すずしいからとそのままになっていた。

　その穴の向こうに見る森が歪んでいた。

　まるで空間がねじれているかのようだ。

　空がおかしかったのではない。この、塔の周囲に異変が起きている。

　葫は踵を返した。扉が開いたままの部屋に飛び込む。寝室へと続く扉の向こうに、男が立っているのが見えた。

「平へ祈き男爵!!」

　それが誰かわかって新祢は叫んだ。

　そして同時に、その室内の空気を感じ取って持っていた疑念が確信に変わる。彼女は平祈男爵のすぐ後ろに駆け寄って悲ひ鳴めいを上げた。

「早苗！」

　男爵の腕の中で、早苗がぐったりと目を瞑っていた。

「大丈夫、気絶しているだけです。それよりも……」

　男爵の視線の先に目をやって、新祢はやはりと唇くちびるを嚙かんだ。

　葫だった。

　部屋の中には魔力が充満している。魔力がわからない者であっても入るのが躊躇ためらわれる密度だ。そして新祢は、寝台の中にいる魔女をその視界の中にとらえた。

「葫！」

　魔女は変化していた。

　めまぐるしく、その容姿を変えている。ほんの幼い幼児になったかと思うと、十歳半ばほどの少女になり、そして老婆にもなった。急激すぎる。いくら魔女の身体でも壊れてしまう。

「葫！　やめるのじゃ!!」

　彼女は寝台のすぐ側の床の上に落ちている首飾りを見つけた。

　おそらく早苗が座っていたのであろう椅子が倒れている。その首飾りが葫の鏡だと、すぐにわかった。そして鏡は割れていた。

　やはりそうだ。

　魔法が解とけてしまったのだ。

　新祢はぞっとした。

　葫が、森の魔術を自分の中に閉じ込めるために使った魔法。それが解けてしまった。魔術は森の中に逆戻りして、今にも森の時間を狂わそうとしている。葫はそれに抵抗しているのだ。魔法が解けてなお、魔術を自分の中に閉じ込めようとしている。だから魔術はいまだ塔の周りに留まって、あんなふうに空間を歪めるまでに凝こごっているのだ。

　そして強引なそれに魔術が暴れている。

「葫！」

　新祢は叫んだ。

　このままでは葫の身体が壊れてしまう。

「『暁の姫君』」

　平祈男爵が落ち着いた声で言った。新祢はその声で、幾いく分ぶん冷静さを取り戻した。

「あなたも魔女ですね。彼女を護まもってあげてください。私はこの森の魔術を解く。王伊殿下は？」

　新祢は驚いた。

　彼女の驚きに気付いて、彼は微笑む。

「王伊殿下は魔術で鳥代殿下を救った。そうでしょう？」

　この男はすべてを知っている。新祢はすぐにそう理解して答えた。

「中庭に」

　平祈男爵は頷くと、早苗を抱えたまま走っていった。新祢はそれを振り返らずに、前を見み据すえて一歩足を踏み出した。むせ返るような魔力の渦うず。

　けれど彼女はひるまずに両手を前に出す。

　新祢は微笑んだ。

「そなたはまた怒るじゃろうな……」

　葫の魔力を利用するのは初めてではない。彼女は二百年間、この魔力の中で眠り続けたのだ。

「正直驚いたぞ。そなたがそこまで、この森を……妾達を護ろうとするとはな」

　言って、二百年前の王女は目を瞑った。





[image: ]






「ちょ、っと、まっ、て！　ください！　殿下！」

　ルヴァインの静止の声で広ひろ兼かねは馬を止めたが、魔術師は広兼よりもずっと先に行ってからやっと馬を止めることができた。手た綱づな捌さばきが未熟なのだ。広兼は馬を小走りにしてルヴァインに駆け寄る。

「どうした」

　魔術師は肩で息をしていた。表情はどこかぐったりとしている。

「魔術陣が……呼ばれています」

「何？」

　彼は飛び降りるようにして馬から下りると、懐ふところから紙し片へんを取り出した。広兼もまた馬を下りて彼に駆け寄る。

　広兼から見れば、その紙片に描かれた魔術陣にはなんの異変も感じられなかった。

「呼ばれてるってどういうことだ？」

「そのままの意味ですよ。向こうで僕達を呼んでる。……でもおかしい。王おう伊い殿下に、こんなに強く牽引できる精霊力があるなんて……」

「なんだ。とにかく今なら向こうにすぐ行けるってことか」

　まだ一の鐘が鳴ったばかりだし、予定していた村までは少しあった。だが魔術陣が間違いなく使えるのなら問題はない。

「行けます……。でも、おかしいですよ。罠わなかも」

「誰の罠だよ。俺達を罠にはめて誰が得をする？　向こうに何かあったと考える方が普通だろ。いいから早くしろ！」

　広兼は苛いら立だたしげに言った。

　早苗の側で何かが起きている。そう思うだけで、彼は気が狂いそうになった。

「ま、待ってください。今……」

　魔術師は慌ててしゃがみ込むと、魔術陣を地面の上に広げた。広兼は馬から荷物を降ろす。

『偉い大だいなる始帝の約束を思い出せ。呼ぶ者と呼ばれる者。請こう者と請われる者。その間には一いつ片ぺんの隙もなく、この血肉は届けられる。よく聞け精霊よ。あなた方を我々は知っている。隠すことはない。すべてを見せ契約に縛しばられるのはほんの一時の戯たわむれ。我々にその一端を与えて欲しい。私には聞こえるのだ。遥か遠くで私を呼ぶ声。この身体など付属にすぎない。すべてはこの精神にこそついてあるもの。あなた方の言う通り。契約は履り行こうされる。異端なる火の精霊、偉大なる始帝の名において』

　その瞬間、広兼は全身が引っ張られるような感覚に陥おちいった。頭と足を巨人に摑まれてぐいとパン生き地じのように伸ばされる。

　広兼は呻うめいた。そして巨人がその手を離し、パン！　という音をたてて彼の身体がもとに戻った時には、彼は先ほどまでとは別の場所にいた。

　ぐらりと身体が傾かしいでその場に両りよう膝ひざをつく。

「き、気持ち悪わりぃ……」

　それは外だ。賢者の王子は草の上に吐きそうになった。

「広兼！」

　けれど聞き慣れすぎた友人の声を聞いて顔を上げた。

　険けわしい顔をした破魔の王子は、友人の肩に手をあてる。その時初めて、広兼は自分が今《赤い森》の塔の中庭にいるのだと気付いた。

「大変だ。魔法が解けた」

　広兼にしては珍めずらしく、その言葉の意味を理解するのに少しの時間が必要だった。

「……なんだと？」

　彼は言うと、ばっと頭上を見上げて悪あつ鬼きのように顔を歪めた。

「くそっ！」

　賢者の王子は立ち上がった。
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　鳥とり代しろを呼んで共に中庭に戻ってきた珀はく蓮れんは、ちょうどそこに早さ苗なえを抱えた平へ祈き男爵が現れたので驚いた。

「早苗に何をしたの!?」

　かっとして男爵に叫んだが、気絶しているだけだとわかって安堵した。

　魔法が解けたのだと説明をしたのは男爵だった。

「馬鹿な」

「理由はわかりません。ただ《赤い森》の魔女殿がまだ力ずくで魔術を自分の中に抑え込んでいます。あのままでは魔女殿自身が危ない。『暁の姫君』に彼女を止めるようお願いしましたから、魔術が完全に森の中に戻りきる前に魔術を解約しないと……」

　この森を覆っていた二百年前の魔女達の魔法はもうない。葫ゆうがおが解いたからだ。

　時間を狂わせる魔術が森に戻れば、それは森の外に影響を及ぼすだろう。少なくとも、森のすぐ外にある木蓮トーリアや赤セイ穏オンは被害を免まぬかれない。

　あの魔術は、葫の中だからこそ抑え込むことができたのだ。

　何百年も生きてきた魔女だからこそ、時間というものに耐性があった。けれど外の世界は。

　この森を見ればわかる。

　この森は、一晩で王都を呑み込んだのだ。

　人も骨となった。

「王おう伊い、広ひろ兼かねを呼べ、今すぐだ！」

　鳥代が言った。

「珀蓮は、早苗嬢を連れて調理場へ。使用人達を護れ。外に出させるな」

「新しら祢ねは！」

　珀蓮は言った。

　新祢は強い魔女ではない。彼女一人でいったい何ができるというのか。

「新祢は大丈夫だ、珀蓮」

　王伊が答えた。

　珀蓮は顔を歪めた。けれど矜きよう持じでもって何も言わず、早苗を抱えて調理場の勝手口に走った。彼女は調理場に駆け込むと、「卓の上を片付けて布を敷いて！」とそこにいた使用人達に命じた。重いものを持ったことのない腕が震ふるえている。早苗は見た目にも細く軽そうだが、珀蓮は人ひとり担かついだことなど今までなかった。

　けれど落とすわけにはいかない。彼女の腹には子供がいるのだ。

　使用人達が慌あわてて準備を終えて、珀蓮はようやく早苗を卓の上に下ろした。

　とたんどっと全身に汗が噴き出る。

　早苗は腕に擦すり傷を作っていた。いったい何が起きたのだろう。

「あの、珀蓮様……。いったい何が起きているのでしょうか」

　使用人の一人がおずおずと言った。

　一人は三十くらい、もう一人は五十くらいの女だった。目が怯おびえている。外は見ていないはずだが、珀蓮達の様子から異変にはとうに気付いているだろう。

「大丈夫よ」

　珀蓮は微笑んだ。

「わたくし達はここでじっとしていればいいの。すぐに元通りになるわ」

　不安にさせてはいけない。

　混乱しておかしな行動に出られると面倒だからだ。

　二人の使用人ははっ、と息を呑んだ。珀蓮の笑顔に目を奪われたのだ。

「は、はい……」

　どうやら珀蓮の微笑みには早苗とは違う威い力りよくがあるようだ。

「椅子を持ってきてちょうだい。それとお茶を淹いれて」

　何かしていた方が気がまぎれるだろうと思って珀蓮はそう命じた。二人の使用人は「はい」と答えて慌ただしく動く。

　若い方の使用人が用意した木の椅子に座って、珀蓮は少し目を瞑った。

　新祢は本当に大丈夫だろうか。新祢のことに関して、王伊が憶測で物事を口にするはずがないとわかってはいても、彼女は心配だった。同時に先ほどの自分の思考を思い出して苛立ちを増す。

　自分にも何かできるはずだ、と彼女はそう思った。

　自分にも何か役目を与えろと言いそうになった。

　それはひどく愚かなことだ。

　自分は無力だと卑ひ下げすることは容易たやすい。けれどそれでは何もできない。それは優ゆう劣れつではないのだ。

「珀蓮様、どうぞ……」

　年配の方の使用人が別の場所から小さな卓を出してきて、そこに茶を準備してくれた。香こう草そう茶ちやだ。この香りは、気分を落ち着かせる効果があるのだと早苗が以前言っていたものだろうか。

　珀蓮は、それを一口飲んで笑った。

「ありがとう、美お味いしいわ」

　すると使用人達がほっとしたような顔をした。

　自分は無力ではない。

　珀蓮は強くそう思った。

　この場で、彼女達と早苗を護る。

　自分にはそれをやり遂とげる責任がある。託たくされたのだから。彼女が、この世界中の誰よりも信じている人に。

「さぁ、あなた達も座りなさい。一緒にお茶を飲みましょう？　二人は名前をなんというの？」

　彼女は言って、王女らしく上品に、誇り高く、微笑んだ。
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　塔だ。

　その時広ひろ兼かねは弾はじけるようにしてひらめいた。

『塔自体が魔術陣なんだ』

　再び魔術師を部屋に呼び寄せて、広兼はいささか興奮気味にそう言った。

『ここを見ろ。土木系の材料が大量に運び込まれている。魔術師達が入城した後だ。新しら祢ね姫は最初王宮の奥に建てられた屋敷に住んでた。そしてその後近くに建っていた塔を改築してそこに移り住んだ。彼女が眠るための塔だ。だがどうして移り住む必要があった？　彼女は物心ついてからずっとその屋敷で暮らしていたんだ。王宮から隔かく離りされていたそれは彼女のために建てられた屋敷だったはずだ。どうしてそこで眠りにつくのでは駄だ目めだった？』

　そうだ。

　早さ苗なえが言っていたではないか。

　記憶の魔術にかかった時に見た新祢の屋敷は、周囲を高い生いけ垣がきに囲われていた。あれは『暁の姫君』を、周囲から、あるいは魔女葫ゆうがおから隠すために造られた屋敷だった。

『それに九く蠟ろうがその手記に書いていた。〝塔はただ一つ朽くちずその姿をそのままの形で残している〟あれはそういうことじゃないのか。塔自体が魔術陣なんだ。魔術陣の外に作用する魔術だったから、塔に影響は出なかった』

　言いながら広兼は、先ほど急いで描いた《赤い森》の塔の構造図を魔術師に見せた。

　そこには、主塔を囲むようにして三本の枝し塔とうが建っている。その枝塔を渡り廊下が結んでいる。円を描えがくように。

　円は、すべての魔術陣に共通する要素だ。

　魔術師は徐々にその目を大きく見開いていった。そして呆然と呟つぶやく。

『まさか……三次元の魔術陣……』

　その意味を広兼が問う前にルヴァインは首を振った。

『いやまさか。三次元魔術サーデイムは机き上じようの空論のはずだ……』

『サーディム？』

　西大陸の言葉だろうか。初めて聞く単語だった。ルヴァインは広兼が描いた塔の構造図をじっと見てから、何か重要な事実を告げるような顔で賢者の王子を見た。

『三次元の魔術陣による魔術をそう呼びます。けれどそれは現実的にはありえない。なぜなら魔術陣を描くために僕達が使っている精霊言語自体が二次元のものだからです。精霊はそもそも僕らよりも遥かに高位……高次元の存在です。その彼らに僕達人間の声を聞かせるために、帝国の始帝ザーティスがデュラス＝シンに授けたものが精霊言語、そしてそれこそが魔術の始まりだと言われています。精霊言語とそれによる魔術陣は、高次元の精霊に僕達が接触を図るための二次元の道具です。理論上では二次元のものを組み合わせれば三次元に位階を上げることは可能ですが、実際は不可能だった……。結びつきが弱いからです』

　広兼は目を細めた。

『二次元と二次元を結びつける糊のりのようなものだと理解してください……。たとえば細い棒を平面上で繋ぎ合わせるには床に並べるだけでよいですが、それを立体的に組み立てるとなれば糊が必要でしょう？』

『その三次元魔術サーデイムに成功した人間は』

『僕が知っているかぎり一人もいません』

『三次元魔術サーデイムを使えば時間に干かん渉しようできるのか』

　魔術師はこくりと頷いた。

『理論上ではそうです。一般的な、つまり二次元の魔術陣は三次元に干渉する。それならば三次元魔術サーデイムは四次元に……時間に干渉するはずだとされている』

『リアディウム達がこの大陸でそれに成功した可能性は？』

『……正直に申し上げれば、考えがたいことです。三次元魔術サーデイムは魔術師達の間ではいまだに夢物語のような扱いを受けています。二百年前に、そこまで三次元魔術サーデイムの研究が進んでいたのであればそうはなっていないはずですから……でも』

　広兼は、ルヴァインの青い双眸がきらきらと輝きを帯びてきたのに気付いていた。指先が少し震えている。

　興奮しているのだ。頰に赤味がさしている。

『可能性は皆かい無むではない。信じられますか？　殿下。これは、魔術師にとって大きな革命になるかもしれない』

『もしそれがその三次元魔術サーデイムとやらだったとして、解けるのか？』

　肝要なのはそこなのだ。

　魔術師は少し顔をしかめた。無言で塔の構造図が描かれた紙を手に取って、それを睨みつけてしばし黙り込む。

『……』

　広兼は天てん井じようを仰あおいで息を吐いた。

　ルヴァインが語ったリアディウムの手紙の文もん言ごんを信じるのなら、二百年前の魔術師は、恋のために魔術師の悲願を失った。愛した女を自分だけのものにするために。

　かつての彼ならば、その感情を一いつ笑しように付ふしていただろう。女性というものが嫌いだったし、恋を知らなかった。けれど今は、その一端を理解できる。

　早苗を自分だけのものにするために、他のすべてを投げうつ。

　ありえないことではないのだ。

　けれど彼は、自分が実際にそれをしないことはわかっていた。早苗を愛している。だがその双眸を閉じたまま、眠り続ける彼女を前にしてなんの意味があるだろう。

　価値があるのは、彼女のその魂たましいなのだ。その強さと、木こ漏もれ日のような笑顔。

　その時、広兼ははっ、とした。

　先ほど感じた違和感の正体に気付いたのだ。そのことについて思考を展開しようとしたが、ルヴァインの声に遮さえぎられた。

『僕が思うに……解約の糸口はこの三本の枝塔です』

　魔術師は手元の紙を睨みつけたまま言った。

『塔がすべて円柱なのにも理由があるはずだ。それぞれに魔術陣が描かれていると考えた方がいい。まずはそこから解いていく……。実物を見ないとなんとも言えませんが、魔術師が三人、あるいは四人必要かもしれません。塔のすべてに配置して、慎重に、すべてを同時に進行しなければ魔術が暴走するかもしれない』

『四人だと？』

　広兼は声を上げた。

　この大陸に魔術師はいない。ルヴァインと王おう伊い、二人の魔術師が揃そろっているだけでも奇き跡せき的てきな偶然なのだ。その上二人など揃えられるわけがない。

『西から呼び寄せるか……。だが時間がかかりすぎる。魔術を一から教えるとなるとどれくらいの時間が必要だ？』

　ルヴァインはやっと紙から目を離し、広兼を見ると首を振った。

『一年修業したとしても魔術の解約なんて無理ですよ。しかも三次元魔術サーデイムを初心者に扱わせるなんて危険すぎます』

　西から魔術師を呼び寄せるとなれば、街道事業を延期せざるをえない。そうすれば当然ある程度の損害は出るし、鳥とり代しろへの風当たりも強くなるだろう。

『とにかく、実物を見てみないとわかりません。そもそも僕や王伊殿下では手に負えない魔術陣かもしれない』

『手は打っておくべきか……この大陸に、お前の知り合いの魔術師とかはいないのか？』

　広兼が問うと、ルヴァインは首を傾げて唸うなった。

『……いませんね』

『今の間はなんだ』

　広兼は不満げに眉を寄せた。

『いや、本当にいませんよ。そうですね……協会長に協力してもらえれば、すぐに魔術師を送ってくれるかもしれませんが……正直、僕の話を信用してくれるかどうかは微妙です。なにせ、落ちぶれた犬ゴーデイアクの言うことですから』

　ルヴァインは言って疲労の滲にじみ出るようなため息をついた。

　ゴーディアクの意味はわからなかったが、おそらく文脈から蔑べつ称しようの類たぐいだろうと広兼は思った。イアス家は魔術師の中で微妙な立場に置かれているのだろう。追究すべきところではない。

　夜はもう更ふけている。

　城の中のほとんどの人間がもうすでに寝ているはずだ。しかし広兼達は、翌日早朝から馬を走らせ、転移の魔術陣の有効範囲内まで進まなくてはいけなかった。今からだと寝る時間はわずかしかない。

　特にルヴァインは馬に慣れていなかった。途中で落馬されても困るので、広兼はルヴァインを解放してやることにした。

『わかった。お前はもう休め。明日……もう今日だが、移動に障る』

『そうですね……では失礼いたします』

　そう言って、魔術師はふらふらとなりながら部屋を出た。

　部屋に一人残ってから、賢者の王子は息を吐く。夜の静せい寂じやくが彼のそのため息さえも呑み込んで消えた。

　空腹は感じていなかったが、広兼自身も全身の疲労が色濃い。北の国を出てからここまで、ほとんど休まずに動いてきたからだ。自分も休むべきだろう。

　今はもうここで考えていても進まない。ともかく明日、実際に魔術陣を確認してから判断しよう。

　そう思っていた。

　それなのに。

　翌朝移動を始めると予定外の場所から魔術陣に引っ張られ、一瞬後には《赤い森》の塔にいた。そしてすぐ頭上の空は魔術で歪んでしまっている。

『大変だ。魔法が解けた』

　という鳥代の言葉に『くそっ！』と悪態をついてから状況を確認しようと口を開きかけた広兼は、しかしルヴァインの悲鳴のような声を聞いて驚いた。

「平へ祈き男爵!?」

　まさかと思いながら視線を動かして目を丸くする。

「平祈男爵……？　どうして……」

「こんにちは広兼殿下。答えは見つけられましたか？」

　見覚えのある初老の紳士がそこにいた。

　賢者の王子は頭の中を高速で回転させた。なぜ男爵がここにいる？　確かに広兼は彼と連絡を取ろうとしていたが、旅行中の男爵の所在はまだ摑めていなかったのだ。

　その答えはほどなくはじき出された。広兼は思い切り顔を歪めて舌打ちをした。

「あのクソ親父……！」

　賢者の王が仕組んだことなのだ。あの男はすべてを知っていた。そうとしか考えられない。

　すると平祈男爵は困ったように笑った。

「あれも陛下の愛情なんですよ。それよりも、この魔術をどうにかしなければ」

「ああ、そうだな。クソ。男爵。あんたには後で聞きたいことがたっぷりあるんだ」

「ご安心ください。私は逃げたりしませんから」

「ルヴァイン！　確かめてる時間はなくなった！　王伊を使って今すぐ魔術を解け!!」

「ちょっと待って、広兼。魔術陣がどこにあるかわかったの？」

　王伊が驚いたように問うと、広兼は答えた。

「この塔自体が魔術陣なんだよ！」

「え？」

　軍人の王子は唖あ然ぜんとする。

「塔自体が？」

　広兼はそれを無視して鳥代を睨みつけた。

「鳥代、葫の鏡はどうしたんだ？　魔術を解くには魔法の干渉を解かないと不安だってルヴァインが言うから探させたのに……鏡を割ったのか？」

「早苗嬢が持っていたはずだ」

　広兼はぞっとして顔色を変えた。

「早苗は!?」

　鳥代に摑みかかる。

　彼らがいるのは塔の中庭だ。見る限り早苗はどこにもいない。そういえば珀はく蓮れんも新袮もいない。彼女達はどこへ行ったのか。最悪の可能性が彼の脳裏をよぎった。

　東の王子を絞め殺しそうな勢いであった広兼を、けれど平祈男爵が冷静に止めた。

「落ち着きなさい広兼殿下。早苗は大丈夫です。気を失ってはいるが、身体に異常はない。珀蓮殿下と調理場にいます。どうやったのかは知りませんが……、魔法を解いたのは彼女でしょう。魔女殿は『暁の姫君』がなんとかします。我々がしなくてはならないことはこの魔術の解約だ」

　広兼は今度は男爵を苛立たしげに睨む。平祈男爵は微笑んだ。

「解約には魔術師が必要でしょう？　私も協力しましょう。不ふ肖しようながら、私も魔術を使えます」

　広兼は眉み間けんの皺しわを深くした。

「なんだと？」

「ここで問答している時間はない。ルヴァイン、どうしますか？　私達の中で正統な魔術師の教育を受けているのはあなただけです」

　平祈男爵の告白に呆然としていたルヴァインは、彼の言葉にはっとした。

「魔術師が……三人いるのなら、枝塔に配置します。遮られていては駄目だ。三つの塔が繋がっている場所に行かなければ」

　三つの塔が繋がっている場所。

「地下だ！」

　と鳥代が叫んだ。
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　ルヴァインはすばやく指示をした。

「王おう伊い殿下は西の塔、平へ祈き男爵は東の塔、僕は北の塔へ行きます。念のため……鳥とり代しろ殿下は僕と一緒に来てください」

　魔術師のその言葉に、鳥代は目を丸くした。

「俺が？」

「そうです。殿下のお力が必要になるかもしれない」

　ここで嫌だという理由もないので、鳥代は頷いた。自分の力というのは、やはり破魔の力を指すのだろうか。だが魔法などもうどこにもないのではないだろうか。

「……そうか！　それなら」

　広ひろ兼かねが突然声を上げてルヴァインを見た。魔術師もまた賢者の王子を見返したが、「わかりません。憶測ですが」と答えた。

「いや、可能性は高い」

「広兼殿下はどうされますか？」

「俺は平祈男爵と行こう」

「わかりました。王伊殿下、平祈男爵。解約の経験はおありですか？」

　魔術師の質問に、王伊と平祈男爵は首を振った。ルヴァインは一瞬不安そうに顔を歪めてから、ため息をつく。

「……いいでしょう。僕が指示をします。繋がっている魔術陣に触れていれば、意思疎通はできるはずですから……。いいですか、これだけは忘れないでください。魔術の解約は、織物の糸を端から解いていくようなものです。適当にすれば糸はほつれて魔術が暴走する」

「わかった」

「わかりました」

　広兼はもう一度空を見上げた。

「塔の周囲が全部こうなっているのなら、地下に降りるには……あの穴からしかないな」

　昨日鳥代と珀はく蓮れんが地下に下りる時に使った通路は、塔から少し離れた小屋の中に入り口があった。この状況ではその外の入り口を使うことはできないだろう。

　広兼の言う『あの穴』とは、以前葫ゆうがおが開けた廊下のあの穴のことだと鳥代にはすぐわかった。壁の穴はまだ修復されていないが、床の穴は板を渡して上から絨じゆう毯たんで覆って隠していた。

　彼らはすぐその場所に向かった。全員が動いて絨毯をどかし、板を避よけて穴を露あらわにさせる。

「あれ？　王伊は？」

　鳥代は、西の王子の不在に気付いて声を上げた。

　するとほどなく、すぐ側にある魔女の部屋から彼は出てきた。その時やっと鳥代はその部屋に葫と新しら祢ねがいるはずなのだと気付いた。

「新祢姫は」

　問うと、王伊は真ま面じ目めな顔で答えた。

「部屋中に薔ば薇らが咲いてたよ。葫の代わりに魔術が完全に森に戻らないように押しとどめているようだった。でも長くは持たない。魔術を解くのは急いだ方がいい」

　鳥代は驚いた。以前の王伊なら、新祢をそのような状況に置いておくのは決して許さなかったはずだ。

　考えてもみれば、王伊は常に不安だったのかもしれない。たとえば彼女がいつか、久く旺おうと違うと言って自分を捨てるのではないのかと、不安だった。だからこそ真ま綿わたでくるむようにして新祢を何者からも隠しておきたかったし、彼女を脅おびやかすものに敵意を持った。

　彼女と本当の気持ちを確かめ合って、王伊の中の何かが変化したのはもう確実なことだった。

　五人は順番に穴から飛び降りた。

　すぐ側にあった広い空間が北の枝塔の地下だ。

「行こう。僕達はこっちだ」

　その場に鳥代はルヴァインと残され、王伊の先導で広兼と平祈男爵は薄暗い地下の道を走って行った。この辺りは穴から漏もれてくる外の明かりでかろうじて視界が確保されている程度だが、分ぶん岐き点てんに出れば、昨日鳥代が灯ともした火がまだ残っているかもしれない。

「……」

　鳥代は頭上を見上げた。

　この枝塔には、地下からしか入れない構造になっている。天井は吹き抜けで上の方は暗くら闇やみに落ちて見えない。壁には螺ら旋せんを描くようにして階段が造られていた。

「……おかしいですね」

　ルヴァインは、先ほど五人が飛び降りた、以前珀蓮が変態子爵と共に閉じ込められた小部屋の方から戻ってきた。

「どうした？」

　しきりに首を傾げる魔術師に鳥代は聞いた。

「本当ならあの向こうに通路が繋がっているはずです……東の枝塔の方に。どうして塞がれているのでしょう」

　鳥代は笑った。

「ああ、それなら新祢姫がこの塔の改築の時に結構無茶を言ったそうだよ。落とし穴はいくつかあるし、塔自体に仕掛けだってある」

　彼は西の枝塔の仕掛けを思い出しながら言った。かつて鳥代と広兼が葫に閉じ込められた西の枝塔には、この北の枝塔を経由しないと辿り着けない構造になっていた。

　この北の枝塔の階段をずっと上っていくと、やがて途中に木製の扉が現れる。それを開いて目の前に現れた通路を行くと、また扉があってその向こうに再び階段が現れる。その階段を上ると、以前王伊が七人のこびとの魔法と戦ったホールに出るのだ。

　そのホールには、西の枝塔に繋がる通路と、さらに上へ行く階段があった。王伊が言うにはその階段は恐ろしく長いらしいので、鳥代はそちらには行っていない。

　新祢は、かつてその階段の最上階で眠っていた。

　二百年という長い時を。

「そうですか……。まぁ、とりあえず、先に魔術の構成を見ます。ええと、鳥代殿下は、どうぞその端に……そうです。そちらにいらしてください」

　言われるがまま、鳥代は円柱形の空間の端に、壁に背を向けて立った。

　ルヴァインは緊張した面おも持もちで部屋の中央に行き、その場に膝ひざをつく。

　魔術、というものをきちんと見るのは初めてだった。

　魔術陣自体は粉棒チヨークで描かれたものを見たことがあるし、魔術で壁を壊す魔術師を見たこともあるが、こうして落ち着いて魔術を使う様子を見るのは初めてだ。

『契約を確認する。視認を許し、刻きざまれたその意思を開け』

　どうやら西大陸の言葉のようだった。鳥代は目を丸くした。

　突然目の前の床が、壁が発光したからだ。違う。すべてが光に包まれているわけではなかった。床や壁に彫ほられた装飾だと思っていたそれの、一部分だけが浮かび上がるように光を発している。

　目を刺すような光ではなかった。まるで灯とう謡よう虫ちゆうの求愛のように、穏おだやかな光だ。

「なんだこれ……」

　問うまでもない。これが魔術陣なのだ。自分が今魔術陣の中にいるのだと気付いて彼は少し慌てたが、中央にいるルヴァインは膝をついたままそこから動かなかった。

　塔自体が魔術陣なのだという広兼の言葉の意味を、この時鳥代はようやく理解した。

　その光は、先ほど広兼達が走っていった通路の先まで続いていた。





[image: ]






　王おう伊いを途中の西の枝塔の地下に置いて、広ひろ兼かねと平へ祈き男爵はまだ走っていた。

　西の枝塔は、北の枝塔のように吹き抜けているわけではなく、天井は通路と同じ高さしかない。地下からは枝塔の上部に行くことはできないのだ。

　視界は確保されていた。

　四方の壁が淡あわい光を発しているからだ。だがこのおかげで平祈男爵がたびたび足を緩めるので、広兼は少し苛いら々いらした。

「いやいやすごいですねぇ。連続した模も様ようの一部のみが魔術陣として使用されているんだ……。これは……頭の中でよほどしっかりと構成図ができていないと無理だ。美しい」

「黙って走ってもらえませんか」

　この男が父親の手先だと思うと我慢できずに、広兼は冷たく言った。

　途中、男爵が魔術で壁を壊したという通路を通ってきた。その時男爵はひどく痛ましい顔をした。どうやら新祢の落とし穴に落ちて、すぐに脱出できたにもかかわらず三日間も空腹のまま我慢していたのは、この塔の歴史的価値を考えてのことらしかった。

　つまり二百年前の王都の遺産とも言えるこの塔を、一カ所でも傷つけたくなかったのだ。

　最終的には自分の命には代えられず彼は魔術を使ったが、断だん腸ちようの思いであったらしい。

「私の体力の心配をしてくださっているなら大丈夫ですよ。これでも身体は鍛きたえてあります。歴史探たん索さくには身体が資本ですから」

　なるほど、喋しやべりながら走っているというのに、男爵は先ほどから息切れ一つしていなかった。

「……どうせ喋るのなら俺の質問に答えていただこう。あなたが早さ苗なえの母君と知り合いだった理由は……」

「リアディウム＝イアスと知り合いだったからです。早苗の曾そう祖そ父ふだ」

　広兼は舌打ちをした。

「早苗とこの話をしたんだな？」

　だからこそこんなにも簡単に明かすのだと彼は思った。

「しました。でも彼女は二百年前の真実を聞こうとはしなかった……。それは『暁の姫君』の過去だからと。そして理り衣いの話をしてくれと言いました」

　そういう台詞を口にする妻を、広兼は容易く想像することができた。

　彼女は決して他者の領域に無ぶ遠えん慮りよに踏み入ったりはしない。いつも一歩離れて立ち、微笑んで受け入れる。

　それが魔女に対してだけ違った。闇に手を伸ばし、引き上げようとした。おそらく早苗自身に自覚はないだろう。魔女のことを『お義か母あ様』と呼び続ける彼女は、母親というものに特別の情を抱いだいている。

　一度失ったそれを、もう一度失いたくないと思っている。それが彼女の、愛すべき弱さだと言えた。

「ルヴァインにはリアディウムの話をしたのか？」

　答えはわかっていた。

「していません」

「ルヴァインに近づいたのは何が目的だった」

「最初は向こうから手紙がきたのですよ。前にイアス家にリアディウムの手紙を届けさせた時に知り合った商人と、まだ懇こん意いでしたから。ルヴァインはその伝つ手てを使って私と交流を始めた。歴史学者としてですね」

　早苗が考えた通りだった。リアディウムの書いたものを、西大陸に送るよう手配したのは平祈男爵だったのだ。

「男爵はその中身を読んだのか」

「読んでいません」

「ではリアディウムから何を聞いた」

　平祈男爵は苦笑した。

「あなたには関係のないことだ」

「早苗の考え方を否定する気はない。でも俺は賢者の一族の者だ。知る義務がある」

「世界にあるものそのすべてを？」

「世界を手に入れるつもりはない」

　広兼はすぐに言った。

　世界のすべてを知りたい。けれど手に入れたいわけではなかった。王になりたいわけではないのだ。

「リアディウムは恋をしたんですよ」

　平祈男爵は唐とう突とつに言った。

　まるでそれがすべての答えであるかのように。

　広兼が問いを口にのぼらせる前に、平祈男爵は「殿下」と続けた。

「塔です」

　男爵の言葉に前に視線を戻すと、開けた空間が広がっていた。

　広兼は話を中断せざるをえなかった。

　東の枝塔も、西の枝塔と同じく通路と同じ高さの天井が続いていた。低い円柱形になっている。正面には通路が続いていたが、途中で行き止まりになっているはずだ。

　平祈男爵はその円形の部屋の中央で片膝をついた。淡い光を発する床に手をつく。

『リアディウムは恋をしたんですよ』

　それはきっと彼の世界を変えたのだろう。

　賢者の王子はそう思った。

　かつて、広兼がそうであったように。







　５　水の魔女の魔法







　ルヴァインは驚きよう嘆たんした。

　目の前に浮かび上がる魔術陣はいくつかの構成が複雑に絡からみ合っていて、立体的に、一つの魔術陣をなしていた。

　三次元魔術サーデイムだ……！

　彼は魔女の存在を明かされた時よりも興奮した。その美しさに目め頭がしらが熱くなる。二百年前の魔術師達の能力の高さが一見しただけでわかった。

　そしてそのところどころに、精霊力とは違う何かを感じ取って、ルヴァインはやはりと思った。

「鳥とり代しろ殿でん下か！」

　ルヴァインは声を上げた。

　今、鳥代には彼はただ呆ぼう然ぜんと宙を見つめているようにしか見えないだろう。この感覚は、おそらく魔術師にしかわからない。鳥代は急いでルヴァインの側にやってきた。

「この塔の、一番高い場所に行ってください……。そこにある魔法を破るんです。それがすべての魔術陣を繋つなげている。まず魔法の干かん渉しようを解とかないと、解約はできない」

「魔法？」

　鳥代は聞き返した。

「あるはずです。二百年前からずっと……この塔の中で生きている。一番高い場所です、早く！」

　破は魔まの王子は踵きびすを返した。

　視界の端で彼が塔の壁に螺ら旋せん状じように造られた階段を駆かけ上るのが見える。

　この塔で一番高いのは主塔の最上階になるだろう。あそこから行けるのだろうか。そこまでで視覚情報を打ち切り、ルヴァインは思考を魔術陣に集中した。

『……わけがわからない』

　王おう伊いだ。

　生きている魔術陣には、精せい霊れい力が満ち溢あふれている。体内の血流が全身を巡めぐるように、その精霊力が魔術陣に触れているすべてを繋げているのだ。精霊に空間や肉体は無意味だ。彼らにはその精神だけが意味を持つ。

『大丈夫です。今は魔法で繋がっているから複雑になっているだけだ。ばらばらになれば、一つ一つはひどく単純な魔術のはずです。時間との勝負になるかもしれません。解約が遅れれば魔術は暴走する』

『魔法？　ああ……だから鳥代を』

　無感動な西の王子の反応にルヴァインは苦笑した。

　そろそろ平へ祈き男爵達も東の枝し塔とうに着くだろう。ルヴァインは注意深く自分が解約するべき魔術陣を端から確認していった。そして首を傾かしげる。明らかに不要だと思われる魔術陣がほんの少しだが混在していた。

（なんだ……？）

　彼は少し混乱した。

　術師の意い図とが読めない。
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『いやいや美しい……』

　また別の思考が流れ込んできた。平祈男爵だろう。

　彼が魔術を使えると聞いても、ルヴァインはああやはり、と思っただけだった。その可能性はあると思っていたのだ。だから広ひろ兼かねに問われた時に少しためらった。しかしその時は不確実な情報を口にするわけにはいかないと判断したのだ。

　歴史学者としてのやり取りの中で、平祈男爵はたびたび魔術に関する驚くほど専門的な質問をぶつけてきた。こちらも魔女や魔法について聞くことは多くあったので、その時は魔術に関する専門書など存在しないはずの東大陸における、平祈男爵の造ぞう詣けいの深さに感かん嘆たんしただけだった。

　しかし彼は、どこで魔術を学んだのだろう。

　手紙のやり取りの中では、西大陸を訪れたことはないようだった。

『鳥代殿下が魔法を解いたら解約を始めます。いいですか。魔術陣にはすべて解約の条項が記述されているはずです。そこを見つけてください。もしないものがあったら僕に言ってください。決して無理やり解こうとはしないように』

　ルヴァインは王伊と平祈男爵にそう伝えた。

『魔法……。ああ、なるほど。これが繋げているのか……。うん。やはり、魔術と魔法はまったくの別物なんだ。ああ、これは面おも白しろい例だ』

　平祈男爵がうっとりとする。

　やはり男爵は正当な魔術師ではないから、この魔術陣の本当の価値はわからないのだろう。

　二百年前の魔術師が三次元魔術サーデイムを作り上げ、それが今の西大陸に残っていないのは、それがこの大陸でしか不可能な技術だったからだ。

　魔女、という。

　この大陸に生まれる異能の力が必要だった。

　だが魔女は、この大陸においてもほとんど存在していない。これほどの魔法が使える魔女は、ルヴァインが知っているのは葫ゆうがおというあの幼おさない姿をした魔女だけだ。そしてその魔女は、ひどく気難しい。

　となればこの魔術陣はひどく貴重なものなのではないだろうか。きっと再現は不可能だ。解約するべきではないのかもしれない。

　ルヴァインの脳のう裏りに、そんな囁ささやきがよぎった。

　このままこの魔術を保たもち、研究したい。そうすれば何か西大陸でも応用する手段が見つかるかもしれない。魔女の力の代わりになる何かを発見できるかもしれない。

　ルヴァインは息苦しかった。

　自分はどうすべきなのかわからなくなった。

　魔術師として、人を害する魔術をそのままにしておくわけにはいかない。けれどこれは、希少価値の高い魔術なのだ。人の命と比べられるようなものではないのではないだろうか？

　人はまた生まれてくるだろう。

　けれどこの魔術はもう二度と再現できない可能性が高い。

　今なら。

　まだ間に合う。

　走って鳥代を追いかけて止めるのだ。殺してでもいい。魔法を解かせるわけにはいかない。

　この魔術を。奇き跡せきを。失うわけにはいかない――。




　ドン




　その時、小さくない衝撃が魔術陣に触れている手のひらから伝わった。

『なに？』

『今、何か……』

　ルヴァインはすぐにわかった。

『魔術が解放された！』

　新しら祢ねか葫が魔法による抑よく制せいを解いたのだ。いや、抑えきれなかったというべきか。

　魔女が抑え込んでいたおかげで塔の周りに固まっていた魔術が、一気に森の中に広がる。森の時間が狂くるい、それはすぐに森の外の村に達するだろう。

　ルヴァインの中の屈くつ託たくは一瞬にして晴れた。

　と同時に、目の前の魔術陣がふいに繋がりを失ってばらばらになっていくのがわかった。

　鳥代が魔法を解いたのだ。

『解約を請こう！』

　ルヴァインはかけらの迷いもなく、呼吸をする間も惜おしむようにそう叫んだ。
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　目覚めた時早さ苗なえは自分がどこにいるのかわからなかった。

　少し身動きをしただけで身体が落ちそうになったが、柔やわらかい腕が支えてくれた。

「じっとしていなさい。あなたには自分が妊にん婦ぷだって自覚がないの？」

「珀はく蓮れん……」

　目の前にいるのは彫ちよう刻こくのように美しい北の王女だった。そして早苗は、自分があまりに見覚えのある場所にいるのだと気付いて首を傾げた。

「調理場……？　どうして私調理場に寝ていたの？」

　食事を作っている途中で倒れてしまったのだろうか。しかし同じ室内に、使用人服を着た二人の女性を見つけてそんなはずないと早苗は思い直した。食事を作ってくれる人が来てくれたから、早苗は食事の準備をする必要はなくなったのだ。

　そう。それで葫ゆうがおの側にいた。

　早苗は青ざめた。

「大変……！」

　彼女は慌あわてて自分が寝ていた場所から下りようとした。そしてその予想外の高さに驚く。卓たくの上だったのだ。

「落ち着きなさい」

　珀蓮が嗜たしなめた。

「状況を説明してあげるから……。ほら、手を出して」

　早苗は珀蓮の手を借りて、椅い子すを踏み台にして卓から降りた。

「何か違和感はない？　身体からだは大丈夫なの？」

「大丈夫よ。どこも痛くないわ。ねぇ、それよりどうしたの？　何があったの？　私、お義か母あ様の鏡をお義母様にお返ししたのよ……そうしたらその鏡が割れてしまって……」

　その話をしないことには早苗が落ち着かないとわかったのだろう。珀蓮は息を吐いて、彼女の様子を注意深く見ながらゆっくりと言った。

「この森の魔術を葫の身体の中に抑え込んでいた魔法が解けたのよ」

　どうして？　とそう聞こうとして早苗は両手で悲鳴を抑え込んだ。

『早く起きて、お義母様……』

　ああ、自分がそう言ったからだ。

　と彼女は思った。

　葫の身体の中の魔術に早く出て行って欲しかった。

「外は……」

「大丈夫よ。心配することはないの。鳥とり代しろがすぐに広ひろ兼かねを呼ぶと言っていたわ。ルヴァインも一緒よ。魔術は解ける。葫も、新しら祢ねがついてる。あの子も魔女だもの。問題ないわ」

「私、外を見てくるわ」

「待ちなさい。駄だ目めよ」

　珀蓮が早苗の腕を強く摑つかんだ。その双そう眸ぼうより強い光を、早苗は知らない。

「先ほども言ったはずよ。あなた、自分のお腹なかの中に赤ん坊がいるという自覚がないの？」

「あるわ。本当に大丈夫。お願い珀蓮」

　早苗は懇こん願がんした。

　珀蓮が顔をしかめる。そんな表情さえも美しい。

「お義母様に伝えなくちゃいけないことがあるの……。魔法が解けたなら、一刻も早く」

　早苗はじっと珀蓮を見つめた。やがて美しい北の王女は、深く息を吐いた。

「……いいわ。それならわたくしも行きます」

「珀蓮！」

「お前達、ここから出ては駄目よ」

　珀蓮は使用人達を見て言った。

「は、はい、珀蓮様」

「はい珀蓮様」

　するとにっこりと珀蓮は微ほほ笑えんだ。

　早苗は驚く。あの北の王女が、使用人達を安心させるように笑ったことに驚いたのだ。

「そうと決まれば早く行くわよ。ここから出た方が早いわ」

　珀蓮が勝手口の扉とびらを開く。目の前は中庭だ。早苗は慌てて彼女の後に続いた。

　しかし中庭に出たところで、珀蓮は立ち止まった。

「……どういうこと？」

　麗うるわしき北の王女は空を見上げて怪け訝げんそうな様子で呟く。

　珀蓮の視線を追って空を見上げた早苗は、そこに心ここ地ちよい青空を見つけた。

「どうしたの？」

「先ほどは空が歪ゆがんでいたのよ……。だから異変に気付いたの。魔術が解けたの？」

「……珀蓮。新祢とお義母様の様子を見に行きましょう」

　早苗は逸はやる気持ちを抑えて歩きだした。本当は走りたいのだ。すぐに確かめたい。何が起きているの？

　不安がどんどん広がる。けれど次の瞬間飛び込んで来たその声が、早苗の不安を吹き飛ばした。

「ああああ、もう！　どうしてこんなことになってるの!?」

　早苗は顔を上げた。
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　鳥とり代しろは限界だった。

「もう……駄目だ……なん、だ……これは……拷ごう問もんか？　うう……」

　かろうじて走っていると言える状態ではあった。けれどそれは、一瞬でも足を止めたらもう動けないどころかこの階段を転がり落ちて死んでしまうことがわかりきっていたからで、彼はただ自分の生命のためにその足を動かしているに他ならなかった。

　王おう伊いはこれを駆かけ上ったのだ。

　夢の中の赤い髪の姫君に出会うために。

　やはりあいつはおかしい、と鳥代は改めて思った。

　もうどれくらい上ってきたのかわからない。下を見たら駄目だということはわかっていた。ただひたすら前を見る。

　苦しいなんてものではない。

　足がおかしい。もはや自分の身体ではないようにさえ感じた。背中の傷もずきずきと痛む。傷口が開いたかもしれない。

　そもそもどうして自分はこんなことをしているのだろう。

　彼は自問した。

　本当なら、いずれ王の椅子に座る者として馬上から命じるだけでいい立場のはずなのだ。それなのにこうして自分は走っている。それも異国の魔術師に命じられて。

　おかしいのではないか。

　こんなことでいいのだろうか。

　彼は疑問を覚えた。

　あの春迎祭イビターの舞踏会の前に、自分が早さ苗なえに会いに行こうとさえしなければ今こうはしていなかっただろう。あの時あの北の王女に再会しなければ。

　けれど、ああ。

　今彼が妻として手に入れようとしている女は、間違いなくこの苦労以上の価値があるのだ。

　残念なことに。

　たとえ時間が戻っても、彼は同じ道を選ぶだろう。

　今手に入している幸運を失わないために。

　それは甘美な罠わなのようだ。

　その笑顔と自分を呼ぶ声は、他には何もいらないと思わせる。

　彼女が美しいからではない。ただ、彼女を愛しているからだ。

　その時、魔の階段は唐とう突とつに終わりを告げた。

　彼は倒れ込むようにしてその扉を開けて、室内に入った。それは下のホールと同じだけの広さがあったが、下にあったような七本の柱はなく、中央にぽつんと寝台が置かれているだけだった。

　鳥代は目を光らせて周囲を見渡して、その円形の室内の壁に沿うようにして溝みぞが造られ、そこに水がためられていることに気付いて目を光らせた。

「助かった……！」

　もはや思考能力が低下していたと言っていいだろう。

　彼はその溝に駆け寄り、顔ごと突っ込んでがぶがぶと水を飲んだ。

「……ぶぼばあ!!」

　とむせ返る。二百年前の水なのだ。当然の結果だった。

　しかしその時にはすでに、塔の魔法は解かれていた。

　破魔の王子の口付けは、二百年前の水の魔女の魔法さえも、破ったのだ。
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「お義か母あ様！」

　早さ苗なえが声を上げた。

　珀はく蓮れんは目を見開く。

　北東の渡り廊下の上に、人影があった。腰まで届く長い髪。風に揺らめいている白いものは敷しき布ふだろうか。その背は、もう子供のそれではない。これだけの距離でもわかる豊満な肢し体たいは、男達を惹ひきつける魔女のものだ。

《赤い森》の魔女。

　北の王おう妃ひ。

「お義母様！」

　魔女は振り向くと、ふわりと渡り廊下の上から飛び降りた。三階分の高さからである。

「危ない！」

　珀蓮は思わず声を上げた。

　けれども魔女は身体を覆っていた敷布をはためかせて難なく中庭に着地した。王おう伊いに勝まさるとも劣おとらない身のこなしである。北の王女は思わず顔をしかめた。

　早苗が魔女に駆け寄る。

　灰色の双眸。女性的な唇くちびる。そこに夜よる花はなの面おも影かげはない。二百年生きた魔女は、ただ憮ぶ然ぜんとした顔で駆け寄ってくる早苗を見ていた。

「お義母様、戻ったのね」

「この魔術どうするの？　お前の家族も死ぬわよ」

　魔女はすぐにそう言った。

「魔術は解けたのではないの？」

　早苗を追いかけて魔女の近くまできた珀蓮は聞き返した。魔術が解けたからこそ、空の歪みがなくなっているのだと思ったのだ。すると魔女は、片方の眉まゆを上げて珀蓮を見た。

「あんた馬鹿？　そんなわけないでしょう。魔術は森に広がってるの。二百年っていう時間の中で魔術自体が劣れつ化かしてるから、ゆっくりではあるけどね。せっかくあたしが抑えつけてたのにあの馬鹿な王女が邪魔してくるから……」

「新しら祢ねはどうしたの？」

　早苗は不安そうな顔になった。

「ここにおる」

　珀蓮は振り向いた。

「新袮」

　赤い髪の王女は、ちょうど東の枝し塔とうと主塔の渡り廊下の方からこちらへ歩いてくるところだった。側まできた彼女の肩に珀蓮はそっと触れた。

「大丈夫なの？」

　新袮はにっこりと笑う。

　こころなしか少し顔色が悪い。

「少なくともどこも怪け我がはしておらぬよ。じゃが少し疲れた」

「あたしの魔力を利用してあたしの邪魔をしたあげく魔術を抑えつけようとしたのよ。消しよう耗もうするに決まってるわ」

　魔女が鼻を鳴らした。

　新袮が息を吐く。

「すまぬ……。妾わらわではあの魔術を抑えきることはできなんだ」

　魔女が早苗を睨にらみつけた。

「それで、どうするつもり？」

「魔術なら鳥とり代しろ達が解いているはずよ」

　珀蓮は答えた。

　間に合うだろうか。

　魔術が森に広がっているのなら、森を越えて外の村にまで届くのは時間の問題なのではないか？

「そうよ！　お義母様、魔法を使って」

　早苗が言った。

「は？」

　魔女が思い切り顔をしかめて聞き返す。

「魔法よ。広ひろ兼かね様が、森の周りに鏡を置いていらっしゃるはずなの」

　今度は珀蓮が眉み間けんに皺を寄せた。

「広兼が？　いつそんなこと……」

「保険よ。広兼様が手紙に書いていらっしゃったでしょう？　北の国を出発して南の王陛へい下かと交渉をして塔に戻るまで、一ひと月つきも時間がかかるはずがないわ。前に広兼様がおっしゃっていたの。お義母様の魔術を取り除くだけなら簡単だって。魔法を解いて、森の周囲に鏡を置いてお義母様に魔術が外に出ないようにしていただくのよ……。だから一月も時間がかかったんだわ」

　珀蓮は唖あ然ぜんとした。

　しかし北の王女が何か言う前に、魔女が答えた。

「あたし一人でこの森を？」

　かつては国内にいた魔女全員の力を使って王都の外を護まもった。それを葫ゆうがお一人にやれというのはいかにも酷こくかもしれなかった。

「魔術は二百年の時間で劣化しているとおっしゃったのはお義母様よ。それにお義母様は最強の魔女でしょう？」

　にっこりと、早苗が微笑む。珀蓮は近頃、早苗が自覚してこの微笑みを浮かべているのだとわかっていた。それには誰だれもが、逆らう気をなくしてしまう。魔女でさえその例外ではなかったのだ。

　葫は盛大に舌打ちをして、早苗を睨みつけた。

「……この貸しは大きいわよ」

「一生かけて返します」

　早苗はすぐに答えた。

「それと、お義母様。後でご報告したいことがあるのよ」

　子供のことだ、と珀蓮は思った。魔女は知らないはずなのだ。早苗の妊にん娠しんが発覚する前に鳥代を助けて仮死状態に陥ったから。けれど葫は、つまらなそうに早苗を一いち瞥べつしてから口の端を上げて笑うと、

「知ってるわ。お前のお腹の中にいる奴のことならね」

　と言って姿を消した。

「どこに行ったの？」

　珀蓮は驚いて渡り廊下の上に目を凝こらしたが、魔女は見つからなかった。

「森を出たのじゃろう。内側からでは、魔術が邪魔してうまく魔法が使えぬはずじゃ」

　新祢が答える。

「新祢、顔色が悪いわ。部屋に戻って休んだ方がいいのではない？」

「いや、ここにおる。葫がどんな魔法を使うのか気になるしのう」

「なら敷布を持ってくるわ。待っていてね」

　早苗はそう言って東の枝塔に姿を消した。

　新祢は珀蓮を見上げて首を傾げる。

「鳥代達が魔術を？」

「鳥代が広兼を呼べと言っていたわ。その後どこに行ったのかまでは知らないけれど」

「王おう伊いも一緒か……」

　言ってから、新祢は微笑んだ。

「新祢は大丈夫だと言っていたわ」

　珀蓮は教えてあげた。

「何かあったの？　あの新祢馬鹿が、突然余裕が出てきたのね」

　からかうように言うと、新祢がくすくすと笑う。

「人は変わるということじゃ」

「奇き跡せきのようよ」

「人を変えるのは奇跡ではない」

「……そうね」

　珀蓮は笑った。

「見ろ」

　新祢が言って空を指差した。

　彼女のその指を追って頭上を見上げた北の王女は、ああ、と息を吐いた。

　葫の魔法だ。

　まるで天地がさかさまになったかのような錯さつ覚かく。空に森が映っている……。

　それは自分がこれまで見たことのあるどんな風景よりも美しい、と彼女は思った。





[image: ]






　魔術が解放されたとわかった時、王おう伊いは今すぐにでも新しら祢ねのもとへ走りだしたかった。

　それでも留とどまったのは、彼女の強さを信じられたからだ。

　王伊は昨夜初めて、自分の腕の中で声を上げて泣く彼女を見た。彼はすぐにでもその涙を止めてあげたかったが、こうして泣くことこそが今の彼女に必要なのだと思って我慢した。

　そして今け朝さ、やはり彼女は以前よりも強きよう靭じんな魂たましいでもって微笑んでくれた。

　あの時彼は本当に思ったのだ。

　心から。

　彼女に忠ちゆう誠せいを誓ちかおうと。

　彼だけの王女。彼女が求めるものをすべて叶かなえるのだと。

　この世界の屈くつ託たくも汚れも、彼女はきっと受け入れるだろう。久く旺おうが護り続けようと誓った彼女とは、また変わったのだ。

　まるで蝶ちようが蛹さなぎから抜けるように、二百年前よりも優しく強く。

　その美しさは、王伊にとっては珀はく蓮れんさえ足元にも及ばない……。

　彼はふいに顔を上げた。

　空気が変わった。

　複雑に絡からみ合い自立していた魔術陣が崩れていく。鳥とり代しろが魔法を解いたのだ。

　西の王子は目前のことに集中した。

　こんなこともできないようでは、自分にはあの美しい人の隣に立つ資格さえないだろう。

『契約における条項に基づいて解約を求める。これは偉大なる始帝の意思。契約は破られない。ただ正式な要請によってそれは解消される』

　今これを口にしているのは久旺だ。

　と王伊は思った。

　二百年前の男は今も彼の中に生きている。きっとこれからもずっとそうだ。

　王伊はそれを、今は受け入れることができた。

　彼女の強さが欲しかった。彼女の優しさが眩まぶしかった。

　だから愛したかったのだ。

　二百年前も、今も。

『解約を求める』

　魔術陣がほどけていく。

　二百年の間に絡み合った糸がするすると解かれていくのを王伊は感じていた。

　呪じゆ縛ばくはその力を緩めるだろう。

　森の樹々は緑を増し、以前よりもさらに力強く囁く。

　暁あかつきの姫ひめは涙を止めて幸福に微笑む。涙の味がした湖は、命を育はぐくむ水をたたえる。

　物語はめでたしめでたしで終わるものだ。

　そうだろう？

　と彼は自分の中の男に語りかけた。

『当然だ』

　と久旺が答えた。
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『どうして……？』

　と彼女は言った。

　その紅玉ルビーのような双眸から流れる透明の滴しずくは滑なめらかな白い頰ほおを伝って落ちる。できることなら、彼はそれをこの手で掬すくい上げたかった。

『君を失いたくない』

　答えた瞬間、目の下に灼しやく熱ねつが走る。温かいものが伝った。血だ。

　彼はその時初めて、彼女の双眸に憎ぞう悪おが宿るのを見た。

　身体が震える。

　それは歓かん喜きだ、とすぐにわかった。

『許さないわ』

　幾度身体を重ねても、彼女の心までは手に入らないのだとそのたび思い知らされるようで苦しかった。

　彼女は魔女なのだ。

　その心を自分だけのものにすることなどできない。

　そう思っていた。

　けれど今、彼女のその双眸を染めているのは自分への感情に他ならない。それがこんなにも嬉うれしい。

　自分はもう狂くるっている。

　彼はそう自覚していた。

　この身は張り裂けそうだ。怒りと歓喜。後悔と充足感。相あい反はんする感情が嵐のように渦うず巻まいている。

　これしか方法はなかった。

　他に道があったのなら、もちろん自分はそれを選んでいただろう。

　幸福を願うのは、人の本能に近い情動だからだ。

　けれど、ああ。

　彼女の赤い双眸がただ自分だけを見て感情を宿すのを見て、自分が求めていたのはこれだったのだと彼は思った。
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　鏡の魔法で覆われた森を見ながら葫ゆうがおはそっと唇を嚙んだ。

　もう間違いない。

　自分の中に満たされている魔力に色濃く残った懐なつかしい気配。忘れられるはずがない匂い。

『葫』

　自分を呼んだ声。

　ああそうか。

　そうだったのだと彼女は思った。

　そして強く目を瞑つぶる。

　熱いものがこみ上げてくる。

　なんて馬鹿な女。

　愚おろかな魔女。

　見つけてしまったのだ。

　今の自分のように、他の何者にも代えられないものを。

　だから。

　その時ふ、とかかっていた負ふ荷かが消えたのを葫は感じた。

　顔を上げる。

　森は変わらずそこにあった。

　頰が濡れている。

　そこにあったのはあの魔女の残ざん滓し。

　その意志の結果。

　ほどけた糸。

　二百年前の王国を滅ぼした魔術は、こうしてついに解かれたのだ。







　６　美しい赤い宝石







「お水を入れる？」

　早さ苗なえが聞くと、ルヴァインは寝台に横たわったまま視線だけ彼女に投げて微笑むと「いや、大丈夫だ」と答えた。そしてまた天井を見る。

　身体はひどく疲れていたが、意識ははっきりとしていた。

　三次元魔術サーデイム解約の消耗は激しかった。

　魔術が解かれると同時に天井や壁の発していた光は消え、ルヴァインはぐったりと動けなくなってしまったのだ。戻ってきた鳥とり代しろの手を借りて、彼はようやく寝台に辿たどり着いた。

　その鳥代も背中の傷が少し痛むようだったので、後からやってきた早苗が彼の代わりにルヴァインの部屋に残ったのだ。

　ルヴァインが何やら考え込んでいるのだと理解すると、早苗は彼が取りやすい場所に水差しを移動させてから立ち上がった。

「ゆっくり休んで。また様子を見に来るわ」

　彼女に失礼をしたと気付いて、ルヴァインは慌てて身体を起こそうとした。けれど早苗は優しく笑ってそれを止めた。

「いいのよ。ありがとうルヴァイン。あなたはどんなに感謝しても足りないわ」

　ルヴァインは苦笑した。

「当然だよ……友人だからね」

　すると早苗は、一度目を丸くしてからまるで子供のように無む垢くな笑顔を見せた。ルヴァインは思わずどきりとする。

「ありがとう」

　もう一度そう言って、早苗はそっと部屋を出て行った。

　深く息を吐いて、ルヴァインは弱々しく首を振った。駄だ目めだと自分に言い聞かせる。この淡あわい感情は、今のうちに摘み取っておくべきだった。あまりに不毛すぎる。

　魔術師は、意識して思考を切り替えた。

　身体からだは疲労を訴えてはいたが、一向に眠気はやってこなかった。

　魔術は失敗したのではない。

　とルヴァインはそう結論を出していた。

　魔術を繋つなげていた魔法。完かん璧ぺきな三次元魔術サーデイムの中に点在していたまるで子供の遊びのような、意味をなさない魔術陣。

　それがリアディウムの罪つみだというのなら、リアディウムは犯罪者だ。

　それは明らかに過失ではなく、故意に組み込まれたものだったからだ。二百年前、リアディウムは意図して不要な魔術さえも三次元魔術サーデイムの中に組み込み、その本来の陣を歪ゆがめた。

　ルヴァインは目を瞑つぶる。

　だが、なぜだ？

　彼は自問した。

　ただ『暁あかつきの姫ひめ君ぎみ』を手に入れるためだけに、一国を滅ほろぼす必要があったのだろうか。

　それほどまでに、彼は狂くるっていたのか。

　西大陸の魔術師が深くため息をついた時、扉とびらがそっと叩たたかれた。

「どうぞ」

　許可の声を聞いて入ってきた男に、ルヴァインは驚いた。

「やあ。こうしてゆっくり話すのは久しぶりだね」

「平へ祈き男だん爵しやく……」

　その初老の紳士は、矍かく鑠しやくとした様子で室内に入ると、寝台の側の椅子を引いてそこに座った。ルヴァインは慌あわてて身体を起こそうとする。そこで彼は腕に力が入らないことに驚いた。

「ああ、いいよ。補助的な位置にいた私や王おう伊い殿でん下かより君の消耗の方が激しいようだ。いやいや、本当に成功してよかった。魔術の解約なんて、もう何十年もやっていなかったからね」

　言いながら、平祈男爵はルヴァインを手伝って話しやすいようにしてくれた。背に枕を集めて楽な体勢になる。ルヴァインは息を吐いた。

「……男爵と王伊殿下がいてくださったおかげで解けました」

　本心だった。

　自分一人では、どうしようもなかっただろう。平祈男爵も王伊も、ルヴァインが予想していたよりもずっと有能だったのだ。

「平祈男爵」

　ルヴァインは彼の視線を逃のがさぬように言った。

「あなたはどこで魔術を学ばれたのですか？」

　男爵はためらいなく答える。

「この国でだ」

「誰だれに？」

「リアディウム＝イアス」

　噓うそだ、とは思わなかった。けれどルヴァインは次の言葉を見つけることはできなかった。

　リアディウム＝イアス。

　二百年前の魔術師。

　平祈男爵は微ほほ笑えんだ。

「君にリアディウムの話をしてあげたいとずっと思っていた」

「リアディウムとあなたに面識があるわけがない」

「君ももうわかっているだろう。あの魔術が森に広がった時どんな効力を発揮したか……」

　時間に干かん渉しようする魔術。

　ルヴァインはすでにそれに触れている。それはその魔術を知るということと同じだった。

　魔術師達が血ち眼まなこになって完成させようとしていたそれは、この異大陸ですでに一つの完成形を得ていたのだ。そしてその魔術陣を利用したのなら、二百年前の魔術師とこの時代を生きる歴史学者が縁を持っている可能性も皆かい無むではない。

「……リアディウムは『赤の沈ちん黙もく』の大罪人です」

「その認識は間違いではない」

　魔術師は顔を歪める。

　ルヴァインは平祈男爵のその言葉に傷ついた自分に驚いた。

　否定して欲しかったのだ。自分は。

　自分の祖は罪人などではないのだと。

　ルヴァインのその反応に、平祈男爵は困ったように笑った。

「けれど正しくもない……。事実を話そう。ルヴァイン。君は、リアディウムの手紙を読んだね？」

『ここに事実を記そう』

　リアディウムの手紙に書かれていた一文が蘇よみがえる。平祈男爵は、あの内容を知っているのだ、とルヴァインは直感した。

「はい……」

「どう解釈をした？」

「リアディウムは『暁の姫君』に横よこ恋れん慕ぼをして彼女を一人占じめしようとし、……誤って国を一つ滅ぼしたのだと」

「違う」

　平祈男爵はルヴァインを遮さえぎるように言った。そして息を吐いて首を振る。

「……聞いてくれ、ルヴァイン。リアディウムは事実を記しはしたが、真実を君達に伝えようとしたわけではなかった」

「どういう意味です？」

　ルヴァインは叫びだしたくなった。

　やはりリアディウムは意図して国を滅ぼしたのだろうか。

　恋した女性を手に入れることを絶望視して？

　だが、しかし。それなら。

　どうして。

「リアディウムが心を奪われたのは魔女だった」

　平祈男爵は言った。

　新しら袮ねのことだ、とルヴァインは思った。

「彼女の名は蠟ろう。高位の、水の魔女だ」
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　魔術が解け、平へ祈き男爵としばらく話した後、彼がルヴァインと二人で話をしたいというので広ひろ兼かねは男爵を連れてルヴァインの部屋へ行った。

　すると中から早さ苗なえが出てきて、広兼はそれまで脳内で展開されていた思考がふっとんだような気持ちになった。彼女を連れ出して、部屋から出る。男爵はまだ部屋の外で待っていた。

「まぁ、広兼様と……平祈様」

「ちょっとルヴァインと話をさせてもらっていいかな？」

　平祈男爵が言うと、「もちろんです」と早苗は微笑んで答えた。

　広兼は、平祈男爵が部屋に入るのを待たずに早苗の手を引いて歩きだした。

　娯楽室に他の四人が集まっているはずだった。王伊も平祈男爵も、ルヴァインほどは消耗していないのだ。

「ルヴァインと何を話していたの？」

　歩きながら聞くと、彼女は屈くつ託たくなく微笑んで答えた。

「何も話していませんよ。ルヴァインは何か考え込んでいるようでしたから」

　広兼はもう我慢できなかった。

　階段を下りたところで突然足を止める。

「早苗」

「はい？」

　呼ぶと彼女は微笑んで答える。

「身体に変化はないか？」

「はい」

　さっきまで、彼女のことを考えていなかっただなんて信じられない。彼女に会うのは一ひと月つきぶりなのだ。繋いだ手の温もりが震ふるえるほどに嬉うれしかった。

「葫ゆうがおは森を出たんだな」

「はい。広兼様の考えられた通り、森の外を護るために。広兼様もご覧になったらきっと感動されたと思いますよ。まるで湖に映すみたいに、空に森が映ったんです」

　早苗はにこにこと笑ってことの詳細を報告してくれた。広兼が言った『保険』を彼女はすぐに理解したらしい。賢けん者じやの王子は妻の頰ほおについばむような口付けを落とした。

　そしてそっと抱きしめる。

「会いたかった」

「私もです」

「平祈男爵と話した？」

「はい。お母様のお話を聞かせていただきました」

「二百年前のことは？」

　早苗は首を振った。

「新しら袮ねが聞くべきことだと思いましたので」

　広兼は頷いた。

「新袮姫は何も聞いていないんだな？」

「そう思います」

「それなら行こう」

　本当ならずっと彼女と二人きりでこうしていたいところだが、明かされた事実を語らなくてはいけない。再会を喜ぶのは今夜ゆっくりとすればいい。

『妾わらわは知りたい。二百年前、妾が眠った後に何が起きたのか』

　あの姫君はそう言ったのだ。それを伝えるのは賢者としての矜きよう持じだ。今は思考を切り替えるべき時だった。

　再び彼女の手を引いて歩きだす。

　娯楽室へ行く途中、早苗は何も聞かなかった。そういう無む駄だなことをしないのが彼女の美点だ。

　心ここ地ちよい沈黙の中で広兼は考えた。

　二百年前に起きたことについて、誤っていたのは誰だっただろう。

　王か、魔女か、魔術師か。

　誰もが大切な誰かを護るために動いたに他ならないのに悲劇は起こる。

　それは世界の残ざん酷こくさなのだろうか。

　壁に開いた大穴を横目に北東の渡り廊下を歩ききって、東の枝し塔とうに入り今度は主塔への渡り廊下に出る。中庭は先ほどまでの彼らの騒ぎなど何も知らぬかのように静かだった。

　娯楽室は主塔の二階にある。

　階段を上り、断りもせずに室内に入ると、二人の王女と二人の王子がそこにいた。新袮と珀はく蓮れん、それに鳥とり代しろが椅子に座っていて、王おう伊いはいつものように窓まど際ぎわに立っていた。

「王伊」

　彼はまっすぐに西の王子を見て言った。

『あの赤い双そう眸ぼうを自分だけのものにしたかった』

　ひっかかったのは、リアディウムの手紙の中のその一文だ。

　赤い双眸を持つ眠り姫は深い眠りに落ちていて、その宝玉のような瞳は白い瞼まぶたの向こうに隠されていたはずだった。

　広兼は前触れなく問うた。

「お前の記憶の中で新袮姫の他に赤い眼めを持った魔女は誰だ？」

　すると西の王子は怪け訝げんそうな顔をしたが、少し考えて答えた。

「……彼女がそうだったと思うよ。蠟ろう。久く旺おうの母親で、水の魔女だった女性だ」
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「水の……魔女？」

　蠟ろう、という名に覚えがあった。

　リアディウムの手紙に書いてあったのだ。

『特に力を貸してくれたのが、蠟という名の水の魔女だ。彼女はリュリエと同じくらいの少女の姿をしていたが、すでに何百年という時を生きているということだった』

「そう。彼女は西大陸から来た魔術師達に積極的に協力した唯一の魔女だった。リアディウムは彼女に恋をしたんだ。まだ若かったからね……」

「でも赤い眼を持っているのは……」

　手紙には書いてあったのだ。

　赤い双眸を自分だけのものにしたかったのだと。

「魔女に赤の色彩を持っている者は珍めずらしくない。髪も眼も赤かったのは『暁の姫君』くらいだろうが、赤は魔女の色だからね。だからこそかつてこの国は赤の国と呼ばれていたんだ」

　ルヴァインは混乱したが、すぐに冷静さを取り戻して首を振った。

「……それでも、結果は変わらない。リアディウムは女を手に入れるために国を滅ぼしたんだ」

「違う」

　平へ祈き男爵は言げん下かに否定した。ルヴァインはかっとした。

　思うように動かない身体の苛いら立だちと一緒に、彼は男爵を睨みつけて怒ど鳴なった。

「何が違うというのです！　リアディウムは自分の欲望のために魔術師としての本分を忘れ国を滅ぼした大罪人だ！　あなたもそれは否定しなかったはずでしょう！」

　平祈男爵は痛ましげに首を振ってもう一度言った。

「違う、国を滅ぼしたのは魔女なんだ。ルヴァイン」

　ルヴァインは今度こそ平祈男爵の言っている意味がよくわからなくなった。

「何を……」

　男爵は、まっすぐに視線を逸らすことなく魔術師を見て続ける。

「国を滅ぼしたのはその、蠟という魔女なんだ。魔女が人を愛するのか……私にはそれはわからない。でも蠟はリアディウムを死なせたくなかった。だから国を滅ぼすしかなかったんだ」

　魔女が人を愛するのかどうか。

　その問いに、今のルヴァインははっきりと答えることができた。

　是、だ。

　魔女も人だ。人が人を愛するのは当然のことだ。

「リアディウムを……？　なぜリアディウムが死ななくてはならないのです」

　ルヴァインは片手を額ひたいにあてた。

　ひどく頭痛がする。身体が限界を訴うつたえているのだ。南の国を出しゆつ立たつしたのが今け朝さのことだなんて信じられなかった。

「『暁の姫君』……彼女には二百年という時間を生きる魔力なんてなかった。そのために魔力の供給源として選ばれたのが蠟だ」

「供給源？」

「魔女は魔力を生命力として内側に蓄たくわえることができる。蠟は二百年生きられるだけの自分の魔力を『暁の姫君』に分け与える役目を担になっていた」

　その時ルヴァインが思い出したのは北の国で見たあの魔法だ。早苗の腹の中の魔女が、葫ゆうがおを助けるために行った魔法。あれもまさにそういうことではないのだろうか。

　自分の力を他者に分け与える。

「ただそれは蠟にとっては死を意味していた」

　ルヴァインははっ、として顔を上げた。

　平祈男爵は魔術師をまっすぐに見み据すえたまま続けた。

「塔自体が魔術陣だから塔の内部は外部と隔かく離りされる。その中で体外から魔力を補給することは困難だ。それに蠟は魔女としては老おいていた。当時いた魔女達の中でも最年長の魔女だったんだ。通常の何倍もの速度で時間が進む魔術の中で、『暁の姫君』に魔力を分け与え、蠟がそれでも生き残れる可能性は非常に低かった」

「……」

「だが蠟はその役目を自みずから名乗り出たんだ。彼女が何を思ったのかはわからない。ただ彼女は自分にはそれを行う責任があると言った。その時彼女の赤い双眸が射抜くように強く輝いていて、リアディウムはそれに心を奪われた」

　ああ、そうか。

　とルヴァインは思った。

　だから、リアディウムは生き残ったのだ。

　あの魔術の施し行こう者しやであるにもかかわらず、生きながらえたのは魔術陣の内側にいたからだ。本来なら時間の魔術によってすぐに死を迎えただろう塔の中に。

　リアディウムは……。

「リアは」

　平祈男爵は顔を歪めた。

　彼はリアディウムの名を親しげに呼んだ。

「リアは、どうあっても蠟を死なせたくはなかった。だから蠟に、自分の命を使うよう言ったんだ。ぎりぎりまで蠟には告げずに……。いよいよ魔術が実行されるという時になって、塔の最上階にいた蠟の前に、彼は現れた」
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『どうして……？』

　と彼女は言った。

　その紅玉ルビーのような双眸から流れる透明の雫は滑なめらかな白い頰を伝って落ちる。できることなら、彼はそれをこの手で掬すくい上げたかった

『君を失いたくない』

　答えた瞬間、目の下に灼熱が走る。温かいものが伝った。血だ。

　彼はその時初めて、彼女の双眸に憎悪が宿るのを見た。

　身体が震える。

　それは歓喜だ、とすぐにわかった。

『許さないわ』

　幾度身体を重ねても、彼女の心までは手に入らないのだとそのたび思い知らされるようで苦しかった。

　彼女は魔女なのだ。

　その心を自分だけのものにすることなどできない。

　そう思っていた。

　けれど今、彼女のその双眸を染めているのは自分への感情に他ならない。それがこんなにも嬉しい。

　自分はもう狂っている。

　彼はそう自覚していた。

　この身は張り裂けそうだ。怒りと歓喜。後こう悔かいと充足。相あい反はんする感情が嵐のように渦うず巻まいている。

　これしか方法はなかった。

　他に道があったのなら、もちろん自分はそれを選んでいただろう。

　幸福を願うのは、人の本能に近い情動だからだ。

　けれど、ああ。

　彼女の赤い双眸がただ自分だけを見て感情を宿すのを見て、自分が求めていたのはこれだったのだと彼は思った。

『ありがとう。その言葉だけで十分だ』

『お黙りなさい！　許さないわ！　そんなこと……！』

　彼女の声が震えている。

　彼女が泣いているところなど見たことがなかった。あの赤い双眸から流れ落ちる透明の雫は、さぞかし美しいのだろうと彼は考えて微笑んだ。

『でも、もう遅い。魔術の準備はできている。魔術師達は塔の外で詠えい唱しように入っている。塔の中にいる私は瞬またたく間に死を迎えるだろう。私の命を使ってくれ蠟ろう。君と、君の愛する同どう胞ほうを救うためにこの命が使われるのなら、私は後悔などしない』

　ばしゃん、と水の音がした。

『暁の姫君』が眠るこの塔の最上階には円形の壁に沿って溝が造られ、その溝は水に満たされている。蠟の魔法のためだ。美しい水の魔女。

『人間は愚おろかだわ……！　どうしてそんなふうに死に急ぐの!?』

『死に急いでいるわけではない。ただ自分の命よりも大切なものがあるだけだ』

『それが愚かだと言うのよ！』

『君も自みずからと引き換えにその哀あわれな王女を救おうとしている』

『私は死なないわ』

『私は愛する女性の命を賭かけの対象にする気はない』

　その時、彼女の持つ雰囲気が変わった。彼は、周囲の水が重力を無視して浮き上がっていることに気付いた。彼女の双眸が血のように深く赤くなっていく。

『いいわ……。力ずくでここから追い出してあげる。魔女に逆らってもいいことなどないのよ』

　リアディウムは微笑んだ。

　彼女がそうして怒るだけ彼は嬉しかった。

　この美しい赤い宝石を見ながら死ねるのなら本望だ。

『もう、遅いと言っただろう。さぁ、あと一言で魔術陣は固まる。そうしたら君の魔法で魔術陣を繋ぎ、構成は完成する。ああ、もちろんわかっているだろうけど魔法を使わないのは愚かしいことだよ。そんなことをすれば、不完全のまま放置された魔術が塔も都みやこも巻き込んで暴走するだけだ……蠟』

　魔術師は言った。

　どうか生きて欲しいと願いながら。

　海を渡り、この国に足を踏み入れ、こんな衝撃があるだなんて想像もしていなかった。

　彼だけの魔女。

　海のように優しく美しい水の女。

『君を愛している』

　それが、詠唱の最後の言葉だった。
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　先ほど平へ祈き男爵からその話を聞いた時、広ひろ兼かねはすぐに西の塔のことを思い出した。

　新しら祢ねの悪戯いたずら心に満ちたこの塔は、そのままでは行けない場所もある。西の枝塔もその一つだ。

　枝塔自体に仕掛けがしてあって、壁が回転するようになっているのだ。地下を発見してから、北の枝塔を経由してそちらに行けるようになったので広兼も確認していた。

　あれは普通の建築術ではない。

　明らかにまったく別種の力が作用していた。そう、魔法か魔術が。

「魔女は、とにかくリアディウムを助けたかった。でも詠唱の終わった魔術陣を放っておくわけにもいかない。だから魔法で魔術を繋げた……そしてその時に、当初予定になかった魔術陣も組み込んだんだ」

　すぐに気付いたのは王おう伊いだった。

「まさか……」

　実際にあの魔術陣に触れた三人の魔術師は一様に一つの違和感を覚えていた。

　構成に不必要な魔術陣が散見されたのだ。

「この塔の改装の際、新祢姫の希望に応えるために塔のいくつかの部分に魔術が応用された。実験的な意味もあっただろうな。魔女は、本来三次元魔術サーデイムとは無関係であったそれらの魔術も繋げ、無理やり、魔術を反転させた……」

　そして本来塔の中に及ぶはずだった魔術が塔の外側に広がり、万一のために待機していた魔女達がその身をとして王都を護った。

　それが。

「それが二百年前の真相だ」

　広兼ははっきりと言った。

「そして新祢姫。これは男爵からの伝言だが……リアディウムはあなたにこう伝えたかった」

　新祢が震える。広兼は、彼女を見ながらなるべく優しく続けた。

「……『王と王妃はあなたを愛していました』と」

　二百年前の王女は小さく息を吸った。見る間にその赤い双眸に涙が溜まり、ぽろぽろと溢れて白い頰を伝った。

　王も魔女も魔術師も。

　ただ愛する誰かのために動いたのだ。

　たとえそれ以外の何かを損そこなう方法だったとしても、たった一つの大切なものを護るために動いたその感情を、今の広兼には否定できなかった。

　責められる者などいないだろう。

　誰もがその破滅的な感情を内に秘めている。

　たった一つを護るために。

　たった一人を護るために。

　世界さえも壊してしまう。

「だから人は愚かしいのよ」

　その時鈴の音ねのような声が割って入った。

　場にいた全員が顔を上げる。

「お義か母あ様！」

　と早さ苗なえが言った。閉ざされた窓の手前の出っ張りに、魔女が座っていたのだ。

　誰も、王伊でさえも、その出現には気付けなかった。

《赤い森》の魔女はその妖よう艶えんな女性的な美しさを取り戻していた。今は黒のドレスに身を包み、その首から赤い宝石が埋うまった銀の鏡を下げている。何百年も生きた魔女。その存在感は、これまでに増して圧倒的だ。

　蠱こ惑わく的てきな唇くちびるが誘うように微笑んだ。

「蠟ろうは老いてほとんど魔力をなくしていた。人と同じようになっていたのね。息むす子こを生んだのも同じ理由。若い魔女は子供なんか作らないもの。それも二人もなんて……」
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　ころころと声が笑う。

「待って。二人？」

　静止の声を上げたのは王伊だった。

「蠟には、久く旺おうの他に子供なんて……」

　広兼は目を見開く。

　まさか。

　彼は信じられない思いで自分のすぐ側に座る妻を見た。

　早苗もまた、目を丸くしている。彼女の腹に宿るのは魔女だ。そして魔女の子供は、魔女になりやすい。

「まさか」

　新祢が呟いた。振り向き、早苗を凝ぎよう視しする。おそらく早苗の中の赤ん坊の魔力から、その蠟という魔女のそれを探そうとしているのだろう。

「駄だ目めよ、外から見てもわからないわ。蠟の血はとても薄れているもの……。直接その魔力を注そそぎ込まれたからあたしだって気付いたのよ」

「リアディウムと蠟に子供がいたということ……？」

　やっと珀はく蓮れんが理解して愕がく然ぜんとした。

「そんな……」

　鳥とり代しろが痛ましげに顔を歪めた。

「同情なんてしないで」

　葫は笑みを消してきっぱりと言った。

「お前がどれほどのことを知っているというの？　破は魔まの王子。魔女は後悔なんてしないのよ。過去が戻ってこないことなんてお前達以上に知っているのだもの。蠟は人間の男を愛したんだわ……。それはすべての魔女が羨うらやむことよ」

「お義母様」

　早苗が呼んだ。

　すると魔女は今度は早苗を睨みつけた。広兼は無意識に警戒する。今さら魔女が早苗を傷つけるわけはないと思っていても、身体は勝手に反応して彼女の肩に腕を回した。

　葫ゆうがおはそれがさらに気に入らなかったのか顔を歪めた。

「……お前は蠟に似ていたわ。気に障さわるほどにね。でもそれも合が点てんがいった。蠟の血はどこまでも……」

　魔女は唇を嚙かむ。

　葫と蠟が、どんな関係にあったか彼らは知らなかった。知っているのは、葫を人間の両親の元から連れ出してきたのが蠟だったということだけだ。

　葫は魔女としてあまりに強すぎた。その力を教える存在が必要だったのだ。

　平祈男爵の話では、蠟は、その責任があるからと眠る新祢に魔力を注ぎ込む役目を買って出たらしい。

　もし彼らが育て親と養い子のような関係であったのなら、その命をとしてまで葫の犯した過ちの責任を取ろうとした蠟が、葫をどう思っていたのかなど知れている。

　早苗は泣きそうに微笑んでその言葉の続きを言った。

「蠟の血はどこまでも……お義母様を愛しているんだわ」

　……だからだろうか。

　だから、まだ自我さえ持たないはずの早苗の中の胎たい児じが葫を護るために魔法を使ったのだろうか。

　かつて生きていた魔女の意思がそこにあったのか。

　広兼はたまらず目を瞑った。

　それは、なんて。

「お義母様」

　早苗が言った。

「あなたは満たされていたんだわ……。それに気付いていなかっただけ。二百年前からずっと、蠟は……あなたの義は母はのようだった人は、あなたを大切に思ってた」

「知った口をきかないで」

「私は知っているもの。私ももう母親なのよ。幼いあなたを育てた魔女が、あなたを愛さなかったはずがないわ……」

「……」

　魔女はもう何も答えなかった。

　息を呑のむ声がして、次の瞬間目を開けると魔女はもうそこにはいなかった。

　妻の肩に回していた手がそっと温ぬくもりに包まれる。見ると彼女は広兼の腕に縋すがりつくようにして泣いていた。

　新祢と王伊はしっかりと手を握り合っていて、珀蓮は窓を睨むようにしている。鳥代は何かを考えるように目を伏せていた。

　二百年前に生きた意思と願いがこの塔に染みついている。

　それが静かに響いてくるようだ、と広兼は思った。







　７　新しい歌







「鳥とり代しろ様、ご結婚おめでとうございます」

「おめでとうございます鳥代様」

「おめでとうございます」

「あ、ありがとう……」

　東の王子の笑顔は引きつっていた。そして廊ろう下かに踏ふみ出していた足を一歩引いて室内に戻り、そこにいた南の王子の首をがしりと摑つかんで小声で怒ど鳴なる。

「ななななんだあのご婦人方は！」

「俺が知るかよ」

「華はなやかだねぇ。あ、あれ典てん里り公こう爵しやく夫人の従い姉と妹こ殿じゃない？　ほら、鳥代が前に贈り物で髪飾りを……もがもが」

「黙だまれ、余計なこと言うな！」

　王おう伊いの口を無理やり塞ふさぎながら鳥代は慌あわてた。こんなところを珀はく蓮れんに見られたらどうなるかわからないではないか。やっと、今日という日にこぎ着けたのに。

　先月収穫祭を終えたばかりなのだが、東の国はお祭り騒ぎだ。今夜一晩は、どの店も灯あかりを落とさないし陽気な音が鳴りやむこともない。方々で祝いの酒が酌くみ交わされ、子供達は楽し気に歌う。

　世継ぎの君の結婚式は、国を挙げたお祭りだった。

　お相手は、もちろんあの北の国の王女である。

　白しら雪ゆき姫ひめと呼ばれる美び貌ぼうの姫。北の国王がずっと隠していた麗うるわしき王女様。

　様々な女性の間で浮き名を流していた東の国の第一王子が最終的に選んだのは、どんな令れい嬢じようもかなわない完かん璧ぺきな容姿を持った女性だったというわけだ。

　白の花はな婿むこ衣装に身を包んだその第一王子は、もう一度おそるおそる廊下にずらりと並んだ知人の女性達を見た。ざっと十人はいるだろうか。

「申し訳ございません。こんな突然……。私達、殿でん下かにどうしても直接お祝いを申し上げたくて……」

　そのたわわな胸の前で両手を組んで、異蛇イーダル領の侯爵夫人が艶つやっぽく言う。

「……いえ」

　鳥代はかろうじて笑顔を作ってそう短く答えることしかできなかった。

　落ち着けと自分に言い聞かせる。

　珀蓮は今早さ苗なえ達と着替え中だ。そして迎えが来るのを待っている。彼女達がこちらに来ることはないだろう。今この場でご婦人達には解散していただければ、珀蓮にこの状況を見られることもないはずだった。

　鳥代はようやくいつものように微ほほ笑えんだ。

「光栄ですね。こんな美しい女性方にそんなふうに言っていただけるなんて」

「お、立ち直った」

　という賢けん者じやの王子の声は無視をする。

　鳥代はご婦人方の香水の香りに臆おくすることなく足を踏み出した。そして優ゆう雅がに右手を腹にあてて腰を折ると、その場に居並ぶ女性達の目を一人一人見ながら言った。

「千ち菜な様は相変わらずお美しい。日ひ織おり殿は髪をお切りになりましたか？　とても似合っておいでですよ。志し摩ま嬢じよう……やはりあなたにはその紫のドレスがよく似合います。紗さ佐さ殿、その髪飾りは私がお贈りしたものでは？　とても可か愛わいらしいですね」

　そうやって計十二人の女性に十二通りの声をかけてから、鳥代はにっこりと笑った。

「この素晴らしい日に貴女あなた方のような素晴らしいご婦人方にご一緒していただけるとは……私は幸せ者ですね」

「……」

「……」

　破は魔まの王子のその笑顔にご婦人方はうっとりとして、背後に立つ二人の王子は言葉も出ないようだった。

「鳥代様。私達、是ぜ非ひ珀蓮様にご挨あい拶さつさせていただきたいのです」

　志摩という名の男だん爵しやく令嬢が言った。

「そうですわ。目を疑うほどの美貌をお持ちなのでしょう？　是非お会いしたいわ」

　日織という名の侯爵夫人が微笑む。

「ははは。後で嫌いやでも見られますよ」

　鳥代はかろうじてそう答えたが、背後でぼそぼそと交わされる話し声が耳に障さわった。

「すげぇ汗かいてるけど」

「でも今紹介しなくてもそのうちばれるんじゃない？」

「殺されるのは少しでも遅い方がいい」

「お嫁よめさんにきた王女がいきなり殺人を犯おかすのはまずいと思うよ」

　お前ら頼むから黙れ！　と破魔の王子が小声で怒鳴りつけようとした時だった。

「あらあら、華やかですこと」

　極ごく上じようの音楽のようにひどく耳に心ここ地ちよい、けれど今の鳥代にとっては死に誘いざなう使者にも等しい声がその場に静せい寂じやくをもたらした。

「……」

「……」

「……珀蓮」

　鳥代は顔を引きつらせた。

　華やかなご婦人達のさらに向こうに、否いや応おうなしに目を奪われてしまう女性がいた。

　艶つややかな黒髪は緩ゆるく結い上げられ、まるで夜空に浮かぶ星のように小さな宝石がちりばめられている。白い生き地じに銀ぎん糸しで細かい刺し繡しゆうのなされた裾すその長いドレスは、彼女の新しん雪せつのような触れがたい美しさを引き立てるものでしかない。唇くちびるは薔ば薇らの花びらのように赤く、その双そう眸ぼうは見る角度によって色を変えた。

　麗しき北の王女。白雪姫である。

　彼女の側には他に二人の女性がいた。

「早苗」

　と鳥代の側にいた賢者の王子が声を上げた。ご婦人方をかき分けて妻の側に行く。金髪碧へき眼がんの灰かぶりシンデレラは、少しだけ大きくなったお腹なかに手をあてながら微笑んだ。

「まぁ。広ひろ兼かね様、お似合いですね」

　正装に身を包んだ夫を褒ほめた彼女の隣で、赤い髪の眠ねむり姫ひめが驚いたように目を丸くしている。

「これはどうしたことじゃ？」

　鳥代はもう完全に顔色を失っていた。

「ど、どうして……」

「王妃様が、面おも白しろいものが見られるからと教えてくださったのよ」

　と言って珀蓮は微笑む。

　その瞬間、鳥代は理解した。ああ、では、これは母が仕組んだことだったのだ。突然彼の（しつこいようだが）知人の女性達が訪ねてきたのもすべて。

「なんで王おう妃ひ殿下が？」

　いつの間にかちゃっかり新しら祢ねの隣に移動していた王伊が首を傾かしげた。

「あの方の言いそうなことなら想像がつくな。『結婚する男女に秘密なんてあってはならないのよ』」

「まぁ。広兼様。王妃殿下はまさにそうおっしゃっておいででしたよ」

　王妃の声こわ色いろを真ま似ねた夫に、早苗が可愛らしく驚く。

　鳥代の前に固まっていたご婦人方はいつの間にか珀蓮に道を譲ゆずっていた。今や海が割れたように鳥代と珀蓮の前には道ができている。

　けれど彼も彼女も、決して歩み寄ろうとはしなかった。

　珀蓮は相変わらず微笑んだままだし、鳥代はだらだらと汗を流している。

「それで？　鳥代殿下」

　北の王女が歌うように言った。

「言い訳があるのなら、わたくしが三数える間だけ聞いてさしあげてよ。一、二、三。はいもう終わり。残念ね。さようなら。短い間だったわ。ごきげんよう」

「ままま待てい！」

　さっさと踵きびすを返してその場を去ろうとした北の王女を、鳥代は慌てて追いかけて止めた。

「終わりじゃないだろ！」

「何よ。言い訳はないのでしょう？」

　珀蓮はがしりと自分の腕を摑む東の王子を、汚けがらわしそうに睨にらみつけた。

「言い訳ならある！　彼女達とはなんでもない！」

　鳥代はそう叫んだ。しかしすると、方々で女性の声が上がる。彼女達は小鳥のようにさえずり合った。

「まぁ。そんな、鳥代様」

「あの素敵な時間をお忘れなのですか？」

「私の頰ほおに触れて美しいと言ってくださったのに」

「夢のように幸せでしたわ」

　鳥代は頭を抱かかえたくなった。珀蓮は虫けらを見るように目を細めてからただ一言言った。

「死ねば？」

「違う!!」

「何が違うのよ！　汚らわしい！　離してちょうだい！」

「だから違うんだ！　俺はあんたにやましいことは何一つとしてしていない！」

「うるさい！　お黙り！　今さらそんな言葉を信じられるとでも思っているの？」

「ああああああもうなんでこんなことになるんだ！」

　東の第一王子は叫んだ。

「日頃の行いだな」

　と賢者の王子が無情に言う。

「間違いなく自じ業ごう自得だよね」

　と軍人の王子も肩をすくめた。

「まぁ……」

　と灰かぶりシンデレラ。

「妾わらわには、あのご婦人方も楽しんでいるように見えるのじゃが錯さつ覚かくかのう」

　と眠り姫は首を傾げた。するとご婦人方の内の一人がわざとらしく声を上げた。

「あら、そろそろ私達、おいとましなくてはいけないわね」

「そうね。殿下方のお支し度たくの邪魔をしてはいけないわ」

「では失礼いたしました鳥代様、王子様方、妃殿下方」

「ごきげんよう」

「ごきげんよう」

　にっこりと十二人は一いち様ように微笑むと、くすくすと笑い声を漏もらしながらふわりと踵を返し、立つ鳥跡を濁にごさない優雅さでその場を去った。

　けれどもう十分に濁されたその場では、「なんだったんだ……」と鳥代が今にも泣きそうな声で呟つぶやく。

「完全に王妃殿下に遊ばれてるな」

　広兼の言う通りだった。

　鳥代には、あの母の声が聞こえてくるようだ。

『いい？　鳥代。男と女というものはいくつもの試練を乗り越えてこそ絆きずなが深まるものなのよ』

　これは母が課した試練なのだろう。頼んではいないのだが。

　鳥代はまだ彼女を摑んだ腕を離していない。珀蓮がこちらを睨んでくるので、彼はもう一度言った。

「俺はあんたにやましいことはしていない。彼女達とは……何度か贈り物をあげ合ったり、お茶をしたりしただけだ」

「どうしてそれをわたくしが信じると思うの？」

　鳥代は困ったように笑った。

「あんたが信じてくれることを信じるしか俺にはできない」

　すると珀蓮は目を丸くする。鳥代にとっては意外な反応だった。次ついで北の王女は盛せい大だいに顔をしかめた。

「……ずるいわ」

「え？　なんで？」

「珀蓮がそなたの言葉を信じないはずがなかろう」

　言ったのは新祢だった。

「新祢」

　珀蓮が抗議の声を上げる。

「そなたも、こんな日に喧けん嘩かすることはあるまい」

「……」

　珀蓮が腕の力を抜いたので、鳥代はおそるおそる彼女に歩み寄ってそのまま腕を腰に回した。すると彼女はその宝石のような双眸でまたこちらを睨みつけてきた。

「許されたと思ったら大間違いよ」

「この後俺は一生をあんたに誓ちかうんだからそれで許してくれ」

「……その誓いはもう聞いたわ」

　鳥代はなんのことかわからなかった。けれどなんの話か問うことでまた恋人の機き嫌げんを損ねたくなかったので賢明にも口をつぐんだ。

《赤い森》の塔の魔術が解とけてから、二ふた月つきが経たっていた。塔は今調査団の中継点として使用されている。あの後広兼と早苗は南の国へ、王伊と新祢は西の国へ帰り、六人が再び揃そろったのはつい先日のことだった。

　魔女はあのまま戻ってはこなかった。平へ祈き男爵はルヴァインと話した後すぐに《赤い森》を発たち、そのルヴァインは南の国の預かりとなっている。本当なら結婚式のため、広兼達と一緒にこの国へやってくるはずだったのだが、仕事が終わらず南の国に残っているらしい。

　魔術師をこの大陸で育てるという一大事業のために、ルヴァインは奔ほん走そうしていた。

　ルヴァインもあの時平祈男爵から真相を聞かされたようだった。高こう祖そ父ふの本当の意図を聞かされて魔術師の中にどれほどの変化があったのかはわからない。けれど『大丈夫ですよ』と平祈男爵は言った。

『目を見ればわかります。ルヴァインは前に進むことのできる男です。この大陸に渡ってきた時のようにね』

　一人海を渡ってきた魔術師が、脆ぜい弱じやくであるはずがない。そして平祈男爵のその言葉通り、ルヴァインは立ち止まることなどしなかったのだ。

　広兼がルヴァインに依頼させていたリアディウムの手紙は、ついに彼らの手元にくることはなかった。リアディウムの罪の告白ともとれたそれは、とっくに処分されていたらしい。

『僕が覚えているから、それでいいんです』

　とルヴァインは言った。

「そうじゃ早苗、腹の子の名前を考えたぞ」

　と新祢が両手をぽんと合わせて言った。

「まぁ、本当？　教えて教えて」

「ちょっと待て。なんで新祢姫が腹の子の名前を考えてるんだ。それは当然俺が……」

　広兼が抗議する。すると王伊が笑った。

「どうせ広兼は女の子の名前ばかり考えてるんでしょ。男の名前は僕達が考えてるから安心してよ」

「あの、駄だ目めでしたでしょうか？　広兼様」

「うう。早苗にそんな目で見られると駄目とは言えない自分が憎い」

「男でも女でも魔女なんだから、生まれたらきちんと躾しつけはしなさいよ。葫ゆうがおみたいな魔女に成長されたら迷惑よ」

「あんたって本当に自分のことは棚たなに上げてよく言うな……」

「なんですって？」

「なんでもありません」

　珀蓮にぎろりと睨まれ、鳥代はすぐに謝あやまった。これがこの気難しい女と長く付き合っていく秘ひ訣けつである。けれどどうやら北の王女様のご機嫌はまだまだ直ったとは言いがたいようだ。これから結婚式だというのに、この様子では困る。

　鳥代は奥の手を使うことにした。

「ああ、そうだ。ところで王伊に広兼、いい別荘の話があるんだが乗らないか？」

　彼はわざとらしくさも今思い出したかのように言った。

「は？」

「別荘？」

　と二人の王子が聞き返す。

　破魔の王子はにこにこと微笑んだ。恋人の腰に回した腕は離さないまま、二人の王子に告げる。

「実は離宮を造ろうと思うんだ。俺も王になるわけだし、王宮にばかり閉じこもっていても疲れるしな。緑がたくさんある場所で、王宮からは適度に離れた田舎いなかが理想だ。まぁ仮にも王族の離宮だから人がたくさんいる場所でも困る。俺の離宮だといったらどうせお前達も遊びに来るだろうからそれなら三国から行きやすい場所に、一つ大きいのを建てようかと思うんだ。ただまぁあまりお金をかけるのもなんだから、既存の物件を改装する程度ですませたいんだが」

　二人の王子だけではない、三人の姫君も唖あ然ぜんとして彼の言葉を聞いていた。

　すぐにその意図を理解したのは広兼で、次いで早苗が顔を輝かせた。

「まぁ。鳥代様。素敵ですね」

「それならいい物件があるじゃねぇか」

　広兼がにやりと笑って言った。

「うわぁ……。鳥代、やるときはやるね」

　王伊ももう気付いたようだ。鳥代は続ける。

「そう。いい物件があるんだが、その物件の所有者が実は二百年前の王女様のようなんだ。だからまずはその王女殿下に許可をいただかないといけない」

　ここで初めて気付いた珀蓮は、それまで何を馬ば鹿かなことを言い始めたのだとばかりに婚約者を睨みつけていた目を丸くして、「まさか……」と言った。

「いかがかな？　新祢姫」

　破魔の王子が聞くと、新祢はにっこりと微笑んで答えた。

「よいに決まっておる」

　鳥代は肩をすくめた。

「交渉成立だ。離宮の建設は街道事業として併行して行う。来年の今頃にはできているだろう。楽しみにしておけよ」

「あの塔に、また六人で集まれるのね？」

　珀蓮が確認するように言った。

　鳥代は悪戯いたずらっぽく笑ったまま彼女の顔を覗のぞき込むと、

「お気に召めしましたか姫君？」

　と聞いた。

　すると北の王女はその双眸の輝きを増した。

「ええ、気に入ったわ。とても！」

　そして彼女はあろうことか鳥代に抱きつくとその頰に接キ吻スをした。その勢いのまま振り向き、今度は早苗と新祢に飛びつく。

　鳥代はたまらず顔を逸そらせて口元を右手で覆おおう。

「……女好きが形なしだな」

「……それくらいで真っ赤になるなんて鳥代って純情だったんだね」

　二人の王子に同情の目で見られようとも、幸せだ、と心から思ってしまった東の王子であった。
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　最近流は行やっている歌がある。

　吟遊詩人デイヒルーはどこへ行ってもその歌を所望され、彼ら自身も楽しげにそれを詠うたった。

　三人の王子は三人の姫君と恋をして、魔術師や魔女と一緒に森の悪い魔法を解いたのだ。

　その続きはもう誰だれも聞かない。なぜなら皆が知っているからだ。

　毎年決まった時期に《赤い森》の離宮へ集まってくる彼らのことを。

　そして吟遊詩人デイヒルー達は、また新しい歌を詠う。

　一人の王と二人の王子、それに三人のお妃きさき様の、物語を。
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　あとがきと小話




　お手にとっていただきありがとうございます。

　こんにちは、初めまして、山やま咲さき黒くろと申します。

　というわけでコースは終了でございます。お口に合いましたでしょうか？

　当初はまさかまさかこのコースをすべて書かせていただけるなんて思っていなかったので、信じられない思いでいっぱいです。ありがとうございます。

　基本的にはお話の続きを考えるのが好きな人間ですので、この六人は、またなんらかの形で書くことがあると思います。現在運営している小説サイトでの公開、という形が一番可能性が高いかと思いますが、もしお時間がございましたらそちらを覗のぞいてみていただけると嬉うれしいです。

　ちょうど、これを書いている時にあの災害がありました。この物語が、少しでも被ひ災さいされた方の安らぎになればと思います。

　私も頑張ります。

　この本に関わったすべての方々と、ほそぼそとやっていたサイトから私を拾い上げてくださってこんなふうにたくさんの方に読んでいただける場を提供してくださった担当様、お忙しい中素敵で可か愛わいくて賑にぎやかでとにかく可愛い絵を描いてくださった起おき家や先生、ラブなんだかコメなんだかわからないこのシリーズにここまで辛しん抱ぼう強くおつきあいくださった皆様。

　本当に本当にありがとうございました。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。








山咲黒










　＊＊＊物語のその後＊＊＊




　森に子供の泣き声が響く。

「ああっ、たくうるせぇなぁ。転んだくらいで泣くんじゃねぇよ」

　森の道の途中で盛せい大だいに転んでしまった少年を、その泣き声を聞いて駆かけ戻ってきた年長の少年が助け起こした。泣いていた子の方が幼おさなく、まだ三歳くらいだろう。少年というよりは幼児だ。

　駆け戻ってきた少年の方は身体からだも手足ももっと大きい。七つくらいだろうか。

　するとその時軽かろやかな笑い声が聞こえた。

「あーあ。アレイってばすぐ泣くんだもの」

「駄だ目めじゃないロウ……。アレイがちゃんと自分で立ち上がるのを待っていたのに……」

　木の陰から二人の少女が現れる。あまりにそっくりなその外見に、一目見て双ふた子ごなのだとわかった。年は年長の少年と同じくらいで、全体的に色素が薄い。

　ロウと呼ばれた少年は呆あきれたように二人の少女を見た。

　少年のその双そう眸ぼうは血を固めたように赤い。

「お前らなぁ、見てたなら助けてやれよ」

　ロウに助け起こされてようやく癇かん癪しやくを止めた幼いアレイは、両りよう袖そででぐずぐずと涙を拭ぬぐった。そしてきゅっと唇くちびるを嚙かみ締めて顔を上げる。するとその下から驚くほど秀麗な顔が現れた。目の位置も鼻の高さも口の形も、思わず息を呑のむほど完かん璧ぺきだ。

「アレイの泣き虫をなおしてあげようとしたのよ。ねーヒサネ」

「アレイ……、わたくし達についてきたいと言ったのはあなたよ。しっかりなさい。男の子でしょう？」

　比較的長身な方の少女に嗜たしなめられて、ようやく泣きやんだアレイの顔が再び歪ゆがむ。

「オウナ姉さまが……」

「あら？　あたしのせいだって言うの？」

　オウナが片方の眉まゆを上げる。するとアレイはびくりと震ふるえて慌あわててロウの後ろに回り込んだ。

「オウナ……。あまりアレイをいじめるなよ」

　ロウがため息をついて言うと、オウナはころころと笑った。

「だあって面おも白しろいんだもの！　さっきも、転んですぐはうるうると泣くのを我慢してたくせに、あたしとヒサネが姿を消しちゃうととたんに泣くのよ」

「ヒサネ、お前もオウナを止めろよ」

　ロウの赤い双眸に睨まれたヒサネは、少しも臆おくした様子がなく答えた。

「でもアレイもいつまでたってもこう泣き虫じゃ困るわ。そうでしょう……？　アレイはいつか王様になるのだもの……」

「アレイ！　お前も、いつまでもそうやって泣き虫だからこうやってオウナにからかわれるんだぞ！」

「うう……ごめんなさい……うううえ」

「ほら！　また泣くわよ！」

　オウナがきゃーと声を上げて喜ぶ。

「ああ……ったく」

　ロウはため息をついてアレイを抱き上げた。

「今日はもう帰るぞ」

「ええ！　まだ日暮れまでは大分あるわよ」

「ならお前だけ外にいろよ。アレイ。ほらもう泣くな」

「ああん、もう、最悪！　アレイ！　下りなさい！　もう一人で歩けるでしょう！」

　するとロウに抱きついた格好のアレイがまた顔を歪めたので、オウナは息を吐いて仕方がなさそうに手を差し伸べた。

「ほら、オウナお姉様が手をつないであげるから。こっちへおいで。あんた最近本当に重くなったんだから。ロウが疲れるわよ」

「アレイ、おいで……」

　ヒサネに促うながされ、アレイはおずおずと自分を抱き上げてくれているロウに言った。

「……ロウ兄さま。僕下りる」

「ああ、そりゃ助かる。お前本当に重くなったな」

　ロウがアレイを下ろすと、彼はたたた、とオウナとヒサネの間に入り、二人の手を握にぎってにこりと笑った。

「ああ、その笑顔がにくたらしいのよね。何よ。子供でしかも男のくせに美人ってどういうこと？」

「うううえええいひゃいよほうなねえひゃま」

「オウナ、やめなさい」

「あーあ、帰るの面倒ね。こういう時ロウの魔法って本当に役立たずよね」

「うるせぇ」

「まぁいっか。ねぇ、今日の夕飯何かなぁ？」

「ヒサネ、人にん参じんがあったらやるからな」

「ロウ……あなたも人参くらい食べられなくては困るわよ」

「ロウ兄さま！　僕食べる！」

「おー。アレイ。お前いい子だなー。よしよし。頼んだぞ」

　そうして四人の子供達は家路についたのだった。
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また引っ越しです。

今度の家は広いベランダがあります。

植物を育てまくる予定です。
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Ichiko Okiya

７月生まれ。蟹座。Ｏ型。

うちのダックスは凶暴なので、おとなしくて可愛いコに癒されたいです。

近くに犬と猫と１日遊べる所があれば幸せなんですが……。
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